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第４９回平成２５年３月与謝野町議会定例会会議録（第９号） 

 

招集年月日 平成２５年３月２６日 

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後７時０８分 延会 

招集の場所 与謝野町議会会議場 
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       ２番  和 田 裕 之      １１番  小 林 庸 夫 
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       ６番  宮 﨑 有 平      １５番  勢 旗   毅 

       ７番  伊 藤 幸 男      １６番  谷 口 忠 弘 

       ８番  浪 江 郁 雄      １７番  今 田 博 文 

       ９番  家 城   功      １８番  赤 松 孝 一 

 

２．欠席議員（なし） 

 

３．職務のため議場に出席した者 

      議会事務局長    秋山  誠    書 記    土田 安子 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者 

      町 長    太田 貴美    代表監査委員    足立 正人 

      副 町 長    堀口 卓也    教 育 長    垣中  均 

      企画財政課長    浪江  学    教育委員長    白杉 直久（欠席） 

      総 務 課 長    奥野  稔    商工観光課長    長島 栄作 

      岩滝地域振興課長    中上 敏朗    農 林 課 長    永島 洋視 

      野田川地域振興課長    浪江 昭人    教育推進課長    小池 信助 

      加悦地域振興課長    森岡 克成    教 育 次 長    和田  茂 

      税 務 課 長    植田 弘志    下水道課長    西村 良久 

      住民環境課長    朝倉  進    水 道 課 長    吉田 達雄 

      会 計 室 長    飯澤嘉代子    保 健 課 長    泉谷 貞行 

      建 設 課 長    西原 正樹    福 祉 課 長    佐賀 義之 
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５．議事日程 

  日程第 １ 議案第 ３４号  平成２５年度与謝野町一般会計予算 

（質疑～表決） 
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６．議事の経過 

（開会 午前９時３０分） 

議  長（赤松孝一） 皆さんおはようございます。 

本日、白杉教育委員長より欠席の届けが参っておりますので、皆さんにお知らせをしておきま

す。 

ただいまの出席議員は１８人であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会議

を開きます。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めます。 

ここで、開会後すぐでございますが、総務常任委員会が開催されますので、約１０分間休憩を

いたします。 

行政委員会室のほうへよろしくお願いいたします。 

（休憩 午前 ９時３０分） 

（再開 午前 ９時３８分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

ここで、浪江企画財政課長のほうより発言を求めておられますので、これをお受けいたします。 

浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） おはようございます。 

早朝から総務常任委員会をお世話になるような形になりまして、まことに申しわけございませ

ん。２点、ご連絡なり訂正なり、させていただきます。 

まず、本日お手元に、この後期基本計画の冊子をお配りさせていただいております。この議会

でも審議いただきまして、お認めいただきました内容で印刷製本をいたしまして、でき上がりま

したのでお配りをさせていただきました。なお、今お配りをさせていただいたんですけれども、

一部簡易なミスがあるようでございましたので、シール対応で訂正をさせていただくべきところ

がございます。したがいまして、まことに恐れ入りますが一通り目は通していただいた後、事務

局のほうに一旦お返しをいただきましたら、ありがたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

場所としては、例えば７ページをお開きいただきましたら、７ページです。中段の③商業のと

ころのグラフがございまして、そのタイトルが商業の推移というところと、④の工業の推移とい

うところが、一部文字が欠けております。構成の段階ではオーケーだったんですけれども、どう

も製本の段階で、このような形になったようでございまして、わずかなことですけども、気がつ

きましたので訂正をさせていただきたいというふうに思ってます。恐れ入りますが、後ほど事務

局のほうによろしくお願いいたします。ほかにもあると思いますので、後でまた、ご指摘くださ

い。 

それと、もう１点は、既に総務委員会の資料としてお配りをしました与謝野町財政見通しの資

料の訂正でございます。この件で、先ほど総務常任委員会を開催していただきまして、訂正の確

認をいただいたところでございます。改めて議員の皆さんにお配りをさせていただいております

ので、それを見ていただきたいと思います。 

与謝野町財政見通しとして、２ページをお配りさせていただいたと思っております。このうち
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の２ページ目のタイトルが歳入額の内訳といたしました表でございます。訂正部分を黒枠で囲っ

ておりますので、見ていただきたいと思います。 

２ページ目の歳入額の内訳の表でございます。この中段で地方交付税の額が書いてございまし

て、そのうちの普通交付税の平成３３年、平成３４年のところが変わったということでございま

す。平成３３年で申し上げますと３８億５８７万７，０００円。平成３４年でいいますと３７億

９，７２８万７，０００円に訂正後がなっていようかと思います。これは平成３３年度の約

３８億円というふうに訂正をさせていただいておりますけれども、きのうまでの資料では、ここ

が３７億円と尐しの端数がある数字でなっておりまして、約１億円の上方修正をさせていただい

て、訂正をさせていただきたいというものでございます。 

昨日の野村議員さんとのご質問の中でも、平成３３年度に一本算定になった年に交付税の見込

み額が３７億円になる予定だというふうに何回か申し上げておりまして、それが今回３８億円と

いうふうに訂正をさせていただきたいというふうに思っております。きのう、やりとりも行いま

した非常に重要な部分の数字ですので、昨日、帰りまして課内で協議する中で間違いに気づきま

したので、今回、訂正をお願いしたいと思っております。その要因につきましては、平成２８年

度から交付税が段階的に縮減をされまして、最終的に平成３３年度に一本算定になるんですけど

も、平成３２年から平成３３年のところでは１０％分が落ちるという計算を本来しなければなら

ないところ、ここを２０％にしておりましたので、ダブルで１割分が減額措置の方向でカウント

していたということでございます。その１０％が、ちょうど約１億円に相当いたしますので、平

成３３年度の一本算定となる年の交付税見込み額は普通交付税で３７億円と申し上げておりまし

たのを３８億円にご訂正がお願いしたいというふうに思っております。 

したがいまして、きのうまでの議論で縮減が行われる直前の平成２７年度と平成３３年度の差

額を１３億円というふうに申し上げておりましたが、これが１２億円になるということでござい

ますので、大変申しわけなく思っておりますけれども、ここは正しい数字に、ひとつ置きかえを

お願いしたいというふうに思っております。 

そのことによりまして、平成３４年度の普通交付税の額も、このように変わってきたというこ

とでございますし、あわせて地方交付税の総額のところなり、一番下の合計欄が変わりまして、

その結果、１枚目の地方交付税の欄の平成３３年、平成３４年のところが特別交付税の足した額

ですけれども、歳入の合計が変わって、歳入歳出差引額が変わってくるということに連動してな

ってございますので、訂正をするところについては、黒枠で囲っておりますところですので、大

変申しわけございませんが、ご訂正のほどお願いしたいと思います。 

以上、早朝から時間を頂戴いたしまして、申しわけございませんでした。よろしくお願いいた

します。 

議  長（赤松孝一） 日程第１ 議案第３４号 平成２５年度与謝野町一般会計予算を議題といたしま

す。 

本案については、既に質疑に入っております。質疑を続行します。 

１５番、勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、議長、２回目の質問に入るわけですが、入りますまでに、せんだって

の補正予算のときに、総務課長と給与の関係について質問したんですが、全くかみ合わなかった
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ところがありまして、ちょっと資料を配付をして、これを見てもらって、ちょっともう尐し接近

しておきたいと思いますので、一つよろしくお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 了解しました。資料、お受けいたします。 

暫時休憩します。資料配付、お願いいたします。 

（休憩 午前 ９時４７分） 

（再開 午前 ９時４８分） 

議  長（赤松孝一） 休憩を閉じます。 

勢旗議員、質疑をお願いします。 

勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、総務課長に２点だけ確認をする意味で、これを見ていただいて、お願

いしたいと思っておるんですが、私がつくりましたので正確かどうかは別にしまして、大体こう

いう流れになっておるということがわかっていただけると思うんですが。まず４月１日に、新採

をしますと、この人は１級の１７号給というのに格付をされます。これは１７万２，２００円で

すね。次に、２年目になりますと４月１日かというふうに思いましたが、現在は１月１日に統一

されとるということで、この人は２年目、２８号給、１級は２８号給、１７万７，３００円に、

辞令がなります。次、３年目は３２号給、１８万４，２００円、４年目の１月１日には２級の

４号給の１９万１，２００円になります。次、ずっと上がっていきまして、２４号給まで上がり

ましたときに２２万７，３００円で、次に３級の９号給、これ２３万７，５００円に、これ給与

が上がることになっておりまして、そして、その９号給からずっと上がりましてですね、８０号

給まできたときに、これ３４万３００円ですが、４級の４３号給というのに３４万８，２００円

に上がります。 

私は、前回、このときの措置にあれがあるんではないかというふうに思ってたんですが、お尋

ねをしますのは、私は、これをわたり的な運用というのかなと思っておりましたら、わたりとい

う言葉は、もう今ないということなんで、これは総務課長のところでは、このように昇任を伴わ

ずに、いわゆる職務の級を同一給料表の上位の職務に格付をすると、このこと、あるいは、さら

に変更すると、このことをどういう呼び方をされるということになっておりますか。 

それからもう１点は、この措置がおくれたということで、これは説明を聞いたわけですが、か

なりな実損の職員があるということでね、今度の措置を考えられたときに、現給保障措置、これ

の対象者というのがあったのかどうか、この２点だけ総務課長にお尋ねします。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 勢旗議員のご質問でございます。今、このポイントは４級の４３号給という件で

ございます。基本的には、申し上げております職務職階制、いわゆる４級は今度の４月１日から

は課長を補佐するといったことが１号に書いております。それから、２号には前号の職務に相当

し、または、これらに準ずる職務、これにつきましては国家公務員でも同じなんですけども、い

わゆる困難職員という言い方をしております。そういったことで、４級の格付ということでござ

います。したがいまして、私が申しました、わたりはないということは、基本的には職務職階制

を引いております。４級にいくときには補佐の補職をするということになってまいります。ただ

し、ここに、２号にありますように、ここで、いわゆる国公でいいます困難職員といったことを
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認めておりますので、これで職務職階制の規律が守られていくというふうに考えております。 

それから、もう１点のご質問でございます。現給の保障のことですね、ちょっと現給保障のこ

とにつきましては、給与の構造改革のときがございましたね、今も現給保障については、現給保

障というのか、実施しております。いわゆる高位におる職員でございますね。それは現在もござ

います。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 国を見てみますと、ここに書いておりますように、このことを国はどういうて呼

んどるかと言いますとね、級格付という呼び方を国はされとるようなんですが、私とこの場合は

どういう呼び方になっていますか、これ、呼び方は。この運用については。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 国では、今、申されましたように級格付、級格付、古いじゃなくて、級は。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 古いじゃなしに、級の、クラスの格付になってるんですね、級は。 

総務課長（奥野 稔） ちょっと私、その点につきましては承知いたしておりませんので、申しわけあり

ません。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは予算に関して質問に入ります。まず、４６ページの、今回の人事評価シ

ステムの、これの導入の目的と役割、また、なぜ今なのかということについてお願いをいたしま

す。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 勢旗議員のご質問にお答えをいたしたいというふうに思います。総務常任委員会

の資料でも配付をさせていただいております、人事評価制度の概要及びということでさせていた

だいてます。この件につきましては、人事評価につきましては、最近の流れといたしましては全

国的に、いわゆる、まず第１点に、職員がどんどん削減していってるという中で、一人一人の能

力開発といいますか、そういったものがだんだんだんだん大切になってきているということです。

基本的にいいますと、よく言われますように、強気を伸ばし弱気を補強すると、こういった人事

の人材育成方針というものが第１点にございます。 

そうした中で、今後は人事評価、これは人事評価といいますのは、ただ卖に評価をするという

結果ではなくて、その過程に意義を見出すということでございます。そういった人事評価につき

ましても、方策がいろいろあるかと思います。そういったことを今度は委託業務ということでお

世話になって、その手続、いわゆる公平性、透明性をどのようにして確保していって、職員のや

る気を引き出すかといったことが一番のポイントであるというふうに考えております。そういっ

た意味で、今回、人事評価というものを制度的に取り入れるために検討をしてまいりたいという

のが今回の予算でございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） もともと、この人事評価が職員の間に差をつけるといいますか、そういうもので

評価をするということなら、なかなかいかがなもんかなという気がするんですが、今、課長から

お話をいろいろ聞きました。それで、組織としての業績を上げるための一つのツールだと、今、

お話を聞いた上で、そういう受けとめ方をしたんですが、それでよろしいでしょうか。 
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議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） これらは、今後、内容について、ことし１年検討してまいるもんですけども、い

わゆる組織の各セクションがございます。その中で、それぞれ課題を持っております。その課題

に立ち向かって、それぞれの職員が、どのように目標設定をしていって、それを課内での、いろ

いろコミュニケーションを通じて、いわゆる全体的にレベルアップをしていくかということでご

ざいまして、今、勢旗議員がおっしゃいましたような考えでございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） この構築につきまして、国は職員の人事評価に当たって、任用、給与、分限、そ

の他の人事管理の基礎とするために、職員が、その職務を遂行するたに当たり発揮した能力及び

上げた業績を把握した上で行われる勤務成績の評価と、このように定義をしていると思うんです

が、いわゆる委託をするという今度のシステムですね、このシステムを会社に委託されるという

ことになると思うんですが、これで本当にですね、一番よくわかっているのは、内部の町長以下、

幹部クラスだと思うんですが、そこのところで、本当に、こういうところに依存することで、こ

の目的を達することができるんかなという気がするんですけどね、その辺はどうでしょう。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 今、申されたような課題がいろいろ出てくると思います。いわゆる、みんなが納

得した人事評価制度にどうしていくかということが課題になる。今、いろいろの団体が今、人事

評価を自治体で取り入れられております。それはどこのところも完璧な、完全な制度ということ

には、やはりどうしてもなっておりません。そうした中で、今回、どのような方法で、この評価

制度を設けていくかといった、今、勢旗議員がおっしゃいましたことは、これは課題として今後、

検討していくということになるというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それと、国のほうでもですが、今回の場合もですが、いわゆる能力評価と業績評

価ということになると思うんですが、それのほかに、この人事のことについてお書きになっとる

先生の本を読みますと、情意評価というのがですね、情けの意ですね。この評価というのが必要

だと、こういう考え方を説いていらっしゃる先生がある。そこのところは課長、どう思われます

か。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 私も、いろいろとちょっと他自治体の、ちょっと深くは勉強させていただいてお

りませんけども、見ておりましたら、そういった、いわゆる心情的なもの、やる気だとか、そう

いったもの、そういったこともいわゆるどうして引き起こしていくかといったことが出てまいり

ます。そういった要素もあわせての人事評価制度の構築だというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それではですね、大体わかったんですが、今まで人事評価というのは㊙の、もう

本当に㊙の資料だったんですが、これがどういいますか、公開とは言いませんけどね、本人にフ

ィードバックされるようなことが、私は必要だと思っておりますので、そのことを含めて、この

考課ルールの基準を、やっぱりある程度決まりましたら、やっぱり全体におろしていかれるとい

うことがいいんじゃないかと思っております。そこのところはどうでしょう。 
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議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 今、勢旗議員がおっしゃいましたフィードバック、これはもう必須になってくる

んではないかなというふうに思っております。その後の公開のことにつきましては、今後、勉強

をさせていただきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、環境課長にお尋ねをします。 

２０７ページの、いわゆる戸籍の副本データ中枢システム、これが今回、出ておるわけですが、

特に大災害の場合、戸籍が復活をしにくいと、大変な、そういう状況が出たわけですけど、この

システムの概要について説明をお願いします。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） お答えをいたします。戸籍の関係で申し上げますと、ご承知のように戸籍は

戸籍法によりまして、正本と副本の二つをつくって、正本について市町村の役場のほうへ、副本

については市町村を所管する法務局のほうで保存をするというふうな形、正本が何らかのことで

失われたような場合には、その副本をもとに戸籍を新しくつくり直すというふうな制度というふ

うになっております。 

一昨年、３月の東日本大震災の関係では、宮城県と岩手県の四つの市町で実際に戸籍の正本が

津波で流出してしまったということがございました。その場合に法務局のほうで保存されていま

した磁気ディスクの副本を用いて、戸籍のほうと除籍の副本をもって、正本を再製作をしたとい

うふうなことでございます。 

今後、３０年以内に今回のような地震を上回る規模の巨大地震、東海ですとか、東单海ですと

かというふうな地震が発生する確率が非常に高いというふうなことが予想されるというふうなこ

ともございまして、正本、副本も同時になくなるというふうな危険性も当然ながら指摘をされて

きておる次第でございます。そういったふうな背景がある中で、その東日本大震災が発生するま

では、副本データについては１年に一度、所管の法務局のほうに送っていたということでありま

すけれども、それがいつ起こるかわからない自然災害ですとか、あと従来の形でしたら郵送でデ

ィスクを送っていたというふうなことでありますので、万が一の事故等も考えますと、非常に不

安だということでございます。 

今現在は、運用で年に２回、この副本データを法務局のほうに郵送しておるというふうなこと

でございますけれども、これをことし１０月をめどに、ＬＧＷＡＮという、総合行政ネットワー

クを使って全国の市町村をつなげております回線がございますけれども、そちらのほうで出生で

すとか婚姻、死亡等の戸籍に関する変更の事項を毎日、そのサーバーから取り出しまして、それ

を暗号化した上で、法務省のほうが所管します全国に２カ所設置する副本データの管理センター

のほうに転送をして、毎日、その副本を最新の内容に更新するというふうなシステムを導入する

ということになったものでございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） よくわかりました。そこでですね、１点、課長にお尋ねしますのは、この戸籍の

扱いにつきましては、私とこの場合でも、戸籍情報システムに係るデータ保護管理規則があるわ

けですね。この管理規則には、これは全く抵触はしませんか。 
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議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 今のご指摘の関係につきましては不勉強で、該当するかどうか、ちょっと確

認をさせていただけますでしょうか。後ほど、また、ご返事を差し上げたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 私は、この保護管理者の責務の中に、これは、そういった備える必要があるとい

うことがあるので、これで問題はないと思ってるんですけども、ただ、この根拠になっている、

このシステムの根拠になっているというのは、法律というのはあるんでしょうか。このこういっ

たネットワークをですね、つなぐということが、これ法律的にあるのかどうかだけ、また、これ

調べておいてくださいよ。調べといてください。今でなくてもよろしいで。 

それでは、もう１点、課長にお尋ねします。今年度の予算には出ていない、ちょっと私、全く

わからないですけれども、高齢者の分別の手引きですか、何かができるというのは、１０万円だ

か、予算が、課長、何かありましたね。これに絡めてちょっとお尋ねするんですが、いわゆる

４月１日から、この日本の国内にあります、この携帯電話、あるいはパソコンなんかも含めて、

都市鉱山の開発をせないかんということで、小型家電のリサイクルが４月１日から始まるわけで

すが、これについては、本町の場合はどういう扱いになっておりますか。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） その小型家電のリサイクルの形を採用すべく、今、検討しております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 課長、もうこれ既に、新聞でばんばん広告も出ておるわけですし、４月１日から

というのは全国周知されとる、テレビもやっておりますしね。ぜひですね、後からということな

ら後からでいいんですが、十分その辺を説明をしていただかないかんなというふうに思っており

ますんで、一つよろしくお願いします。 

それから、分別の、いわゆる手引きのようなものを今度つくられると、１０万円ですか、予算

組んでありますね。これはどの程度のもの、高齢者だけということになっておるんでしょうか。

そこのところをお願いします。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） このことにつきましては、去年から福祉課の包括支援センターのほうと連携

をする中で、特に独居の高齢者の方につきましては、今現在あります、ごみの分別大辞典ですと

か、あとポスター形式になった一覧表がございますけれども、それが、なかなかわかりにくいと

いうふうなことでございまして、いろいろなことを図説をする中で、それほど大きな冊子といい

ますか、多分見ていただけないだろうというふうなことの中で、見ればすぐおわかりいただける

ような、ちょっとしたパンフレットを考えさせていただいたらどうかなということで、今、ヘル

パーさんとかいった方のご意見なんかも伺いする中で、見ればすぐおわかりいただけるようなパ

ンフレットを作成をさせていただこうかなということでございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 課長、せっかくそういった、今、待っている方がたくさんあるんですから、ぜひ

一日も早くそういったものが高齢者の手元に届くように、一つお願いをしたいと思っております。 

それでは、次に建設課長に１点だけ質問します。地籍調査につきましては、もう申し上げるま
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でもなく、再三お願いをしておるわけですが、せんだっての委員会で課長からお聞きしましたの

は、桑飼地区は、私は大体終わるんではないかと思ったんですが、まだ、見通しがつかないと、

こういうふうにお伺いしましたので、特にお願いをしときますのはですね、やっぱり地元に一遍

出向いていただいて、今、どういう状況にあるんかなと、こうこうこういうことで予定よりもお

くれているんだという話を、非常にしにくいかもわかりませんが、ぜひひとつ地元に、そういっ

たことをご協力、大変な協力をいただいたわけですので、できるだけ早くそういう機会をつくっ

ていただきたいと、このように思っておりますが、どうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） 今、おっしゃいましたように、今、地籍調査の関係が、なかなか思っておるよう

に進まないというふうな状況でございまして、地元の方にはご迷惑をおかけしとるというふうに

思っております。 

我々も、全然、地元のほうにも出向いてないというふうなことではなくて、今現在も既に、例

えば明石の庄ケ崎のほうの部分につきましては、今、疑義のある部分につきまして、地元のほう

も出ていただいて、くい打ちをさせていただいておるというふうな状況でございます。今、議員

おっしゃいましたように確かにおくれておるというふうなこともございますので、その点につき

ましては、どういった周知の仕方をしていったらよいのかというふうなこともございますので、

また、地元の区長さんのほうと相談をさせていただいて、周知ができる部分につきましては、周

知をさせていただきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） きょうまでおくれている要因がいろいろあるわけですが、ここに来まして、いわ

ゆる国土地理院との関係で、これがおくれているというお話を若干聞きましたので、ぜひそうな

らですね、そのことをきちっと地元にフィードバックしていくということが必要ではないかと思

っているのでよろしくお願いをします。 

次に、農林課長にお尋ねをします。きのうも京都府森と緑の公社の解散についてのお話が、質

疑がございました。本町の対象森林は、課長の答弁では６カ所で２１．５ヘクタール、こういう

説明でしたがですね、この２１．５ヘクタールの中で、いわゆる将来、収益が上がると見込める

ところと、それから、もうこれは環境林として残しておかないかんのだというとこがあるという

お話でございましたが、その割合と、どこというのは申しませんで、割合として課長は、ここは

今、６カ所、府公造林のところでですね、こういう割合になるんではないかな、これが大体わか

っておりましたら、お願いします。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをしたいと思います。環境林として、今後、残すかどうかというあたりは、

採算が合うかどうかというところが判断の基準になるというふうに思っておりますが、その判断

につきましては、京都府なり公社のほうでされる内容でありまして、私どものほうで、この山林

が不採算になるとか、ならないとかという判断は、現在のところはしていないということでござ

います。ただ、大体、植栽をして最高でも、現在３８年ということですので、いわゆる伐採の時

期から見て、採算はちょっととりにくいんではないかというような見方をしておるということで

ございます。 
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議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 町行造林の関係は農林課長の所管ですか。そうですか。今年、１８万円が委託料

としてですね、計上、予算化をされていますが、この施業は、どんな内容になっておるのかとい

うことだけお願いします。１９０ページですね。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えいたします。この町行造林ではなくて、町有林でございまして、これは岩

滝にあります板列の山林ということで、平成２５年度につきましては、雪起こしと下刈りをさせ

ていただくという予定になっております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、これは総務課の担当になるかと思いますが、現在、町の森林財産とい

うのが幾らかあるわけですけれども、その中でこれを見てみますと、分収林が、６１万

３，１５６平米が分収林だというふうに記載をされております。この中には、今までのお話を聞

いたところでは、森と緑の公社の分というのはないんではないかと思っておりますので、この分

収林というのは、これは旧森林開発公団ですね、こことの契約の分なのかどうかだけ、ちょっと

お尋ねをしておきます。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） すみません。私へのご質問ですけど、農林課長からお願いしたいというふうに思

っております。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをしたいと思います。分収林につきましては、町のほうで現在、分収林と

して判断をしておりますのは、合併記念林と、町行造林、学校林、この三つがございます。その

ほかとしましては、公社造林が一番多いということで、公社造林じゃなしに水源林ですね、昔で

いわれます公団造林ということで、この部分が１，４７８ヘクタールほどあるということになっ

ております。それが一番大きな分収林の面積だというふうに判断をしております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 課長、１点ね、おっしゃってますけどね、課長、今おっしゃった１，４７８ヘク

タールというのは、これは町全体のという意味ではありませんか。町の財産としてですね、町の

財産目録に載っている分を、私は申し上げとるんですけどね。それはわかりませんか。わからな

ければ結構ですけど。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えします。ちょっと決算書を持ってきておりませんので、ちょっと数字的に

はわかりませんが、町全体としては、先ほど申し上げた面積でカウントをしておるということで

す。それで、水源林につきましては旧加悦町と、それから野田川町とありまして、岩滝地域には

ないということです。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、農林課長にもう尐しお尋ねしたいんですが、この農林分野森林資源活

用事業５００万円ですね、これは平成２３年度で実施をされました、いわゆる伐採木等利活用事

業、これの関連について、お願いをしたいということと。それから、この事業の内訳ですね、
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５００万円、そこのところをもう尐し詳しくお願いできませんか。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えいたします。ページでいきますと１６０ページで、雇用対策費の関係だと

いうふうに思っております。これにつきましては、雇用対策ということで農林と福祉と保健が重

点分野ということになってまして、そこに、中心に雇用対策の予算で雇用をしていくということ

になっております。それで、この５００万円につきまして３名の作業員さんを雇用させていただ

いて、今まで町のほうの予算でやっておりました緩衝帯の整備だとか、あるいは林道の清掃だと

か、そういった作業をやっていただくということで、今年度、予算化をさせていただいたという

ことでございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、平成２３年度で実施をされた、この調査事業とは全く関係がないと、

そういう理解でよろしいですか。一つ、せっかくこの平成２３年度に、これも１００万円か

２００万円かかかって、この調査をやられたんですから、そのことが後につなげるように、ぜひ

とも私は、これは今後の中で考えていただく必要があるんではないかなというふうに思っており

ます。 

それでは、農林課長に、このひまわりの関係でお尋ねをしますが、現在、桜内地区ということ

になっておるんですけれども、既にひまわりに関しまして試算表というのは、農林課のほうでは

つくられておるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをいたします。ちょっと質問の趣旨がよくわからないのですが、土地を提

供された方の試算になるのか、委託を受けられた金屋滝の中山間の振興会がやられる作業に対し

ての試算になるのか、その辺がちょっとよくわからないのです。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 振興会でよろしいですよ。 

農林課長（永島洋視） 振興会のほうにつきましては、試算というよりも作業を委託をするということに

なってますので、その点につきましては、商工観光課のほうから作業料金の調整をさせていただ

いておるということでございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、農林課長に、もう１点だけ確認しとくんですが、ひまわりをつくられ

る前後につくられる作物というのがあるわけですが、当然、交付金の関係があって、それはどう

いう計画になっておりますか。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをします。まだ、はっきり決まってはいないというふうに思っております

が、ただ、ひまわりだけで、あの地域を集客をしていくということではなくて、観光施設とか、

そういう物販施設、集中しておりますので、一つの集客ゾーンとして、今後、考えていきたいと

いうことで、滝金屋の中山間振興会の中では、レンゲを、まずまいて、その後にひまわりを持っ

てくると、そして、ひまわり収穫後に、そばの花を咲かせるという、そういうサイクルでできな

いかということで、現在、研究をされておるということだというふうに聞いております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 
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１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、もう１点だけ農林課長にお尋ねして終わりたいと思っておるんですが、

このひまわりの栽培に当たりまして、聞くところによりますと、商工会と地元は契約をされると、

こういうふうにお聞きしとるんですが、そういう理解でよろしいんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えいたします。商工会と契約をするということにつきましては、ないという

ふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） せっかく、あそこに５ヘクタールほどの、一つの、非常に見やすいところにでき

るわけですので、ぜひとも年間を通じて、そのことが大きく地域に寄与するように、指導をお願

いをしたいと、このように思っております。終わります。 

議  長（赤松孝一） ４番、杉上議員。 

４  番（杉上忠義） それでは、当初予算につきまして、２回目の質問をいたします。昨日、夜ですけ

ども、与謝野町防犯推進協議会の会議に出席いたしまして、５％カットの予算案を実感してまい

りました。実に総務課の職員さんが上手に予算編成していただきまして、言いようがありません

でして、何より安心・安全なまちづくりに取り組んでいくということが確認できたことがよかっ

たというふうに思っております。そこで、安心・安全のまちづくりで、これもきのうのＮＨＫの

朝のニュースでやってました、建設課長にお尋ねいたします。 

市町村におきまして、予算がないんで橋の改修工事がなかなか進まないということで、舞鶴市

が取り上げられておりました。舞鶴市は、いよいよ予算がないことから、橋の集約化に向かって

進んでいくというふうに報じられたところでございます。本町におきましては、長期間の計画を

立てて、その計画に沿って橋の改修は進められるというふうに思っているところですけども、本

年度の計画がどうなっているか、お尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。この今の橋梁の長寿命化の関係についてでございます。今、

与謝野町の部分につきましては、平成２５年度から実施設計を行いまして、本格的に平成２６年

度から工事のほうを実施させていただきたいというふうに思っております。この平成２４年度で

計画策定が終わっているというふうな段階でございまして、全体で、いうたら今のずっと、いわ

ゆるライフサイクルコストの部分をやっていこうと思いますと、年間に大体７，０００万円ぐら

いの工事の発注をしていかないと、この橋梁の、尐なくとも健全なライフサイクルができないと

いうふうなことになっているようでございます。これが、今の３月２８日ぐらいに最終的に、う

ちのほうが検査をさせていただいて、その業務のこと、最終の検査をさせていただこうと思って

おりますので、そのことによって、初めて何年のサイクルだというふうなことが出てくるだろう

というふうに思っております。 

今、舞鶴市さんの例が出ました。舞鶴市さんの部分は、大変たくさんの橋があるというふうな

ことで、何十年のサイクルをやっていっても、多分、それでは追いつかないというふうな状況に

なっとるんだろうなというふうに思っておりまして、そのことによって、将来的に橋の統合だと

か、そういうことが出てきとるんかなというふうに私は思っております。 

本町の場合、今後、今の、先ほど言いましたようなサイクルでやっていく段階において、いわ
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ゆる財源の部分が当然、出てまいりますので、今は、社会資本整備総合交付金という交付金事業

をもって、そういった橋の修繕の工事をやらせていただこうというふうに思っておりますが、そ

れが今の財政サイドのほうと、どういった計画と実施と、いわゆるその部分の、予算の部分を図

れるのかなというふうなことが、今後、企画財政課のほうと十分調整をさせていただきたいとい

うふうに思っております。今後は、今の、そういうことに向けて、我々としては努力をさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） わかりました。安心・安全のために最優先で取り組んでいただきたいというふう

に思います。 

次は、当初予算の資料で为要事業というのが上げてあります。この中で、特に私、注目したい

のは、第３回全国女性町長サミットの与謝野町開催、丹後建国１３００年事業、そして府北部

５市２町が取り組みます海の京都観光推進事業、これらの事業を通じましてですね、基本計画に

載っております観光客８０万人を目指しまして、この事業を実施することによりまして観光客、

あるいは交流人口を飛躍的に増加させることが大変重要だというふうに思っているところでござ

います。 

そこで、１点目の全国女性町長サミットについてお尋ねしたいと思います、町長に。本日の朝

刉にも、京都府の人事異動ですね、女性の管理職が１０％を超えるというような報道もされてお

りました。この実行委員会につきまして、町長のお考えがあると思うんですけども、私は、その

女子、最近女子力とか女子旅とか、女子会とかいろいろマスコミが取り上げておるところでござ

いますから、女性職員を中心にですね、実行委員会を立ち上げられてはどうかというふうに思い

ますけども、町長の構想はいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） お尋ねの件ですけれども、既に女性の職員を中心ではなくて、与謝野町に在住し

ておられる女性の方たちを中心に、もう既に実行委員会を立ち上げております。新年度に入りま

したら、いよいよそれらが始動して、どういう形のサミットをつくり上げていくか、また、その

中で女性の方や、また、与謝野町のよさをどうアピールしていくか、いろんなお知恵をかりて進

めていきたいと思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 飛躍的に交流人口を増加、あるいは与謝野町を全国にアピールをしていただきた

いというふうに期待しておきたいと思います。 

二つ目の井田議員からも指摘がありました丹後建国１３００年記念事業で、これで問題になる

のはですね、このチラシの旅行为催というところが問題に、産業建設常任委員会でもなりました。

ここが与謝野町に京都府知事登録国内旅行業とかあるわけですね、これがないために、与謝野町

としては、こうした、この誘客と参加の募集の、こうしたＰＲがなかなかできないんではないか

というふうに心配されております。ここの対策をどうするかというのが、非常に重要だというふ

うに思うんですけども、企画財政課のほうで、何か妙案といいますか、対応策があるんでしょう

か。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 
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企画財政課長（浪江 学） 私にお尋ねですけれども、商工観光課長のほうからお答えをさせていただき

ます。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 私のほうからお答えをさせていただきます。先般の丹後建国１３００年事業

の京丹後市のチラシの中に旅行業の登録の部分がございました。これにつきましては、京丹後市

のほう、また舞鶴市、宮津市は天橋立ですか、そちらのほうで旅行業の許可をとっておられます。

これにつきましては、旅行商品を、いわゆるツアーをつくるというような部分でございますけれ

ども、これには１種、２種、３種とございまして、近隣は３種を取っておられます。与謝野町の

観光協会では、まだまだ３種を取るまでの域には至っていないということでございまして、そこ

の部分では旅行商品がつくれないということではございます。その中では、旅行業がなくても今、

旅行商品がつくれるような部分で、課のほうで今、調査をといいますか、研究をしておりまして、

今後は旅行業等には資産といいますか、そういう部分もございますので、それがなくても旅行業

の資格というんでしょうか、資格取得ではなくてツアーが組めるような仕組みを研究を、今して

おりまして、そういう部分ではちょっと与謝野町では旅行業としては取得できていないというこ

とでございます。よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 絶好の機会なんで、何か工夫いたしまして、こうした商品がつくれるようにお願

いしたいんですけども。例えば、旅のかわら版というのが出てまして、丹後ちりめんの町与謝野

と天橋立を結ぶ、丹後海陸が持っておられます昭和レトロのボンネットバスを走らすという企画

ができているんですけども、残念ながら、これ天橋立観光協会が社団法人になってまして、ここ

が企画して、全て仕切られるわけなんで、その加悦のちりめん街道が、何ら、その企画に参加す

ることができないという事態になっております。何とか早急に対応策を押し出さないと、せっか

くの機会が、なかなか与謝野町の利益にならないという事態になっております。再度答弁を求め

たいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。その部分は、連携を今後とっていきながら、与謝野町へ来て

いただける場合のおもてなしなり、受け皿なり、体験なり、観光なりを取り組んでいきたいと思

っておりますので、よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） それでは、そこをお願いいたしまして、３点目の海の京都構想でございます。私

の一般質問で、町長も昨日の商工会でありました、まちづくり景観セミナーのＰＲを強力にして

いただきました。おかげと言いますか、熱心に昨日、勉強されました様子を聞かせていただきま

した。大いに盛り上がりもあるんですけども、また、心配が出てまいりまして、やはりこれも新

聞報道でございました天橋立、舞鶴市、伊根町、京丹後市、海というのでイメージが結びつくん

ですけども、そこへ来て、天橋立と伊根の舟屋群が、フランスの、ご存じのミシュランの出版す

る、発音が悪いですけど、山添さん笑っておられますけど、二つ星になりまして、大いに注目さ

れとるわけでございます。 

どうしても、海のイメージからいくとミシュランに取り上げられる機会が与謝野町は尐ないと
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思うんです。心配ばかりなんですけども、どうしても今の状況でいきますと、かなり海のある町

にリードされてますんで、この対応策が非常に重要だと思うんですけども、この体制づくりです

ね、商工観光課のほうで、どういう体制で臨むか、お聞かせ願いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。確かに海の京都ということで舞鶴、宮津、伊根というような

形です。それに加えて、今回、丹キャンからエリアが広がりまして福知山、綾部も入りまして、

非常に海との絡みでは、尐し疑問もあるところですけれども、仕掛けとしましては、大江山から

野田川が流れて海に注ぐというようなイメージなり、そういうコンセプトを持ちながら、天橋立

に来られて、尐し足を伸ばしたら、こんな癒やしの場所があるというようなイメージを尐し、私

は思っておるんですけども、そういう中ではちりめん街道であったり、いろいろな織物の体験で

したり、農業の体験でしたり、そういう部分で、昨日もお話させていただきましたが、広域的な

部分で連携をしながら、人のつながりで頑張っていけたらというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） わかりました。山と川と海のある町、これいいですね、これでコンセプトがいけ

ると思うんですけど。そこで、産業として重要なのは丹後ちりめんの与謝野町の出荷額が３０億

円、農産物が農協を通じまして１４億円ですね、約１４億円で、観光でいきますと、何度か繰り

返すんですけども、一人当たりの消費額が７８８円、目標の８０万人に達したとしても６億

４，０００万円ぐらいの産業しかならないという、ここが非常につらいとこでございまして、何

とか、この一人当たりの消費額を増加させる仕掛けといいますか、仕組みが今、非常に必要では

ないかというふうに思っております。 

ちなみに海の漁業者の生産金額が、漁獲が３６億９，２００万円、養殖によりまして７億

２，９００万円、平成２２年度の京都府の海の漁業者の生産額が４３億２，１００万円あります。

こういうことを考えますと、この観光産業として非常に金額的には弱いんですけども、何とか、

ここは知恵を出しまして、訪れた人にお金を使っていただく仕組みづくりが急がれると思うんで

すけども、商工観光課の対応策をお尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。議員さんご指摘のとおりでございまして、平成２４年度も一

生懸命お金を使っていただける仕組みというのを考えておりましたけれども、日帰りで来られる

方が大変ふえてきておりまして、その中ではなかなか、与謝野町へ来ていただいて、そのままお

帰りいただくというようなケースが多いかと思っておりますけれども、まずは、そしたら尐し食

事をとってもらったり、尐し上げていただいて、宿泊施設が尐ないんですけれども、そしたら、

１泊していただいての何か体験だったり、仕掛けだったり、そこから京丹後へだったり、舞鶴へ

だったり、豊岡だったり、城崎だったりという、そこから広がりをというようなイメージかなと

思っておりまして、徐々に町内の施設であったり、宿泊施設であったり、そこの連携をとってい

きたいというふうに思っておりまして、平成２５年度では、そういった連携の取り組みを進めて

いきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 何とか仕組みをつくっていきたいというふうに思います。そこで、次は、企画財
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政課長にお尋ねいたします。どうしても観光客の誘客にとっては、なくてはならない交通機関、

北近畿タンゴ鉄道についてお尋ねいたします。丹後はですね、陸の孤島にならないためにも、ど

うしても守らなければならない交通機関だというふうに思っております。本年度も近畿タンゴ鉄

道利用促進対策事業補助金につきまして５，０００万円超の予算が組まれております。報道等に

よりますと、この補助金を京都府からじゃなくて、直接、市や町が北近畿タンゴ鉄道に補助する

という仕組みに変わるというふうに聞いております。この仕組みが変わることによりまして、ど

ういう影響と効果があるというふうにお考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。今、議員ご指摘の件は、ＫＴＲの経営支援といたしまし

て、関係します市町、それに京都府、豊岡市、兵庫県、これらが一緒になりまして、従来は京都

府が設置しております経営対策基金に各関連団体が、赤字補塡に相当する額を負担して、それを

京都府からＫＴＲのほうに支援をさせていただいて継続をしてきたということでございます。そ

れが、今、議員、言われましたように、各市町から直接ＫＴＲに補助をさせていただくという、

そういう形態に変えていこうということで、平成２４年度の経営対策基金への拠出から直接、Ｋ

ＴＲに支援させていただく補助金方式に改めをさせていただいたということでございます。 

これにつきましては、京都府に設置しております基金と言いましても、各市町が、そうして基

金に拠出をした同額を、その年度にＫＴＲに出して、基金としては残金がない状態でずっときて

いたというのが現実でございます。したがって、基金の貸与、現実としては、なしてないという

こともあり、それから、各自治体がＫＴＲに直接、補助をさせていただくということによって、

その支援の目的なり、それから対象経費なり、こういったものが明確になってまいりますので、

一定、より説明責任が果たさせていただけるような形にもなるということから、関連自治体と京

都府等でご相談をさせていただきまして、平成２４年度から、そのような形に変更をさせていた

だきましたので、拠出金という科目から補助金という科目に改めさせていただいて、平成２５年

度の当初予算も計上させていただいているということでございます。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） そうしますと、市町村の役割が重要になってくると思うんですけども、本社の機

能が福知山駅から宮津駅に、もう大半の機能が移されたというふうに聞いております。京都府、

あるいは兵庫県ですね、兵庫県はなかなか難しいというふうに報道されているんですけども、そ

の兵庫県の支援体制の問題は解決したんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。兵庫県は京都府とは、また、違うお考えの部分もござい

まして、まだ、並行して京都府と兵庫県とが協議をしていただいている段階ということでござい

まして、私どもと同じような形で、兵庫県も今、進められているということではない状況が今の

ところは続いているということでございます。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） この観光パンフなんかで盛んにＰＲをされております北近畿タンゴ鉄道新観光車

両を４月から運行しますというふうにＰＲがされているところでございます。期待も高まってい

るところでございますけども、本町におきまして、ＫＴＲの高齢者の片道２００円レールの実績
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をいただきました。３カ月で約１，０００人の方が利用されているというふうになっております。

利用、平成２６年３月３１日までの予定でございまして、もう尐し実施期間がございます。こう

いった点をあわせましてですね、利用促進、あるいは愛称募集の件につきまして、この２点をお

尋ねしておきたいというふうに思います。利用の促進と愛称募集の状況ですね。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。今、ご紹介いただきましたように、ＫＴＲの２００円レ

ール、いわゆる６５歳以上の高齢者の方々については、２００円、片道払っていただきますと、

ＫＴＲにご乗車いただけるという制度につきましては、昨年１０月から始めまして一旦、今月末

の３月３１日までというふうにいたしておりますけれども、平成２５年度の当初予算にも予算計

上させていただいておりますので、本議会で予算がご承認いただけましたら、平成２５年度も引

き続きＫＴＲの２００円レールを継続をしていきたいというふうに考えております。現在のとこ

ろ利用者は、当町分で約１，０００人ということでございますし、特に宮津市さんあたりも予算

を上回るご利用があったというようなこともございまして、一定功を奏しているというふうに私

どもも思っておりますので、これからもぜひご利用がいただきたいというふうに考えております。

また、今、議員が言われましたように、４月１４日からデザイン車両として観光に特化いたしま

す丹後あかまつ号、丹後あおまつ号が運行開始をいたします。それまでに試乗会なども設けられ

ますので、間もなく広報をして試乗もしていただけるような段取りも今、進めております。 

これらのことによってＫＴＲ、これはＫＴＲと言わずにタンゴ鉄道というふうに呼びなさいと

いうふうにも言われています。丹後のＰＲのために、ＫＴＲではわかりづらいところがあるので、

タンゴ鉄道というふうに言うべきだというご議論もありますので、あえて、そのように呼ばせて

いただきますが、観光に特化して誘客を進めていくという視点で、また、地域の方々も愛着を持

って乗っていただけるという思いで、このようなデザイン車両も走らせ、さらに利用促進を図っ

ていきたいというふうに考えておりますので、いろいろとご協力が、お願いを申し上げたいと思

っております。 

それから、愛称募集につきましては、一旦、締め切らせていただきまして、５７件のご応募を

いただきました。そのうち町外からのご応募が８件ございましたので、規定いたしております町

内の方に限るという部分では４９件の愛称をいただきました。この愛称につきましては、ただい

ま内部で検討を進めさせていただいておるところでございまして、最終的にはＫＴＲの取締役会

で決定をしていただいて、その愛称を、例えば駅の、野田川駅のリニューアル看板に使わせてい

ただくとか、あるいは、いろんなところが刉行物を出します。それについての野田川駅に愛称を

冠ふってイメージが伝わりやすいようにさせていただいたりというようなことで、活用を図って

いきたいというふうに考えております。ただいまのところ、どのような愛称にするかは検討中と

いうことでございます。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） わかりました。この今、言いました三つの大きな事業、あるいはＫＴＲの促進事

業を通じまして、与謝野町のイメージアップを図り、多くの人に訪れていただいて、多くの消費

をしてもらうような仕組みづくりに奮闘していきたいというふうに思います。 

以上で、２回目の質問を終わります。ありがとうございました。 
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議  長（赤松孝一） ありがとうございました。 

それでは、ここで１１時１０分まで休憩をさせていただきます。 

（休憩 午前１０時５５分） 

（再開 午前１１時１０分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたしますが、冒頭に朝倉住民環境課長

のほうより、先ほどの勢旗議員の質疑に対します答弁漏れがあるということでございますので、

お受けいたします。 

朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 貴重なお時間をいただきまして申しわけございません。先ほど勢旗議員のほ

うから戸籍の関係で、管理規則の改正が行われたかどうかということと、ネットワークを利用し

た今回の措置について法的な根拠といいますか、規定の整理ができておるかというふうなご質問

でございます。調べましたので、その結果を報告させていただきます。 

ご指摘いただいておりますとおり、戸籍の管理規定につきましては、ことし２月１４日付で一

部改正をされておるということでございます。その改正の中で、市町村の専用装置でＬＧＷＡＮ

のネットワークを使った副本データの送信について必要な規定の整理がされておるということで

ございますので、よろしくお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） ２番、和田議員。 

２  番（和田裕之） それでは、平成２５年度当初予算について、２回目の質問をさせていただきます。

よろしくお願いします。 

まず１件目ですが、農林課長にお伺いをしたいと思います。本定例会でいただいた政策等形成

過程の説明資料にもあります与謝野町公共建築物等における地域産木材利用促進に関する基本方

針、これについてお伺いをしたいと思います。この基本方針はですね、公共建築物等における木

材利用の促進に関する法律ですね、これが平成２２年５月に施行され、京都府でも基本方針が策

定をされ、それに則した形で与謝野町で実施する公共建築物等の整備に当たっては、積極的に地

域産木材の利用ですね、これを促進するということを目的としたものであります。 

まず、当町での、この基本方針、これを作成された背景、経過についてお伺いをしたいと思い

ます。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをします。議員さんが今おっしゃいましたように、公共建築物等における

木材の利用の促進に関する法律という法律が定められまして、この中で、地方自治体でも木材の

公共建築物に対して木材を使用していくと、それを促進していくという、そういう努力規定が設

けられたということでございます。それで、京都府におきましては、平成２３年度に、この法律

に基づきまして、基本方針が定められたということでして、現在、京都府の方針に則した形で、

府下の市町村で同じような基本方針が策定をされておるということです。この管内で言いまして

も、京丹後市が昨年２４年１２月に策定をされておりますし、それから伊根町、宮津市さんも含

めて、同じ平成２５年４月１日から施行をされるということで聞いております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） ありがとうございます。課長おっしゃいました地方公共団体ですね、これに対し
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ても努力義務ということが課せられるということになったわけです。これは林野庁のほうですね、

新林業再生プランというのを示されまして、これで１０年後の木材自給率５０％ということを目

標として定められたというふうに聞いております。 

ご承知のとおり、日本の国土は約７割ですか。これが森林であり、この割合ですね、先進国で

いいますと、フィンランドに継いで２番目に高いということであります。日本は世界有数の森林

国でもあります。日本の森林面積ですね、これの約４割ですね、これが植林をされた人工林とい

うことでありまして、現在、建築材料として为に使われているのは日本の代表的な樹種であるス

ギ、ヒノキといった針葉樹ですね、これを中心に１０種類というふうに言われております。人工

林もほとんどがスギやヒノキということで、樹木の年齢別に見るとですね、本格的に利用できる

のが４５年以上の森林と言われており、これが４割を占めており、１０年後には、さらに６割ま

で達するという、こういう見込みだというふうに言われております。しかし、日本は有数の木材

の輸入国でもあり、木材の自給率ですね、これは約３割というふうになっております。要するに

木材の７割を輸入に頼っているというのが現状であります。 

かつて、石油やガスの登場によって木材、これのエネルギー源としての役割を果たさなくなっ

た後もですね、建築材料として活用されてきました。そのころの木材自給率は９割以上あったと

いうふうに言われておりますが、外材の需要が高まり、木材自給率が急速に下降をしていったと

いうのが状況であります。ここ与謝野町は、森林面積というのは８，１５６ヘクタールあり、総

面積の７６％ですか、スギ、ヒノキを中心に、人工林のほうは２，８４３ヘクタールあるわけで

す。森林面積の３５％を占めており、水源涵養、災害防止、こういった町民の暮らしとも深く結

びついています。 

次の質問なんですけれども、この地域産木材の利用による効果ですね、これについて課長の見

解をお聞きをしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えします。この地域の木材を利用することによって、産業としての林業が、

経営体が育成されていくということになれば一番いいというふうに思っておるわけですが、この

方針に基づいて、公共建築物が地域産の木材で、一定使われるということになったとしましても、

なかなか産業として成り立つまでには至らないんではないかというふうに思っております。 

ただ、公共建築物に地元の木材を積極的に使うということによりまして、やはり森林の持つ意

味合いを町民の皆さんに改めて認識をしていただくという意味だったりとか、地元のふるさとの

山を有効に活用していくという、そういう意識を植えつけていくという、そういう効果はあるん

ではないかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） 林業の再生を通じた森林の適正な整備は地域経済の活性化、雇用の創出という面

でも期待できるんじゃないかというふうに思っております。長年にわたる木材価格の低迷等はで

すね、担い手不足などで林業生産活動は停滞をしてきております。荒廃した森は山崩れが起こり

やすくなるだけでなく、二酸化炭素の吸収能力も低下をします。輸入に頼らず地域産木材を使用

することは森の手入れにもつながり、洪水や土砂災害の防止、さらには二酸化炭素を減らすこと

からも大変重要であり、また、地域経済の活性化、雇用も期待できるというふうに考えておりま
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す。さらにはですね、地球温暖化防止への貢献やコンクリート社会から木の社会への転換を実現

するための木材利用の拡大という、こういう目的もあり卖に木材自給率を狙うだけの取り組みで

はないというふうに、私は考えております。 

そこで、次の質問ですが、平成２５年度予算、この中には、この地域産木材を利用した具体的

な取り組みがされているのか、これは農林課長にお伺いをしたいと思います。また、教育委員会

のほうには、明石公民館ですね、これの建設については、どのように考えられているのか、この

点についてお聞きをしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをします。平成２５年度の予算の中で、この基本方針に基づいた具体的な、

その地域産木材の活用が図られておるかどうかということだというふうに思いますが、現在のと

ころ農林課としては、そういう施設については把握をしていないというふうに思っております。 

過日、この計画を、まちづくり本部会の中でも協議をさせていただきまして、その際にお願い

をしておりましたのは、今後、こういった事例が出てくる場合は、農林課のほうと協議をさせて

くださいということでお願いをしておるということですが、平成２５年度については、そういう

協議が今のところは、まだないということなので、そういう予定をしておる施設はないだろうと

いうことでございます。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えいたします。明石公民館につきましては、この平成２５年度予算にお

きまして造成工事と実施設計に入らせていただく予定にしております。明石地区の要望の上に立

っておりますので、実施設計に当たりましては、そうした木材利用も考えないのか、検討はさせ

ていただきたいなというふうには思いますが、やはり地元負担というのが３分の１いただくとい

うようなこともございますので、全体の事業費を考えながら地元とは調整をさせていただきたい

なというふうには思っています。ただ、それは一応念頭に置いて検討はさせていただきたいなと

いうふうには考えております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） ありがとうございます。ぜひとも検討、そして、この共有という面では各課でし

ていただきたいなというふうに思います。 

次に、当町の基本方針では内装の木質化ですね、内装に使うという意味ですね、これは与謝野

町が整備をする施設を可能な限り、木造整備を進めるというふうに書かれております。例えば、

加悦中学校なんかでも内装の木質化という点ですね、これについては可能だというふうに思って

いますけれども、その点についてはいかがお考えでしょうか。よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 和田教育次長。 

教育次長（和田 茂） お答えをいたします。加悦中学校の校舎の内装の木質化というお尋ねだというふ

うに思います。実施設計を平成２５年度で加悦中学校も予定をいたしております。当然、基本設

計の段階で、できるだけ内装も木質といいますか、木を使った構造になるようにというふうなお

願いはいたしておりますけども、先ほど明石の公民館でもございましたように、事業費との絡み

等ございますので、その辺は、また、実施設計の段階で設計者ともども、また、検討委員会とも

話をする中で、極力、木質化ができるような方向では検討したいと思いますけども、いずれにい
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たしましても、事業費がかさむようであれば、それも一定考え直さなければならないというふう

に考えておりますので、その辺はご了解がいただきたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） 事業費の関係もあると思いますが、積極的に検討していただきたいと思います。

樹木はですね、伐採されて木材ですね、これに加工された後も炭素を木材の中に蓄えております。

木材を活用することは、第二の森林をつくることと同じ働きが期待されるという面もあります。

町の公共施設に地域産木材を利用して積極的な取り組みをしていただいて、その効果、これを発

信していただけるようにお願いをしたいと思います。 

次に、質問をかえさせていただきます。予算書の７２ページにあります有線テレビ事業、これ

について加悦地域振興課長にお伺いをしたいと思います。まず、有線テレビ、インターネット事

業に通信料の２，３００万円、これが計上されております。これは前年度２４年度と比較します

と５１０万円程度ですか、ふえておりますが、この点について、通信料がふえた理由についてお

願いをしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） 質問にお答えいたします。本年度予算で、昨年度に比べまして、約

５１０万円の増額を計上させていただいております。これはインターネット回線の増強というこ

とでございまして、これまで１００メガ帯域保証型を３本といいますか、を利用しておりました。

平成２５年度からは、もう１００メガの専用線を１本追加させていただきまして、１００メガ帯

域を４本でインターネットの運用をさせていただきたいということで増強というか、追加をして

おります。理由につきましては、最近のインターネットの利用がかなりふえております。また、

利用者の方も大変多くなっておりますけども、その利用内容が、従来でしたらホームページの閲

覧だけだったのが、最近は動画、特にいろんな動画がたくさん出てくるのと、それからテレビな

んかにも、インターネットがつなぐことができるということもあります。また、ごく最近ではス

マートフォン、タブレット型端末とか、いろいろな通信機器というか、インターネットの要素が

ふえてきております。これらもＷｉＦｉでＫＹＴネットを利用しても、インターネットが利用で

きるというふうな状況になっておりまして、大変回線が混み合っております。 

これまででしたら、１０年前でしたら１００メガ１本で町内全域がカバーできましたのが、も

う最近では３本ふやしましても、特に利用期間が集中いたします夜、午後９時ごろから真夜中

１２時、１時ごろにかけてが一番回線が混み合って、通信の速度がダウンするということが起こ

っております。それに対して１．３倍の道幅を広げるということで対処をしていきたいというこ

とで、今回、増強をさせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） 大変詳しく説明をしていただきました。私が質問したいことを全部答えていただ

いたんで、質問することがちょっとないかなと思ってます。先ほどおっしゃいましたように、回

線速度が遅いということで、特に２月ごろからクレームがあるということでお聞きをいたしてお

ります。本年２月１日からグローバルＩＰもあるとは思うんですが、それ以前に、さっき言った

通信環境の変化ですね、これが大きくかかわっているのかなというふうに思っております。今現

在、クレームというのはかなりあるもんなのか、その点についてお聞きをしたいと思います。 
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議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。グローバルＩＰの申し込み状況ということで、クレ

ームですか。すみません、失礼いたしました。 

現在、インターネットの利用につきましては、クレーム、直接のクレームというのはあまりあ

りませんけども、特に３０メガ、１００メガ、高速を利用されている方から、２、３クレームが

あっておるということを聞かせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） 速度低下ですね、わかりやすく言えば、先ほどおっしゃったように動画ですね、

コマーシャルやってますように動画がとまるというのが一番わかりやすい状態なのかなというふ

うには思っております。年額にすると５１０万円ですね、増加するということで、やっぱりこれ

回線はふやすべきだというふうに考えております。先ほどおっしゃいましたように、これ１回線

増強することによって、どれぐらい改善できるのか、もう尐し詳しくお願いをしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをさせていただきます。１００メガ増強するということで、卖純

に言いましたら１．３倍増強するということなので、その部分だけ混み合い、渋滞が解消される

ということでございます。ただ、その時々の利用状況とか、実際増強した時点でないと、そのト

ラフィックの状況が、まだ、私どもははっきりわかってない状況です。実際やってみまして、ど

のぐらい改善するか、トラフィックがどのくらい均等に、今、９０％あったのが８０％、７０％

で運用できるようになるかということを調べながら、ちょっと手探りの状況ですけども、増強を

していきたいというふうに思っています。なお、現在のルーターの機能につきましては、最大

８本まで増強ができるという設備になっております。とりあえず、今年度につきましては、１本

だけですけども、増強をさせていただいて、その状況を確認させていただきたいというふうに考

えております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） 確かに、おっしゃいましたように容量的には１．３倍ということで正しいのかな

というふうに思います。現在の３回線から４回線でということで、状況を見ながら今後、８本ま

で余裕があるということなんで、１回線追加するごとに５１０万円という利用料が上がってくる、

年間ですね、いうことにはなるかと思うんですが、利用者の方に不便のないようにお願いをした

いと思います。総合計画の後期基本計画ですね、この通信の分野に書かれているんですけど、通

信の分野においては超高速のブロードバンド環境、これを実現しており、通信分野の技術革新や

民間業者の新開発スピードですね、これも早く、これらの研究、導入を検討する必要があるとい

うふうに書かれております。 

こういった点で、民間では物すごく速度の速い１ギガｂｐｓですか、このような宣伝もされて

おりますけれども、当町としては、今は卖純に遅いということなんで、これをどこまでスピード

アップさせるような検討をされているのか、私はもう今の速度さえ保てればいいのかなというふ

うに考えておるんですけど、課長の見解をお願いします。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをいたします。ただいま議員さんがおっしゃいましたとおり、私
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もできるだけ安価に使いやすい価格で、このインターネットを多くの人に利用をしていただきた

いというのがベストではないかというふうに考えております。当然、スピードが速くなれば、そ

の分、専用線をたくさん、太い専用線が必要となってきます、１ギガとか２ギガとかいうふうな

考えられないような専用線が必要になってくる場合もあります。それよりも価格を抑えて、でき

るだけ多くの人、子供さんから高齢者の方まで手軽に、このインターネットが利用をしていただ

けたら、それがベストではないかというふうに思っています。 

ただ、インターネットの専用線につきましても、徐々に価格が安くなっていく傾向は出てくる

かと思います。そういったことは注目しながら、交渉しながら、今後も進めていきたいというふ

うに考えております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） 民間なんかで言われてます速いという速度ですね、これは回線の能力的な話であ

って、ふだんの通信速度が速くなるというわけではなくて、必要のない回線能力は無駄であると

も言えんことないかなというふうに思っております。できるだけ多くの人に利用していただきた

いは思ってますし、今の状況が４月末を目途に、増強工事をされるということなんで、ぜひとも

早くにお願いをしたいと思います。 

次にですね、多分、最後の質問になるかと思うんですが、テレビ事業ですね、これのデジアナ

変換、これについてお伺いしたいと思います。ご承知のとおり２０１１年７月２４日の午後から

アナログ放送が停派をし、デジタル放送へと移行をしました。その中で、当町はデジタルアナロ

グ変換装置で現在もデジアナ変換、これをこういったサービスですね、これを実施していただい

ており、大変、利用者にとってはありがたいなというふうに思っております。 

ただ、昨日も聞かれたんですけれども、これのですね、このサービス、デジアナ変換のサービ

ス、この終了の日にちですね、確認の意味でちょっとお願いしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをいたします。このデジアナ変換につきましては、ＣＡＴＶ施設

だけに認められた制度でございまして、センターでデジタルを受信して、アナログ電波に変換し

て放送するということで、一般のご家庭では従来のアナログテレビでデジタル映像の画面が見て

いただけるというものでございます。 

ご質問の期間につきましては、２０１５年３月までということを聞いております。今のところ

は、そういう予定で、こちらも進めております。 

議  長（赤松孝一） 和田議員。 

２  番（和田裕之） ２０１５年、平成２５年度ですか、この３月ということで、平成２７年ですね、

失礼しました。ご家庭によっては、一部のテレビがアナログの状態であったりだとか、ＤＶＤレ

コーダー、ハードディスクレコーダー、これがアナログのものというのがあるご家庭もいらっし

ゃいますのでね。これの期限ですね、これは町民の皆さんの買いかえとか、そういう都合もある

と思いますので、できるだけ早い段階でお知らせとか、広報のほうをお願いをしたいと思います。

よろしくお願いをいたします。以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

議  長（赤松孝一） 次に、質疑ございませんか。 

１２番、多田議員。 
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１ ２ 番（多田正成） それでは、２回目の質問をさせていただきたいと思いますが、まず、議長にです

ね、お願いしたいのは、予算書の６２ページの行政改革にちなんで質問させていただきたいんで

すが、よろしいでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 結構ですよ。 

１ ２ 番（多田正成） よろしいですか。ありがとうございます。 

６２ページのことを聞くんではなしに、関連したことで聞かせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

それでは、まず、財政課長にお願いしたいと思いますけれども、昨日から財政の問題の一本算

定の議論や、財政上だけで機構改革をするべきではないといったような意見が出ていましたが、

それも考え方の問題でですね、卖なる機構改革ではなく、施策形成能力だとか、専門的能力の集

団形成を意味するものであって、何げない機構改革では何もなりませんので、きのう野村議員の

ほうから質問されておりましたけれども、機構改革をしても、そういったあたりを考えた中の機

構改革でなければなりませんですけれども、どちらにしても交付税の一本算定の考え方はですね、

７億円であれ、１３億円であれ、削減されるのが事実だろうと思います。 

この厳しい財政になることが間違いありませんので、その財政縮減に対応するのを、どこに求

めていくかが一番問題だろうというふうに思うんですが、第２次行政改革大綱の資料の中にです

ね、言っておられることがですね、平２８年度より普通交付税が一本算定へと段階的に縮減され

る。このままでは危機的な財政状況になると大綱案に示されております。 

私も全くそのとおりだと思うんですが、それを乗り切るためにですね、求めるのは第１次行政

改革大綱だと思っておるんですが、まず、一部を除いて、ほとんど先送りされているのではない

かというふうに思うんですが、その第１次改革の取り組みの四つのポイントがあるんですが、そ

れを遂行されることが第一の目標でなかったらあかんと思うんですが、その辺は、まず課長はど

のようにお考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。第１次の行政改革を平成２０年度から平成２４年度まで

を期間として進めてきておりますので、間もなく、その平成２４年度が終わるという時期に来て

おります。この第１次の行革大綱では、大きく２点の目標を掲げてきたということでございます。 

一つは経常収支比率を９０％以下に下げるということでございます。これにつきましては、平

成２３年度の決算数値で申し上げますと８７％ということになってございますので、これは一定、

目標を達成しているというふうに認識しております。 

もう一つの目標に約２０億円の行政改革効果を上げるということがございまして、これについ

ては、当初、第１次の大綱を策定する時点で収支の赤字が見込まれる、いわゆる財源不足の見込

み額が１０億円ほぼあって、それにもう１０億円を足して２０億円を行革効果の目標値として掲

げてきたということでございます。この２０億円の行政改革効果につきましては、現在、平成

２４年度のしっかりした数字が、まだ年度途中ですので出ておりませんけれども、最終的には、

この２０億円のうち、おおむね９０％、約１８億円の実績ということになるのではないかという

ことで、このことは第２次の、今回の大綱案の１ページに書かせていただいているとおりでござ

います。したがいまして、１００％の目標ということには至らない状況ではございますが、一定、
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目標値に近いものにはなってきているというふうに認識をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 今の課長のご答弁でですね、１００％はいかなくてもということなんですが、そ

れが生かされて、第２次の行革の中で、それが生かされて財政安定化が図れているならいいです

けれども、第２次のほうにも、その厳しさがうたってあって、その効果が出てないと、目標が達

成できなくても、それに近い努力をされて財政安定基盤につながらないと、私は意味がないと思

うんですが、それをするのには第２次の目標を黒字化にされるという意味はわかるんですが、そ

れを最大目標とされるんではなしに、第１次の、ここに第１次の中にですね、職員数の削減と給

与の抑制、事務事業の縮小と、資源の集中、公共施設の統廃合と民間委託、自助、共助の促進、

まず、この４点がですね、一部は１回目の質問の中で町長もおっしゃったように、職員の削減が

できているんではないかなというふうに言っておられまして、一部はそうなんでしょうけれども、

あとのことが、ほとんど先送りされているんではないかと私は見ておりまして、ですから、いつ

までたっても財政の安定化が図れない、また、財政のシミュレーションによりますと、赤字とい

う形が出てくるんではないかというふうに思うんですが、ですから、第２次の、その行革の目標

を第１次の目標を達成するという、達成というのは実行していくということが第１の目標でなか

ったら、財政の安定化が今後、図っていけれないというふうに思うんですが、きのうも野村議員

さんの答弁の中で、課長はですね、事業を減らさざるを得ん、町民の方のサービスを縮減してい

かなければならないというふうな答弁でしたけれども、私は、そこを削減する、目標にするんで

はなしにですね、それは目の前の施策に対しての縮減であってですね、一般質問からずっと言っ

ているんですが、基礎的なところを洗い直すのが第１次の、この行革の目標ではないかなと、そ

こを洗い出せば、おのずから黒字の財政に転換してくるということを私は思うんですが、そこを、

最後は町長の決断ですけれども、課長の、そこのお考え方をちょっとお聞かせください。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。議員がおっしゃる第１次の行革の達成があってこその第

２次の行革だということですけれども、私どもとしては、必ずしも、そのことが相当、適当かと

いうふうには認識をいたしません。行革の目標は先ほど申し上げましたような達成状況ですけれ

ども、そのことが、このことによって、今後の財政見通しが非常に厳しいということではなくて、

これは、また違った要素を含めて、改めてリセットして、第２次の行革の目標を立てていくとい

うことになろうかというふうに思っておりますので、第１次の達成状況がどうだから云々で、か

かわってくる問題では、そうないのではないかというふうに私どもは思っております。問題は、

今後、非常に厳しい行財政が待ち受けている中で、どういった考え方で赤字収支のところを黒字

化していくのかというところに絞られるだろうというふうに思っております。 

そこで、私どもの基本的な思いとしましては、平成２５年度の当初予算の編成で、まず通常的

な経費を削減していこうという、そのステップを踏ませていただきました。議員がよくよくおっ

しゃいます、その町内の、例えば、公共的な施設をもっともっと集約して、合理的な町に合った

姿にしていくということによって、その行革効果があらわれてくるんじゃないかという、ご指摘

は全くそのとおりだろうというふうに思っておりますが、それは尐し長期にわたるスパンで考え

ていきませんと、すぐにその効果があらわれるということにはならないというふうに思っており
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ます。 

したがいまして、まず、通常的な経費を取り組み、その先にある施設の統廃合による効果を待

たずして、やはり手をつけていかなきゃならないのは事務事業の大幅な見直し、これをやってい

くことに短期、中期的にはあるんではないかというふうに思っておりますので、何回も申し上げ

ておりますが、平成２５年度を、その改革元年として、事務事業の見直しを進めていくことが、

今、求められている大きな課題ではないかというふうに認識をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 課長のおっしゃるとおりで、目の前の財政の厳しさ、苦しさというものは目の前

で対応しなければなりません。私の申し上げておるのは、そこは当然、課長のおっしゃるとおり

だと思うんですが、そういった意味で、基礎的なところを改革していただくのは、やっぱり町政

の財政から考えた、この町の形成というものが一番大事ではないかなと、それは当然、長期です

から、今、来年からすぐできますという意味で言っておるわけではない。基本が、そこにないと

あかんのと違いますかと、ただ、黒字化だけを目標にされるんではなしに、それは財政上、目の

前をクリアするのに、そういうことなんですけれども、基本的なバランスが合ってないというこ

とは、そこをどう長期にわたって目標を立ててやっていくかということが、一番肝心ではないか

なというふうに思っております。 

町長、その辺は、課長の見解はわかりましたし、町長として、このまちづくりの観点から、そ

こをどういうふうに思われるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 私自身の考え方も、先ほど課長が申し上げたと同じことでございます。第１次の

行革の大綱の中で、達成できなかった点がありましょうし、それらを第２次の行政改革大綱をつ

くるときに、やはり委員さんたちでも、それらを一旦見直して、その中で達成できてないことも

含めて、第２次の行政改革大綱をつくっていただいております。ですから、それらのことは決し

て、我々の考え方とは反するものでもないですし、そうしてお世話になってできた、そういう行

政改革大綱をスムーズに進めていくためには、どうしたらいいかということを考えていく必要が

あろうというふうに思っております。 

ここに掲げてあります中身につきましては、全く異論のないところで、それらを、どこからど

う手をつけていくかということが毎年の予算編成の中できっちりと目標に向かって、どういう歩

みを進めていくかということが、今回、平成２５年度の予算編成の中でも取り組めるところから

やってみたということで、これからまだ、ずっと町は続くわけですから、そうした中で、あると

きは目標達成に向けて、先ほど言いました、課長が言いましたように、今できることと、将来的

になってからでないと効果の出ないこともありますけれども、提示されております中身について

は、総合計画とあわせて、それらの実現に向けて、どう進めていけばいいかということを、やは

りこの議会も我々も、ともに考えていく必要があると思いますので、おっしゃっていることにつ

いて、決して対立しているとは、私自身は考えておりませんし、それらの方法がどうかというと

こら辺の違いだというふうに認識しております。 

ちょっとお答えになったかどうかわかりませんが、そういうことでございます。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 
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１ ２ 番（多田正成） 財政が豊かであれば、それにこしたことはないんですが、厳しいだけに、やはり

そこをですね、毎回、そのことが大事だとか、取り組んでいかなければならないとかという言葉

ではなしに、また１回目の質問と同じになって大変恐縮なんですが、そこをやはり目標に上げた

り、そうして真剣に取り組んでいただかなければならないというふうに思っておりますので、こ

れは、その辺にしておきまして、次の質問に入りたいと思います。 

次にはですね、３１４ページの大江山運動公園について、課長にお聞きをしたいと思うんです

が、改良工事に９，９８２万４，０００円ですが、雤漏りをするとのことで、修理が必要とのこ

とでしたが、そのことは理解をしているんですが、一つ目の質問同様に施設の統廃合とか、適正

規模だとか、適正配置の問題からですね、与謝野町の町民グラウンド、町民体育館としての位置

づけをどのように考えておられるのか、まず、そこからお尋ねしたいと思いますが、課長のお考

えをちょっとお聞かせください。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えいたします。議員さんご存じのように、旧町ごとに、それぞれの社会

体育施設、教育施設がございまして、合併してから、ほとんど旧町のまま、今、推移いたしてお

るところでございます。特に旧町時代から、それぞれの施設が３０年を越すような施設もござい

まして、非常に老朽化が進んでおります。そうした中で、今回も多額の補修経費を計上させてい

ただいたわけでございますけども、この工事につきましては、理事者とも十分事前協議をさせて

いただく中で、やむを得ないだろうということで、今回、予算に計上させていただいております。 

議員ご指摘のように、やはりこの旧町時代から一緒になって、それぞれ同じように使っておる

施設、その人口とか、その利用頻度等に合わせた形で施設の統廃合というんですか、そうしたこ

とも、確かに考えていかんなん時期にはきているんではないかというふうに思いますが、なかな

かタイミングが、非常に難しい面がございまして、前回ですか、せんだっても糸井議員のほうか

らありましたように、使用料が尐ないというようなこともある中で、ただ、その裏返しとしまし

ては、いうたら、こういった田舎ではありますが、そうしたグラウンドですとか、体育館が十分

使えて、活発な社会体育活動ですとかが行われておると、一つには例えば、体育協会がございま

すけども、体育協会に入っていただく大きなメリットとして、そうしたものを優先的に使えたり、

無償で使えるというふうな、そうした今までの経緯もございます。そうしたことを十分配慮した

上で、その施設の統廃合ですとか、それから、使用料、また、そういったことの見直しとか、い

ろんな面で考えていかんなん時期にはきておると思いますけども、そういったことを十分配慮し

た上で、施策を考えていきたいなというふうに思っております。非常に難しい問題で、なかなか、

タイミングがありまして、大変難しいんですけども、答えになったかどうかわかりませんけど、

よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 課長のおっしゃるように設置目的や、建設されたときの思い入れというものがい

っぱい、どの施設にもありまして、大変それは難しい問題だろうとは思うんですが、第１回目の

質問のときにも言いましたけれども、どういうんでしょう、施設は多ければ多いほど、町民にと

ってはありがたいというふうに思うんですが、しかし、加悦町の今、運動公園にあるのは、やっ

ぱり８，５００人ほどの加悦町民の方のときの時代の体育館だろうと僕は思います。 
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今、与謝野町になって２万４，０００人になっておりますね。そういったときに、私は１億円

もかけて直されるんでしたらですね、もっとその２万４，０００人の人口になった町民グラウン

ドだとか、町民体育館という位置づけがどこにあるんだと、その、今、施設をすぐに統合して、

こうするということはなかなか、課長おっしゃるようにできませんので、将来にわたって、ほん

なら、どこが与謝野町の体育施設なんだと、グラウンドにせよ、体育館にせよということと。 

それから、２万４，０００人になってですね、例えば今、原発ではないですけれども、避難場

所として宮津から何人ですいな、４，３００人ほどですか、いうような避難の受入先だとかいっ

た、そういう総合的に大きな問題を抱えた中で、今まで３町のときの施設を、それぞれ抱えてお

るんですが、これからはやっぱり一つの町として全てのことを考えていかんなん時代に入ってい

ると思います。それを今、雤が降るし、大変フロアも傷んでくるし、すぐ直さなという意味は、

それは、当然そうしていただかなければならないんですけれども、やはりその位置づけというも

のをしっかりされた中で、今後、どうしていくんだということが思案の中にあって、そして、将

来、１０年先か２０年先かに、その一つの町として本当に形成されてくるんだろうと思うんです

が、施設があればあるほど、町民は楽でいいんですよ、それは、いろんなところが利用できて、

それはいいんですが、それでは僕は財政問題と一緒で、財政がもたない、それだけ維持ができる

ならいいんですが、そこをどういうふうに考えておられるのか、どうせ直されるのなら、そうい

ったことも含めた位置づけというものがあって、もう尐しお金をかけて、財政をかけてもっとこ

うするんだということがあれば、それはビルドになるわけでして、スクラップするばっかりが能

ではない、その位置づけがないのに、ざわざわざわざわ傷んだでというて直しておると、一つも

町が形成されないんですけれども、そこはどういうふうにお考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 私どもは、やはり加悦町の体育館なんて考えておりません。与謝野町の体育館と

しての位置づけで、これを直すべきだというふうに判断したわけで、全く使われていないんであ

ればですけれども、大勢の方が使っておられますし、どこの、与謝野町内に住んでいる方は、ど

この体育館を使ってもいいということと。それから、やはり体育施設ですので、やはり町民の方

の健康を維持するための非常に大事な、私は場所だというふうに思っております。 

確かに修理にお金がかかりますけれども、もし使えなくなってということであれば、ほかにも、

もう役割を果たしたのかなと思えるような施設だってありますから、そうしたものも含めて、全

体の中で、やはり各地域にある体育館は、私は残していくべきだという、そういう思いの中で、

今回、手を入れさせてもらいました。そのことによって、また、これから１０年、２０年と使っ

ていただけるというふうに思いますし、閑古鳥が鳴いているわけでもなし、大勢の方が使ってい

ただいておりますので、そうした意味で、今回は、特に今回の体育館につきましては、そういう

考え方で一定の方向性を持った中で、やらせていただいたということです。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 何も、あの体育館をですね、のうならかしてほしいと言っている意味ではありま

せん。そのまちづくりの中で、８，５００人の町民の施設ではなしに、２万４，０００人の施設

として、どう位置づけるんですかということをお聞きして、それで改修されるんなら、その意味

も含めて、含めて将来に向けて改修というのか、リニューアルされることが、僕は必要ではない
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かなというふうなことを言っておりまして、あそこをのうならかしたらいいという意味のことを

言っているんではなしに、それを財政とまちづくりと、その一つの町と、どう接点を結んでいく

かということのお考えが聞きたいだけのことであって、１億円がどうの、８，０００万円がどう

のと言ってる意味では、私はありません。そこを財政も厳しい、そして３町が一緒になって一つ

の町になって、そして今後、施設整備、統廃合していかんなんときに、どう考えるんですかとい

うことを、町長のお考えがお聞かせ願えたら、私はそれでいいわけでして、そこをどういうふう

にお考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） どう考えるかということについては、先ほど申し上げたとおりでございます。与

謝野町の体育施設として残していくという考えの中で、今回、体育館につきましては、手を入れ

させていただいたということです。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 体育館については、よくわかりました。体育館とか学校とか、いろんな施設があ

りますので、それは残すとこと、残さないとことは分別していただかんなんので、そこは、その

考え方で受けとめさせていただきました。 

もう時間がないな。それと、ほんならですね、一番最後に簡卖なとこなんですが、２２６ペー

ジの防犯灯新設工事の１００万円ですが、これはどこの工事のことか、ちょっとお聞かせくださ

い。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。２２４ページの街路灯、防犯灯の新設工事の関係について

でございます。この関係につきましては、地域のほうから要望が上がっている部分につきまして、

新設をさせていただきたいということでございます。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） わかりました。この地域の要望についての防犯灯の修理だということであります。 

ちょっと私は、この点ではなしに、この点からちょっとお伺いしたいことがありまして、防犯

灯の件なんですが、石川から水戸谷に行く道路がありますね、あそこ街路灯がついて整備されま

したんですけれども、今、一つおきにですね、電気が消えているんですが、あれはどういう意味

でしょうか。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。今の石川上山田線の関係につきましては、交通安全の関係

で整備をさせていただいております。特に自転車歩行者道の整備というふうな観点から整備をさ

せていただいておりまして、その観点で防犯灯の新設をさせていただいております。 

しかし、今、今回、この東日本大震災の関係で、いわゆる関西電力等々の電気事業会社につき

ましても、一つは平成２４年度でエネルギーが足りるかどうかというふうな観点もございました

ので、全てのやつをつけるんではなしに、１灯分を減らさせていただくというふうな中で、苦肉

の策として、今そうやって現状維持をさせていただいておるというふうなことでございます。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 今回は要望のところを直されるということだったんですが、どこかまとめてされ
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るんかなと思っておりまして、失礼しました。 

議  長（赤松孝一） 皆さんにちょっとお諮りするんですが、あすが一応、会期末になっています。追

加議案等々考えまして、今の進捗状況を考えますと、会期延長でもしなければならないと、私は

思いますので、きょうその分を、きょうの時間を延長しましてですね、何とか、あす会期末、迎

えれるようにと思っているんですが、皆さんいかがでしょうか。きょうの、この時間延長をして

もよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） それでは、そのつもりできょうは臨んでいただきますように、よろしくお願いい

たします。 

それでは、１３時３０分まで休憩をとります。 

（休憩 午後 ０時１０分） 

（再開 午後 １時３０分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたしますが、先ほど申しましたように、

本日、時間延長、あらかじめ皆さんにお願いしておきます。 

理事者職員の皆さん、議員の皆さんよろしくお願いをいたします。 

それでは、早速、質疑をありませんか。 

５番、塩見議員。 

５  番（塩見 晋） それでは、平成２５年度の一般会計の、前回、尐し残りました分も含めて質問を

させていただきたいと思います。 

それでは、会計管理者に引き続き質問をいたします。前回、聞き漏らしたのかもわからないん

ですが、確認のためにも再度お聞きするんですが、指定金融機関の１支店と、指定代理金融機関

の１支店を検査したということでした。残りの金融機関の支店については、次年度以降、順次し

ていくというふうにお聞きしたと思いましたが、そのされた検査というのは、地方自治法の条例

の条文には、定期及び臨時の検査があるというふうに書いてあったんですが、その二つの金融機

関をされたのは、これはどちらの検査になるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 飯澤会計室長。 

会計室長（飯澤嘉代子） 質問にお答えいたします。ことし初めて検査をいたしました。これは自治法に

定めております定期のほうになります。定期のほうについては、事前に通告をしてから行うもの

でして、臨時は通告なしに行うものでございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） そうしますとですね、今度、平成２５年度に入ってから、また、今回されなかっ

たところの検査もされると思うんですが、これ定期の検査というのは、別に何年という期限があ

るわけじゃなしに、先ほどおっしゃいましたように、事前に通告してからするのであれば、それ

が定期だという、そういう認識ですか。僕たちが考えるのは、定期というのは３年ごとにすると

か、５年ごとにするとかというふうな感じで受けとめておったんですけども、そこら辺はどうい

うふうになっとるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 飯澤会計室長。 

会計室長（飯澤嘉代子） 定期の考え方についてお答えします。自治法上は、期間の定めはございません
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でして、ただ、近隣の市町、それから京都府の例をお尋ねしました結果、指定金融機関について

は、毎年度行いたいと思っております。年度に一度、定期検査をしたいと思っておりますので、

１年に一度、指定金融機関と指定代理金融機関と検査をしてまいりたいと思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） わかりました。もう１点だけ、そのされた検査の結果というのはどのようなもの

だったでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 飯澤会計室長。 

会計室長（飯澤嘉代子） 検査の項目につきましては、公金の処理の状況ですとか、それから、支払いの

状況、それから町がお預けしております預金の状況などを確認させていただきまして、指定金融

機関の京都銀行岩滝支店、指定代理金融機関の京都北都信用金庫岩滝中央支店、ともに処理、そ

れから証拠書類の保管、保存、全てにおいて適正に行われていることを確認させていただきまし

た。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） ありがとうございました。ご苦労さんですが、それでは順次、毎年きちっとした

検査を法令にのっとってしていただきますように、お願いをいたします。 

それでは質問をかえます。予算書の２４８ページ、災害対策費の防災訓練事業についてであり

ます。今年の３月１０日に防災訓練を行われました。それらのことの関連で、また、平成２５年

度も、この訓練もあると思いますので、若干の質問をさせていただきます。まず、ＫＹＴにお尋

ねしたいと思います。訓練当日の９時のサイレンの吹鳴がありました。その後も通常の放送がず

っと続いておりました。防災訓練と連動した内容になっていたらよかったんじゃないかなという

ふうに、それを見ながら思ったわけですが、その点はいかがだったんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをいたします。本来なら文字放送及びＬ字型テロップという形で

赤いＬ字型の文字で緊急放送であるとか、災害発生とかというテロップが流れる予定でした。前

年度は、そのようにプログラムを事前にしておりましたので、流れたと思っております。今年度

につきましては、事前にちょっとサーバーの修繕がありまして、その際の設定が一部違っており

まして、総務課のほうと連携調整をしながら、事前にテロップが出るように設定をしておったん

ですけども、残念ながら当日、出なかったということで、次の日に原因を調べてみましたら、そ

のサーバーの設定ミスがわかりましたので、すぐ修繕をさせていただいて、テロップが、次回か

らは出るようにということで直っております。 

なお、Ｊアラートの警報装置とは、文字放送、先ほどいいましたＬ字型テロップとは連動して

おりまして、本来なら、あらかじめプログラムをしなくても自動的に流れる、本来のＪアラート

の警報が鳴りましたら流れるという仕組みになっております。ただ、今回は防災訓練ということ

でしたので、あらかじめプログラムの設定が必要だったということでございます。ご迷惑をおか

けしました。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 今回は訓練で、設定が違っていて、その問題で出てなかったということで、わか

りました。実際のときに、そういうものが連動してない、Ｊアラートと、出なかったら、これは
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困るなと思ってお尋ねをしたところです。 

それから、直接、防災訓練には関係ないといえば関係ない、関係あるといえば関係あるんです

が、マルチ・チャンネル・アクセス無線システム、いわゆるＭＣＡの通信の問題なんですが、そ

れぞれの区とか行政の中でかなりの台数を設置して、行政の関係の中で通信をしたり、固定同士

とか移動とかで通信をされて、いろんな情報伝達されてまして、当日も、その防災訓練のときに、

いろんな伝達をされてたようにお聞きしたんですが、その中で、いろんな区との連絡で、どうし

ても入りが悪かったというようなところがあったというふうに聞いたんですが、こういう点がど

ういうふうになっていたのか、ちょっとその担当の総務課ですか、お尋ねしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 塩見議員のご質問でございます。お答えをいたします。ＭＣＡにつきましては、

各区に１台ずつ、２４区に、訓練の１カ月前ですか、お渡しをいたしました。その間も通信テス

トをしておりました。実際に訓練のときに使って、どういう電波状況になるかというのをやって

まして、一部の地区で、そういうことをお聞きしました。その後、あそこにあります小さい携帯

用のポータブルでございますわね。あれのアンテナの長さがあるわけですけども、そのアンテナ

を長いのにかえたら解消したとか、そういうふうなことも既にお聞きしております。今、そうい

ったことも含めまして、全体の、どうだった、電波状況だったというのを確認をいたしておりま

す。 

一部の地区でそういうことがあったということで、一つのあれなんは、アンテナを長くしたら

電波状況がよくなったということも聞いておりますので、アンテナを長くしたり、それから、そ

れでもだめなら外部アンテナと、そういった道のことを検討をしていかなければならないという

ふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） アンテナをかえたり、外部アンテナにして通信ができるようになったということ

です。ちゃんとした設置したときに、そういう状態を、ある程度きちっと調べておかないと、今

回、訓練で、そういうことがわかって、対応がとられるようになったんで、今後については大丈

夫かと思いますけども、無線というのは、ちょっと電波の状況が悪くなると、同じとこでも、場

所をかえることによって、非常に入ったり、入らなかったりすることもありますし、外部アンテ

ナだと、そういう部分は割にないんですけども、そういうこともありますので、肝心なときにな

かなか連絡がとれなくなる、とりづらくなるということは大変ですので、そういうとこはしっか

りやっといて、調査を今後も、いただきたいなというふうに思っております。 

次は、また質問を変えます。予算書の２６７ページ、小学校費の教育振興費です。小学校情報

教育推進費の中に、パソコンのリース料で２，９３０万円というのが入っております。前年度は

なかった委託料というのが１５万８，０００円ですか、入っていますし、委員会の中でも若干、

お聞きしました。勢旗議員も尐しお尋ねしておられましたけれども、新しいパソコンが小学校に、

台数は、そこはちょっとわからないんですけども、新規で入れかえになるというようなことのよ

うですが、これについて、もう尐し詳しくお尋ねをしたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 
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教育推進課長（小池信助） お答えさせていただきます。勢旗議員のご質問にも答えさせてもらっており

ますが、この２６８ページの小学校費につきましては、小学校のパソコン教室のパソコンなりシ

ステムのリース契約等でございます。まだ、これは、古いんでは平成２０年から平成２２年、過

去５年間のリースということで、新たに今回、新しくするというもんではございません。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 新しくするんではないということですが、そうすると平成２４年度はリース代が

２，８６５万円でしたが、今年度は２，９３０万円と、若干高くなっているようなんですが、こ

れはどういうわけでしょうか。５年間のリースなら大体、毎年同じ金額だろうと思うんですけど。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） 大変申しわけございません。ちょっと後ほど調べさせていただきまして、お

答えさせていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） それでは、それは後ほどということで。ただ、今後もですね、新しいパソコンに

かわっていくときも、平成２０年から５年と、平成２５年で５年になりますので、あると思いま

す。そういう中で、実はですね、去年の９月でしたか、谷口議員が聞かれて、こういう資料をい

ただきました。これは２２年に設置された、設置というんか新しくリース契約を結ばれたパソコ

ンの機器の明細なんですが、これをいただいて見てますとですね、ちょっと私、理解できないこ

とがあるんですけど、非常に細かいことなんで、ちょっと事務局レベルでもわからないかもわか

らんですが、それでも今後のこともありますのでお尋ねしたいと思うんですが、これはお持ちで

すか。 

児童用のパーソナルコンピュータというのが平成２２年１０月に３９台入ってます。この中で

パーソナルコンピュータ本体、そのすぐ下にＣＰＵの変更であるパソコンの心臓部なんですけど

も、それを変更して、Ｃｅｌｅｒｏｎ４３０から、ＣｅｌｅｒｏｎＥの３３００にかえたと、か

なり能率の高いほうのものにかえたというふうに書いてあるんですが、これは、なぜかえられた

のかなということが一つわからないんですけども、内容が細か過ぎてわかりませんか。お願いし

ます。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えさせていただきます。委員会ときにお配りさせていただきました一つ

の例として、加悦小学校のパソコン教室のレイアウトですか、見積もり内容を、明細をお配りさ

せていただいた中に、確かに今おっしゃいますパソコンのＣＰＵのシステムがＣｅｌｅｒｏｎ

４３０からＣｅｌｅｒｏｎＥ３３００になったという、バージョンアップ的なことをしとると思

うんですけども、そのＣＰＵですので、要するに演算能力が早くなるということへの対応だとは

思うんですけども、それがなぜ必要だったかというとこまでは、ちょっと承知はしておりません。 

ただ、その事業に使うソフト、そうしたものの使い勝手のよさ、レスポンスのよさ、その辺を

考慮して、こうした変更が必要ではあったんではないかというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） このパーソナルコンピューター本体の、これ富士通の機械だったと思いましたが、

リード５５０／Ａという細かい話で申しわけないですが、型があるんですが、これは最初、買う
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ときに、これはオフィス用とか業務用のパソコンでして、買うときに、パソコンの構成を決めて

買うんです。注文するときに、こういうＣＰＵ、こういうＤＶＤ、こういうＬＡＮに使うとか、

そういうこと全て最初に決めて、構成を決めてパソコンを注文するので、普通、後から考えると、

既に構成を決めておきながらＣＰＵを交換するということは、あまり考えられないんで、その構

成を決める時点で、かえたことが、この交換というふうに書かれておるんであれば理解はできる

んですけど、そうでなければ、ちょっとこれはおかしいなというふうに思いましたんで、お尋ね

しましたけれども、あまり細かいとこなんで、これは置いておきます。 

ここのこのこっち、もう１枚のほうに１台当たりの卖価とか、月額が書いてあります。この中

でですね、平成２０年１０月から平成２２年１０月ぐらいにかけて入ったんですけども、取扱業

者が全て福知山の業者になっております。加悦小、与謝小、桑飼小、岩滝小、三河内小、岩屋小、

市場小、山田小、石川小、加悦中学校、江陽中学校、合計２６８台、中学校で８４台、小中合わ

せて３５２台というんですが、備考の欄に、また、別の会社を含む３社契約とかいうふうに書い

てあるんですけども、どういう契約なのかということが教えてほしいんですけども。どういう契

約で、こうなったのかという意味ですね。いわゆる入札があったのか、相見積もりがあって、な

ったかのかという、そういう部分なんですけども、よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えをいたします。競争見積もりをさせていただいております。そうした

中で、この１社がとられたということで、それをリース契約ということで、日本情報機器株式会

社を含む三者契約ということで、させていただいとるようでございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 見積もりをとられたのは、僕、さっき福知山の業者と言いましたけども、福知山

近辺の業者なのか、それとも、もっと広い近畿一円というふうな業者なんでしょうか。そこら辺

はご存じ、お教え願いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） おおむね福知山、舞鶴以北ぐらいで、このリース契約に対応できるような、

メンテナンスに対応できるような会社の競争見積もりという形でございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） その範囲に、どのくらい見積もりが出していただける会社というのがありますか。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） 大変申しわけございませんが、しっかりは承知しておりませんが、３社程度

はあるということでさせていただいております。 

町内業者でも可能かとは思いますが、結局は実際には納入ができないというんですか、取り次

ぎ的な、そういう形になりますので、そういった面では卖価的にも厳しいものがございますので、

結局は、それに対応できる業者での見積もりをとらせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） その見積もりがとれる業者が３社ぐらいしかないということで、ここで３社との

契約ということであれば、ほとんど随契に近いような感じにとれてしまうんですけれども、決し

て、機械というのはソフトとかサービスとかいう面について話しましても、機械というのはどこ
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から買っても一緒です、値段は、日本中ほとんど、この機械であれば。 

サービスも割に、どこのメーカーというのか、どこの業者でも今はできます。半日もあれば大

阪からでも十分来れます。だから、私は、こういうふうな狭い範囲で数社しかないところを対象

にやらずに、競争入札にすればもっといろんな、いわゆる京阪神のメーカーからでも、メーカー

というかリース業者からでも十分入れれると思います。地元から入れれないのであれば、もう福

知山か舞鶴、舞鶴、綾部のほうの業者から入れるのも別に京都市内、京阪神のほうから入れるの

も、結果的には変わらんような状況でサービスは受けれるというふうに私は思いますので、そう

いう面も、今後に検討していただきたいなというふうに思います。 

それから、ここに前回ですね、勢旗議員が質問されたときに、ＰＣのリース料は月

８，５００円ほどだというふうなことをおっしゃいまして、月８，５００円ということは、年に

１０万２，０００円です。５年間リース契約すると５１万円になりますので、これは結構な金額

で、そういう部分も考えると、かなり慎重で、なるべくなら日本全国どこで買っても同じ機械で

すので、尐しでも財政負担が尐なくなる方法を、ぜひ見出していってほしいというふうに思いま

すが、その点はいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えさせていただきます。確かに遠いというんですが、全国的に競争見積

もりすれば、安くはなるとは思いますが、基本的にメンテナンスがありますし、それから、この

ＰＣ教室を入れたときにつきましては１年間程度の、いうたら指導料というんですか、パソコン

を使うリテラシー当たりに対する指導的な、そういったもんも含めて契約しとるように聞いてお

ります。 

さらに、やはり機械ですので、その辺のメンテナンスのことを考えると、やっぱり早く対応し

ていただけるという意味では、やっぱり近くの業者がベストというんですか、ベターなのか、わ

かりませんけども、そうした形をとりたいということで、ただいま聞かせていただいた意見につ

きましては十分、また、検討させていただきたいというふうに思っておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） おっしゃることもよくわかるんですが、財政のことを考えると何ぼ遅くてもね、

しかし京阪神からだと日なかもあれば、来てサービスはできます。 

それから、今、パソコンのリテラシーの問題、言われましたけども、大概の学校の先生だと、

そんなに、子供たちに教えるぐらいの程度のことなら、パソコンの真剣な講習はされなくてもで

きるんじゃないかなと、ソフトによっていろんな違いはあると思いますが、そうそれが必要では

ないんじゃないかなというふうに、私は、自分がパソコンをいらっておって直観的に思いますの

で、そこら辺も考えて、ぜひ今後は、よろしくお願いしたいと思います。終わります。 

議  長（赤松孝一） それでは、次に１１番、小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） それでは、きょうで平成２５年度の一般会計の予算につきまして、ちょうど４日

目を迎えております。既に各議員さん、個別の内容に入っておられますけども、私もただいま

２回目の質問ということで、まず予算につきまして、もう一遍、町長に最初にお尋ねしたいと思

います。町長、わかりますか。 
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今回の各課長あての、いわゆる通知書を拝読させていただきまして、前回は、いわゆる歳出の

５％カットというような形のことに関連してお尋ねしたんですが、そういったことは、ほかの議

員の方々もたくさんご質問もなさっておられます。今回、お尋ねしたいのは、歳入の確保につい

ての、いわゆる要望というんですか、通達とか、そういったものがほとんどないというように感

じたんですが、改めて、そのことは申すまでもなく、もうわかっていることだということで書か

れなかったのか、どういうことなのか、まず、その点だけを、町長の思いを聞かせていただきた

いと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 歳入も大事な、当然、財源ですので、それらについてのことも本来書くべきなの

かもわかりませんが、今回もですし、いつもあんまり歳入のことについては述べておりません。

今までも、いろいろな状況の変化がありまして、その年、その年に特別な、そうした交付金等が

発行されたりしてますので、なかなかそれにうまく乗っていくという財源の確保というのが難し

かったと思います。今回も、予算を立てますときには、それらの見込みについては上げておりま

せんし、確実に執行できるものを上げております。今後につきましても、尐しそれぞれの課の事

業の中身で、そうしたものが有効に使えるものについては、すぐに対応できるような、そうした

構えはしております。そうしたことで、一つ一つの歳入については上げてはおりません。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） 私も、また、ほかの議員の方々も繰り返し申しておられますけども、やはり我が

家のことを考えましても、町も、国もだと思いますけども、やはり一番この財源の確保というこ

とが根本の課題だと私は思っております。町の収入を、どうしてふやすかということだと思うん

ですが、わかりやすいことで質問するんですが、税につきましては納付期限を過ぎますと、京都

府の税機構に、こういった未納情報が送られまして、税機構からの催告書の発布という流れとな

って、今までの町の税務課卖独での徴収から比較すればですね、徴収率は大幅にアップしてきと

るというようなことを税務課長からもお聞きしております。 

一方、税以外の使用料でありますとか、保育料でありますとか、町の担当課での徴収は、それ

ぞれどのように取り組んでおられるのか。こういったことを各課にお尋ねしたいと思うんです。

特に、滞納整理などの状況をお聞きしたいと思っております。まず、建設課長に、町営住宅の使

用料の滞納繰越分が年々増加してきているように、データで見ますとなっておるようですが、現

在、どういった状況なのかお聞きしたいと思ってます。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。今、議員おっしゃいましたように、住宅料の徴収を町のほ

うで行わさせていただいております。これにつきましては、前にも申し上げたかもわかりません

けれども、職員のほうが足を運んでおりまして、特に前年度、滞納しておられる人が、同じよう

に今年度も滞納されとるというふうな状況がございますので、まずは、今の平成２４年度、今だ

ったら、まだ平成２４年度でございますので、平成２４年度分をできるだけ確保したいというふ

うなことで、今、係一丸で取り組んでいるというふうな状況でございます。 

まだ、平成２４年度につきましては、５月３１日までが出納期間中でございますので、できる

だけ、その期間に平成２４年度分を入れていただきたいというふうなことで、今、取り組んでい
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るというふうな状況でございます。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） そういった中で、非常に現場の方々は、どの課につきましても、本当にわずかの

お金でも集金というんですか、回収の、当然、払っていただくお金であっても、大変なご苦労だ

と思います。そういった第一線で歩かれておられて、どういったようなことが大きな課題なのか、

問題なのかということを課長なりに感じておられることがありましたらお聞きしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。まず、私ども一緒に行かせていただきますと、仕事がない

というふうな方がいらっしゃいます。これは、いわゆる滞納しておられる人が全部というふうな

ことではないというふうにも思っております。 

ただ、我々も、例えばハローワークの情報を持っていくだとか、そうやっていってお仕事につ

いていただいて、それで住んでおられるところの家賃を払っていただくというふうなことも必要

なのかなというふうなことを思っておりまして、仕事の関係でというふうな方につきましては、

ハローワークの資料を持っていかせてもらったりというふうなことをさせていただいております。 

それから、こんなこと言うたら失礼な言い方かもわかりませんけれども、やはり何もせずに滞

納されておるというふうな方がございますので、その人たちにつきましては、月に何回か、もう

足を運ばさせていただいておるというふうなことを考えてさせていただいております。きちっと

例えば、月の家賃がいただけないという方もございますので、その部分につきましては、分納で

も結構ですと、１，０００円でも２，０００円でもくださいというふうな格好で、今、整理をさ

せていただいておるというふうな状況でございます。 

住宅の関係につきましても、いろんな方がございますので、特に我々といたしましては、口座

振替をしてほしいと、１点は、そのことを言うております。それは、我々が足を運ぶというふう

なこともあるかもわかりませんけれども、やはりきちっとして口座振替をしていただいて、やは

り住宅料を払っていただくというのが道筋なんかなというふうに思っておりまして、口座振替は

してくださいというふうなことを申し上げております。ただ、その家庭家庭によって、いろんな

事情がございますので、我々が思っとるようにはなかなかいきしませんけれども、そういったこ

とを心がけさせていただいて、できるだけ住宅料の徴収に今後も一生懸命やっていきたいと思っ

ております。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） ご苦労さまです。次に、教育委員会の給食費につきまして、お尋ねしたいと思い

ます。これも未収金が結構、かなりなかなか、食べるもんにすれば、滞納繰越金というのがやら

ずに、同じようなレベルで推移しておるようですけども、こういったこと、例えば卒業生の生徒

さんあたりも、中にはおられるかもわかりませんし、そういった方についての、いわゆる徴収と

か、そういった形は、どのようになさっておられるのかお尋ねしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 和田教育次長。 

教育次長（和田 茂） お答えをいたします。給食費につきましては、原則、学校のほうで徴収をしてい

ただいておるという格好をとらせていただいております。したがいまして、学校のほうとは連携

をとらせていただいて、卒業された後でも保護者の方とか、そういう方と連携をとっていただい
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て、徴収に歩いていただくというか、徴収をお世話になっているというのが状況です。 

給食センターのほうの職員につきましても、そういった点では協力をさせていただくというこ

とで、これまででしたら子ども手当の支給のときに、これは本人さんの同意が必要ですので、本

人さんの同意をいただいた上で、子ども手当の支給のときに滞納分をお支払いいただいたという

ふうな取り組みなり、給食センターの職員が直接ご家庭を訪問させていただいて、お話をさせて

いただいて徴収をさせていただくというふうな手法もとらせていただいております。今のところ

は、そういった取り組みが、状況というところでございます。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 町が所管をしております、いろんな公共料金の未収のお話ですので、個別のお話

の前に、現在までの状況、それから今後の予定を尐し申し上げておきたいと思います。歳入の確

保の中で、税金をはじめとした自为財源を確保することは非常に重要なことであります。以前、

一般質問で私もお答えしたことがあるんですが、各課の職員が尐なくなっておる中で、個別に対

応しておったんでは、なかなか効率的な未収金の対応ができないということで、例えば、私、堀

口という町民が複数の公共料金を滞納しているというような場合に、それぞれの課が対応するん

じゃなくて、どこかの課が代表して町の全ての公共料金の滞納について折衝ができるように、そ

ういったシステムを構築していこうということで、この間、平成２４年度から頑張って、税務課

と会計室が中心になって取り組んでまいりました。公共料金の中には、税金をはじめとした、い

わゆる自力執行権、差し押さえをして換価、お金にかえるという自力執行権のあるものもあれば、

ないものもあります。そういうことと、それから、一括して一人の職員が複数の公共料金を徴収

しようとする場合に、法的な問題もあります。こういった問題を、この間ずっと整理をしてまい

りまして、平成２５年度はいよいよ一定の成果が受けまして、平成２５年度はいよいよ具体的に

走りたいと思ってます。 

それとあわせて、先ほど建設課長が申し上げてましたように、未収のところへこっちが出向く

んじゃなくて、まず振りかえを頑張ってしていただこうということとあわせて平成２５年度に役

場のコンピューターシステム、基幹システムが改修になります。このときに、いわゆる町内にも

たくさんのコンビニができましたので、２４時間、３６５日、対応していただけるコンビニ納付

も追及をしていこうということで、ごく一部、コンビニ納付が対応できない法律の規制があった

りしているものもありますけども、コンビニもどんどん活用していこうということで、未収金を

頑張って徴収していく、そのためには役場全体で一人の職員が複数の公共料金を対応できるよう

にすることとあわせて、振替納税とコンビニ納付、このことを今、考えております。以上でござ

います。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） きょうまでの各課、それぞれの縦割りじゃなしに一元管理というような方向とい

うようなことだと思って理解しております。 

もう一つ、福祉課長にお尋ねするんですが、保育料の滞納繰越調定額というんですか、これも

年々増加しておるんですが、こういった、いわゆる保育ということにつきましては、それぞれ親

御さんがお勤めになって、お仕事なさっておられるんじゃないかと思って理解しておるんですが、

子供さんの、こういう保育料なり、あるいは時間外の保育料にしても、なかなかこうして年々増
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加しつつあるという数字を見てますと、どういうことかなと思っておるんですが、課長の見解を

お聞きしたいと、このように思います。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） この保育料の滞納について申し上げます。先ほど、教育次長のほうからもありま

したように、この保育料については特に同意がなくても児童手当のほうから滞納については天引

きでけるというようなことがあります。そういったことで、平成２４年度はかなりの方が児童手

当のほうから天引きをさせていただいておりますので、もう強制的に本人さんが、給食費につい

ては同意が必要ですけれども、この保育料については児童手当から強制的に引けますので、そう

いった意味で本人さんの同意なしにいただけるということでいただいておりますので、平成

２４年については、かなりこの滞納分が減ってくるというような見込みを立てております。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） 児童手当から自動的に引き落とされるということでございますので、そうします

と、平成２３年度決算では１，９４３万円のものが、滞納繰越が調定額という形で繰り越されて

おりますけども、その分が、かなり減額になるということでございますね。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） この児童手当から天引きさせていただく金額といいますのは、滞納分も含めて引

かせていただくということにはなりません。現年度分の、これから先の分ということになってお

りますので、滞納分については担当職員以下課を挙げて徴収に回っておりますけれども、現年度

分の保育料のみ児童手当から引かせていただくということで、滞納分は、この児童手当から引く

ということはできませんので、その分については職員がお家のほうに行かせていただいたりして、

徴収に回っているという状況でございます。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） 私がお尋ねしているのは、滞納分のことについて、それぞれ今まで質問させても

らったんです。毎年２０％ずつぐらい滞納繰越分が増加してきているんですけども、こういった

ことの対応というんですか、このままやむを得ない事情なのか、その内容はわかりませんので、

いわゆる尐しでも、やはり歳入になる資金がこうしてたまっておるという形のことは、非常に担

当の課の方にすれば大変だと思いますけども、どういったことかなという形で、ことし一つ頑張

っていただいて、その現年度はもちろんのことですが、滞納分の、いわゆる回収にですね、ご努

力いただきたいということで質問をしておるようなことでございます。 

課長、滞納分のことにつきましての。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） 今、申し上げましたように、滞納分については福祉課の職員が行かせていただい

ておりますし、まず、現年度分はきっちり入れていかんと、それがすぐに、この年度は終わりま

すので、滞納につながっていくということですので、現年度分は先ほど言いましたように、児童

手当から引いて、なるべく尐なくなるようにしますし、また、滞納になった分については、本当

に正直に払っていただいている方と差ができてきますので、そのあたりについては福祉課を挙げ

て徴収のほうに回って、滞納徴収のほうに行かせていただいているという状況です。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 
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１ １ 番（小林庸夫） どういうんですかね、こういうことを、それぞれの課でお尋ねしたのは、過去に

も、いわゆる保育料につきましても、不納欠損をされておる年度も、平成１９年、平成２０年、

平成２１年とございますし、ほかの部門でも不納欠損されたとこもあると思うんですが、税につ

きましては、５年ですかいな、不納欠損のする対象というような一つの条例というんですか、そ

ういったものがございますけども、こういった税以外のものにつきましては、そういったものが

ないように思っております。民間でも、売上金が回収できないということであれば、やむを得な

いということであれば、いわゆる貸し倒れという形で処理するんですが、こういう公的な、行政

的な立場の団体というんですか、こういったところの、そういう債権の回収ですね。 

先ほど副町長も申されておられましたけども、そういう債権の管理条例といったようなものも、

やはり設けられて、一定のやむを得ないと、これ以上、帳簿には残っておるわけですね、回収で

きる数字ならいいですけど、どうしてもこれは、もう不可能だというのも、私もあると思うんで

す。そういったものをそのまま計上しておくというんじゃなしに、これはもう、どなたがごらん

になっても万やむを得ないというのは、やはり不良債権としてですね、削除していかれるという、

そういった一つの基準になるものが町としても設けられておくのがベストかなと、このように思

って、そういった滞納の分についての質問をさせてもらったようなことなんですが、副町長のお

考えをお聞きしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） どうしても、これは客観的に見て取れないなと、この人からは、もうこれ以上取

れないなという場合が確かにあります。昔は景気がよかったんだけども、今、例えば生活保護を

受給されておるであるとか、あるいは大きな災害に巻き込まれたとか、それから税法でいいます

ところの滞納処分をしようにも財産がない。いわゆる滞納処分の執行停止、それを３年間執行停

止が続きますと、執行停止の期間満了ということで不納欠損の理由になるんですけども、そうい

った事例は各課が、そういった事例の方をお持ちだと思いますので、不納欠損すべきもの、時効

が完成したものも含めまして、それは法律にのっとって不納欠損せざるを得ないとは思っており

ます。 

ただ、その間、手をこまねいておる部分については、それは問題がありますけども、一定の理

由がある分につきましては、不納欠損せざるを得ないものがあると思っております。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） きょう現在では、税については、そういった手続がとれる仕組みがね、条例であ

ると思うんですが、税以外のものにつきましては、具体的に、そういったものは、町卖独の、そ

ういった条例というんですか、債権の管理条例、そういったものはないわけですね。そういうも

のがつくってあれば、こういう一つの累積して何年も、どうしても、もう不可能だというような

場合も、やはり削除される、それにのっとって削除されるという一つの基本となるものがね、や

はり持たれるほうがいいんではないかなと思って質問したようなことでございます。 

それから、今までも、私も何回か指摘もしておるんですけども、いわゆる広告ですね、総合計

画の後期計画でも広告を取り入れて、そういった財源確保に取り組もうというようなことも一つ、

読ませてもらったような思いがあるんですが、いつごろから具体化される予定なのか、これ企画

財政課長でございますか、お考えがありましたらお聞きしたいと思います。 
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議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えします。バナー等を活用しました広告による収入ということについて

も、できる限り進めていきたいというふうに考えております。平成２５年度から行革の第２次も

スタートいたしますので、それの中で検討させていただきたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） 先ほど後期総合計画のきれいな冊子をいただいて、すごいのができたなと思って

びっくりしたんですが。例えば、ああいったもんでも裏表紙にでも一つの広告をとられて、そう

すれば若干でもね、町民の人にもなじみもできる、印刷代の一部にでもなるんではないかなと、

このように先ほど議員控室でも、ほかの方とも、ぼそぼそ話しておったんですが、そういった、

いわゆるわずかなことであっても、そういった取り組みというのを、ぜひ歳入をふやす努力もね、

歳出ももちろんカットしなければならないこともあると思いますけども、歳入を尐しでもふやす

方向をご努力をいただきたいと、このように申し上げまして質問を終わります。 

議  長（赤松孝一） ここで３５分まで休憩いたします。約１０分間。 

（休憩 午後 ２時２５分） 

（再開 午後 ２時３５分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

まず最初に小池教育推進課長より、先ほどの塩見議員の質疑に対しましての答弁が、報告がご

ざいますので、これをお受けいたします。 

小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） 大変申しわけございません。先ほど塩見議員の答弁の中で、大変誤った答弁

をしておりましたので、訂正をさせていただきたいというふうに思います。 

小学校のＰＣ教室のリース契約につきまして異動というんですか、平成２５年度での異動がな

いというように申し上げておりましたが、山田小学校のパソコン教室について、平成２５年の途

中に更新をする予定にしております。その辺でスペックとか、パソコンのＯＳ等、ウインドウズ

７への更新とかいうことがございまして、平成２４年度と比べまして、若干、予算がふえておる

ということでございます。よろしくお願いします。申しわけございませんでした 

議  長（赤松孝一） それでは質疑を続行いたします。 

質疑はありませんか。 

１７番、今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは、平成２５年度予算の２回目の質問をさせていただきたいというふうに

思っています。 

１回目に５％のカットのことを申し上げました。どうも財政課長とかみ合いがなかったという

ふうに思ってます。お互いに認識のずれがあったんかなというふうに思っております。もう一度、

このことについてお伺いをしたいというふうに思ってます。課長の言われた５％達成の目標です

ね、これは総予算の圧縮を目指していたんだと、こういう答弁だったというふうに思ってます。 

我々は、そうではなしに、もちろんそれは総予算の圧縮につながるということなんですが、通

常経費を５％カットしてくださいと、こういう通達を出されたというふうに私は認識をしていま

す。そういう意味で、議会でも議長はじめ我々でも議論をし、どこを減らそうかというふうなこ
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とでいろいろと議論したわけですけれども、財政当局からのお達しですので、我々も真面目に受

けとめてカットをしたと、これが現状でございます。 

この認識のお互いのずれがあるんですが、もう一度説明をお願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。今、予算編成方針で示されましたのは、予算の総額を圧

縮していくと、その目標として５％圧縮ということでございました。それを受けまして、その取

り組みの一つに通常経費の５％のカットを目標に削減作業を行おうということで、各課に依頼を

いたしまして、それを行っていただいたと。議会におきましても、それを受けて、議会の場合、

通常経費が、おおむねを占めると思いますので、そういう中で議会の予算についても、それぞれ

議員さんも含めて努力をしていただいたというふうに思っております。 

予算は、通常経費以外にも投資的な経費、臨時的な経費、それから人件費、交際費、こういっ

たものがございますので、通常経費の削減の取り組みを行うことに並行して、投資的な経費もか

なり抑え込みをさせていただきましたし、それから人件費につきましても、職員は３％カット、

特別職は５％カットということで、その取り組みも理事者からお願いをしていただいて、取り組

ませていただいて、トータルで、予算としては前年比２．１％の削減にとどまったということで

ございますが、流れとしては、そのような形で、ことしの予算編成に取り組ませていただいたと

いうことでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） そこの認識が違うんですね。課長は、その２．１％の圧縮だと、こういうふうに

ずっと、この議会で答弁されているんですが、通常経費１．１％、額にして四千数百万というこ

となんですが、通常経費を５％カットしてくださいと、こういう町長の予算編成の方針が出され

まして、それに平成２５年度予算から取り組んできたと、その中身は通常経費を５％カットして

くださいと、これが目標だったんですよ。それを総予算の圧縮２．１％というのは、尐し当初の

目的よりもずれているんではないかというふうに思うんですね。 

確かに、町長の予算編成方針の中にも課長が、この間、私に答弁をしていただきましたように、

総予算の大幅圧縮につながるようにという文言は確かにございます。でも、その項に３年間、平

成２５年度から平成２７年度、段階的に５％ずつ圧縮をすると、こういうくだりがあるんですね。

これは通常経費を圧縮してくださいという意味なんですよ。それは、ここにもありますように、

通常経費の要求額と上限の比較ですね、この一覧を出していただきました。 

ここに項目までずっと設定して書いてあるということは、これを減らしてくださいと、この延

長線上に、いわゆる総予算の圧縮、予算を縮小させていくと、こういう効果が当然あらわれてく

るんですが、これが大命題だというふうに我々は捉え、こうして実行してきたんです。そこの認

識がどうも違うんですね。もう一度お願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えをいたします。町長から示されましたのは、総予算の圧縮、目標とし

て５％を３年ということであったかと思います。それを受けまして、企画財政課として、どのよ

うな形で、それを進めていくかの一つに、通常経費の取り組みを各課にお願いをしたということ

でございます。したがいまして、議員さん方には、その通常経費の５％カットをする作業のこと
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だけが、色濃く残ったかもわかりませんけれども、私どもとしましては、予算は通常経費だけで

はなくて、投資的な経費、人件費、交際費、繰出金、それぞれございますので、それらを一括し

て査定をさせていただく中でトータルの５％カットの目標に努力をさせていただいたということ

でございまして、見解が違うというふうにご指摘ですけども、私どもとしては一貫して、そのよ

うな思いをいたしております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） なかなか溝は埋まりそうにありません。ここに町長の提案説明を持ってるんです

ね。この間、出していただきました。この中にも平成２５年度の予算編成に当たっては、通常経

費を５％圧縮するよう指示を行い、編成作業を進めてまいりました。しかしながら、全国的にも

見られるように、社会保障費の増大は避けて通れない現象であり、当町の予算におきましても、

そのような影響から、当初の目標とした通常経費の５％圧縮には、残念ながら到達することがで

きませんでしたと、こういう提案説明があります。 

副町長の事業内容の中にもあります。通常経費の５％カットの取り組みに議会費も、ご協力を

いただいたところでございます。これは通常経費の５％が目標だったんですよ。我々は、そうい

うふうに捉えてます。こちらは知りませんよ。理事者側は知りませんが、私も、あれから何人か

の議員に確認しました。全員が口をそろえて、それは通常経費の５％をカットするんだと、平成

２５年、２６年、２７年度、これが至上命題、町長の予算編成の方針だというふうに、皆、捉え

ているんですよ。だから、そういう観点から、先ほど申し上げましたように、議会費の中でも何

を減らそうか、本当に苦労しましたよ。だけども、５％以上、我々はカットさせていただきまし

た。しなければいけないと、こういう思いだったんですね。我々の認識は、先ほど申し上げとり

ますように、通常経費の５％カット、こういう認識でずっときました。 

この総予算の圧縮、それはもちろんそうだと思います。課長も答弁されてますように、合併当

時の１００億円から１０２億円、１０３億円、１００億円規模に戻したいと、そうしなければ、

これからの財政厳しい時代を乗り切っていけないと、それはわかるんですが、この平成２５年度

から２７年度までの特化された３年間、これは通常経費のカットを５％、これが至上命題ですよ。 

町長、ちょっと後になりましたけど、指名が。先にしてくれと言われてたんですよ。後になり

ましたけどお願いします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ちょっと認識の違いだというふうに思っております。指示いたしましたのは、ま

ず全体の５％の圧縮をしていくと、その中で各課から求めてきて、上がってきましたのが通常経

費の５％カットということです。といいますのは、それ以外のものというのは、それぞれの課で

いらえる金額ではないわけですね、人件費だとか、投資的経費だとか、そうしたものは、やはり

町長の権限に属するところですので、それらについてはできないので、自分たちの中でできる圧

縮の方法はという中で、通常経費を５％カットしていこうということで、企画財政課から、そう

いう指示を出し、そしてトータル的に５％の圧縮をしていこうということでございますので、決

して両方が、正しい間違いとか、そういう意味ではなくて、同じ数字の５％が出ましたので、混

乱が起こったんですけれども、全体として５％を圧縮していくと、そのためには通常経費も５％

圧縮することによって、それを達成していこうという思いが、そういう形で出てきたということ



－463－ 

でございますので、決して至上命令がどうだったかということについては、全体を５％圧縮する

と、その中で財政課のほうは通常経費を５％カットしていくということを提案してきましたので、

それについてはそういう形でいこうということで、それも指示したといえば、指示したというこ

とになりますので、ちょっと書きようは混乱してしまっている、聞いていただく場合に５％とい

うことが耳に残るというか、皆さんにとっても、そうことが耳に残ったんではないかと思います

が、決して両方とも間違いではないですし、そういう年度の当初に指示をしたということでござ

います。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） そういう意味では、もう一つ、指示の徹底と言いますか、そういうことができて

なかったんかなというふうな認識でおります。我々の解釈と、町長、あるいは財政当局の解釈が

違うわけですから、そこは町長のお考えになっとることが我々にも、やっぱり伝わらなかったと、

こういうことになりますので、次のときはですね、ぜひ中身がしっかり伝わるように、ぜひ我々

にも説明をいただきたいというふうに思ってます。そこで、平成２５年度から２７年度、３年間

の取り組みなんですね。平成２５年度、当初から５％の目標というのは、もう頓挫をしたわけで

すね。今回、達成できなんだ。総予算の圧縮にしたって２．１、半分もいってませんよ。通常経

費で１．１ですよ。この計画自体、当初から、もう頓挫をしたということですが、この平成

２６年、２７年度の取り組みはどのようにされるんですか。この中で、実際に議会のことを特徴

的に申し上げましたけれども、一生懸命取り組んで達成した部署と、そうでない部署というのが

あります。２年目、３年目は９５に落としたとこから、また落とすという話でしょう。落として

ないとこは、そのままなんですか。落としてないとこも９５まで削って、そこから落とすんです

か。どうもこの指示が破綻をしたように思うんですが、そこはいかがですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。当初５％カットを３年間と、通常経費においても同じよ

うに目標としてやろうということで行いました。今回、こういった取り組みは初めてでございま

した。したがいまして、どこまでそれがやり切れるかというのは、正直、未知数なところがござ

いました。しかし、それをやってみないと、トライをしないと、それは見えてこないというふう

に思っておりましたので、まず、それをやってみようということで、各課にご無理をお願いして

やってきたということでございます。 

結果、まちづくり本部会等でも、そのあたり議論をして、じゃあもう一回、見直し要求をお願

いしたいということをお願いをさせてもらうときにも、なかなかこれは通常経費だけでは、もう

限界だよという声もございました。したがって、これは当初の５％カットの目標というのは、こ

れはもう達成することは非常に困難だなということを、そのときに感じました。したがって、こ

れは予算再編成方針に、そういうふうには指示をされておりますけれども、もう尐し違った角度

で予算規模の圧縮作業を行っていく方向に切りかえていかないと、これは幾ら５％カット３年を

叫んでいても、前に進まないなというような思いを持ちました。 

したがって、今後、通常経費の、まだ削減し得るところは、その努力をしなければならないと

いうふうに思っておりますけれども、何回も、この本会議でも申し上げておりますように、通常

経費以外の事務事業のサービス水準のところで、やはりもう尐し、その水準を抑制させていただ
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くことをお願いをしなければ、これは思うところの予算規模には到底到達していかないというこ

とを感じております。ただ、そういったところに平成２５年度の当初予算編成で、この平成

２５年度の予算計上に向けた、そういった事務事業の大幅な見直しをさせていただくには、余り

に時間がないし、住民の皆さんにも混乱が起きてしまうし、それは平成２６年度の作業に、平成

２６年度予算の計上に向けての平成２５年度作業にさせていただかないと、拙速にそういった作

業に入っていくことはできないなというふうに思いましたので、ぜひそのことを平成２５年度を

スタートにさせていただきたいというふうに思っております。 

したがいまして、当初、ご指示いただきました５％カットの取り組みというのは全体予算にし

ましても、通常経費にしましても、これは一旦リセットをさせていただかなければならないなと

いうふうに正直感じているところでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 町長、最初に指名しました。今、財政当局から、もうこの指示では無理だと、こ

ういう今、お話があったんですね。そうすると、もうこの通常経費５％、３年間継続は無理だと、

違う手法も組み込みながらやっていきたいという財政当局の思いを今、聞かせていただきました。

そういうことを踏まえますと、このことをもう修正していただく必要があるんではないかなとい

うふうに思うんですね。この指示には従えないと、今、財政当局、言ってるんですが、これ修正

してください。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 指示に従えないということと、指示に従ったけれども、その結果できなかったと

いうことは、これは大きな違いがあると思うんです。 

今回は、そうした指示を受けて、財政当局のみならず、町の各課が必死になって、そのことを

実現しようとやった結果、１．何ぼでしたか、しか、それが縮減できなかったと、そういうこと

は事実でございますので、先ほど課長が申し上げましたように、私の、その指示の仕方が非常に

レベルが高過ぎたのかなと思いますけれども、現実それぐらいの思いでやっていかないと、これ

できないわけでございますので、全体の中で、せんだってから出てますように、事務事業を見直

したり、あるいは統廃合を進めていったり、そうしたことを含めた結果、到達できるような、そ

うした、もう尐し時間をいただく中での進めを早急にしていく必要があるというふうに思ってお

ります。 

今回も予算編成、一応、今回、そうした数値目標を掲げましたけれども、何とか全体の圧縮に

はつながったというふうに思いますので、やはりそれらを今後、この１年をかけてやる中で、そ

の数値目標というものも、実現可能な、また、可能でなくてもやらなければならない状況も出て

くると思いますので、次の予算編成については、そうしたことも考えながらやらせていただくと、

そういう目標を持ってましたけど、一応、予算としては平成２５年度のは、やらなければならな

い事業等も含めた中で、ご提案させてもらってますので、そうした今回の予算編成の過程も含め

て、今回、初めて取り組んだことについては、決して無駄ではなかっというふうに私自身は思っ

ております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 平成２５年度の取り組みで、指示に従って一生懸命努力をされたけれども、結果
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が出なかったと、こういう今、答弁だったと思うんですが。私が申し上げてますのは、この５％

圧縮は平成２５年度だけではないんですね。平成２６年度も２７年度も３年間継続して行うよう

な指示ですよ。ですけど、私が聞いたのが平成２６年度、２７年度の話を聞いたんです。もう平

成２５年度、結果出てますから。 

平成２６年度、２７年度については財政当局は、このままではとても無理ですと、いけません

ということをおっしゃっているわけですね。そのことを踏まえて、平成２６年、２７年度はどう

されるのか、この３年間、５％カットの旗はおろされるべきではないですかということを聞いて

いるんです。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほど課長も申し上げましたように、通常経費の、そうした数値目標につきまし

ては、やはり一旦リセットする必要があるというふうに思っております。それと、もう一つ、今

後については、やはりそうしたところでなかなか削ることができないということであれば、新し

い年度の予算につきましては、やはり政治的な判断の中で、どの事業を落とす、それは援助する、

そうしたやりくりをする必要があるというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） この取り組みの中で財政課長、私の質問が終わってから、ここで答弁をいただき

ました。その中で加悦中学校の件と、それから、ごみ処理の件をおっしゃいました。これから、

この事業費がかなり膨らんでくることが考えられると、それを入れますと、カットどころか予算

がふえる可能性というのも十分あるんですね。ですから、その部分は落とした中で、その計算を

していきたいということだったんですね。そういう答弁だったと私は聞いたんですが、それでい

いんですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。ご質問が終わった後の答弁で申しわけなかったんですけ

ども、あのときに申し上げたかったのは、予算には臨時的な経費、あるいは言い方を変えれば投

資的な経費、例えば中学校の改築事業ですとか、ごみ処理事業ですとか。ほかにも、例えば選挙

のある年は選挙の経費、あるいは国勢調査のある年は国勢調査の経費などについても、そういっ

た年度限定的な予算というものもございます。これらはこれらで、それを実施する財源というの

を別途充当してやっていくということになりますので、その部分については目指す１００億円の

事業のほかに計上しなければならない年度は当然、出てくるということを申し上げているところ

で、それらの事業分を、例えば１００億円から減らして、それらをやるんだという意味ではない

というふうに捉えていただきたいというふうに思っております。 

合併しました当時に、３町一緒にした一番最初の予算１０３億円ぐらいだったと思いますけど

も、そのときは、いわゆる投資的な経費というのは、ほとんど網羅されずに、それ以後、肉づけ

をしていって、予算が膨らんで新町の課題をやってきたという、こういう理解ですので、もとも

と必要な、標準的な予算というのが１００億円規模ではないかという、そういう見方をしており

ますので、そういった臨時的な経費については、補助金なり起債なり、それらを充当してやって

いくという方針になろうかと思いますので、それは標準的な事業費から差し引いて、それをやる

んだという形では、これは到底できないだろうというふうに思っておりますので、そういう意味
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で補足をさせていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 差し引いてという意味がよくわからないんですが、例えば、１１０億円になった

と、予算が。その中に、例えば５億円、そのごみ処理の関係で予算計上がされているという場合

に、１１０億円でカウントするんではなしに、１０５億円でカウントすると、こういう意味に捉

えたらいいんですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 財政として、管理させていただく仕方としては、今、言われましたような方

法になろうかというふうに思います。年度が限定された事業については、それを行う年度間につ

いては、その分、膨らみますけども、それが終われば元へ戻るわけですので、そういう考え方で

財政管理をしていくということであろうかと思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 加悦中学校の関係と、それから、ごみ処理というのは今年度から入ってるんです

ね、これ。平成２５年度予算の中に。加悦中学校５，３００万円、ごみ処理６，４１６万円、

１億円以上、これ入っているんですが、今回の財政当局が言われる総予算の圧縮２．１％、これ

には、この今、言った二つはカウントされてるんですか、されてないんですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） それは予算の中に計上された部分ですので、２．１％前年比減というものの

比較対象額には入っているということでございます。通常経費というものを見るときには、それ

らを除いて見ますけれども、今、お話のことでありましたら、それは予算に、その分は入ってい

るところですので、２．１％減の対象額ということに加わっているということです。 

ただ、これが平成２５年度は、まだその程度の額で終わっていますけれども、後年度は数億円

の規模のものになってきますので、あえて先日、補足をさせていただいたということでございま

す。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） そうすると、今回はカウントに入っているけれども、もっと事業費がふくらんで

数億円になったらカウントから外すと、こういうことですか。 

その基準がよくわからないんですが、もう一度お願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 厳密に言えば、この平成２５年度の、その二つの事業の予算については、標

準的な、私が１００億円を目指すというものの外にあるとは思いますけれども、平成２５年度に

ついては、それほど大きな額ではありませんので、一緒にお話をさせていただいているというこ

とでやって、今後の考え方としては、それは尐し切り離してさせていただくべきところではない

かなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 大体わかりましたけど、よくわかりません。今回は入れるけど、次から外すと、

そういう答弁でしょう。そういうふうにしか、私は聞こえないんですが、ちょっと私にわかるよ

うに説明してください。 
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議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） これから本番を迎えるという意識をしておりますので、設計であったり、そ

れから準備にかかる負担金であったりというものについては、もう通常のものにひっつけて、今

のところ心の中におさめていということであって、本来は、厳密に言えば、今田議員さんがおっ

しゃる形で言えば、その部分も１０９億円という、今回の当初予算から除いて、同じお話をすれ

ばわかりやすかったんですけれども、それは一緒に、今回は、話の過程では、そう含めてさせて

いただいているということであって、事業として捉えるなら除くべきということになろうかと思

います。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） わかっているつもりなんです。つもりなんですが、つもりだけかもわかりません。

今の、この５，３００万円と六千何百万円、これはカウントされているとね。そういう意味はわ

かるんですよ。だけど、次の予算が出てくるでしょう。平成２６年、２７年に、そのときに予算

が膨らんだら、それはカウントをしないという話でしょう、いわゆる。だから、そこの線引きが

どうなんですかということを聞いているんです。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） それは除いて線引きをさせていただいて見ていきたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） どうもかみ合いませんけど、除いてという意味はよくわかるんです。今回、この

トータルで１億円を入れられたと、次、何億が出たら外されるんかと、そういうことを私は聞い

ているんですが、そこもう一度お願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） そういう意味でいいましたら、１０９億円の予算をご提案していますけれど

も、その１億円を外して、１０８億円というレベルで捉えるべきだろうというふうに思っており

ますし、今後は、工事の段階に入っていきますと、それこそ数億円規模の予算で卖年度に上げさ

せていただくことになりますので、それを一緒に議論しますと混同しますので、それはそれで別

途ありますよということを申し上げつつ、目指す標準的な予算規模は１００億円ですよというこ

とを申し上げているわけでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） どうも私は理解できません。 

財政課長、個別に、またお話をしましょう。終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

１０番、山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） それでは、当初予算について、二度目の質疑を行いたいというふうに思います。

私は、商工観光課長にご答弁をお願いしたいというふうに思います。毎年２月にフランスにおい

て世界最大のテキスタイルの展覧会というものがあります。ことしも行われたわけですけれども、

その会場の中に、世界で１０社しか入ることができない展示ブースというものがありまして、こ

としは、その１０業者のうちの４社が日本の企業でありました。そして、そのうち二つの企業が

丹後地域の織物業者でした。その後も世界各国からのバイヤーが、この丹後の地に来られて、こ
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の丹後の産地でつくられるシルクの織物について高い評価を与えていると、そして、新たなる販

路開拓になってきているというようなお話がありました。この話から、私は一つのことを学ばさ

せていただきました。この丹後織物の産地として、私たちは長くから和装業界に製品を提供して

きたわけですけれども、この時代に入り和装業界だけではなく、例えば洋装の業界、あるいは室

内インテリアの生地としての提供も可能になってくる、そうした時代の流れというものを感じさ

せていただいております。 

こうした現状から、この地域をめぐる織物業界のあり方というのは、尐しずつですけれども変

化の兆しがあるのではないかというふうに思っております。また、町内におきましては、多くの

商工業者の方々が業種を超えて連携体制をとり、昨今、行われたココ丹後というイベントがあり

ましたけれども、そのイベントを通じて、新しく私たち商工業者は、どのような貢献が地域に対

してできるのか。あるいは、その連携の中からどのような活動を生み出すことができるのか、そ

うした活動を展開してこられております。 

この二つの昨今の現状から、私は日ごろからよく言われているように、この地域の商工業をめ

ぐる情勢というのが、必ずしも衰退傾向にあるわけではなく、衰退傾向にはあるけれども、新し

い挑戦のもとに、それぞれの企業が頑張っているのではないかと、私は、そのように捉えており

ます。こうした状況の中で、行政が果たす役割は何なのか、この点については深い議論が、恐ら

く商工観光課の中でもされてきましたし、それぞれの議員の方々、あるいは職員の方々が考えて

きたことだと思っております。この産業建設常任委員会の資料の１ページ目に、平成２５年度の

商工観光行政施策について、まとめがされてあります。このはじめにという欄におきましても、

その衰退傾向が嘆かれ、けれども廣瀬さんの例を挙げられまして、明るい兆しが出てきているの

ではないかというような記述もございます。 

こうした現状、私が申し上げたような現状と、商工観光課長が思われる、この町をめぐる商工

業の状況について見解を、相違があるのでしたら相違も含めて、ご答弁いただけたらと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。先ほど、ご報告のございましたヨーロッパの展示会というん

でしょうか、その部分も細かくはちょっと認識ができておりませんけれども、出展をされて、そ

の後のサンプルでしょうか、生地の提供ですとか、そういう部分では非常にオーダーというんで

しょうか、あるということはお聞きをしております。また、昨今の若い織物業界の若手の方が、

「ＴＡＮＧＯ＋」というようなグループの中で、いろいろなところで展開をされていることや、

それから東京でのギフトショーなど、ここ数年、そういう全国、また海外へ向けた販路開拓とい

う部分での取り組みは一定、理解をさせていただいてまして、販路開拓の部分での町の支援もさ

せていただいてます。 

私は、まさに、そういう取り組みを、織物、着物ではなくて、そういう取り組みを今後、進め

ていきたいというふうに思っていまして、着物の生地だけではなくて、いろんな、議員さんおっ

しゃるように、いろんな素材、カーテンであったり、クロスであったり。いろんな分野でも取り

組んでいただけないかなという部分で、今、織物業界の方、若手の方、商工会青年部の方、織物

機械金属センターの方等と、今、尐しずつ連携を深めていっておりまして、そういう中では先般

もヨーロッパのデザイナーの方が来られたときにも同席をさせていただいて、その方々の反応も



－469－ 

伺わせていただいて、非常に生地のすばらしさを体験され、織物現場へ行かれてもすばらしいと

いうお言葉をおっしゃっていたということも聞いてますので、今後、まさにそういう取り組みが

できて、また、この織物が、また、バージョンアップというんでしょうか、グレードアップでき

るような形で、日本ではなくて世界に広げていけるような取り組みができたらなというふうには

思っております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） ただいま商工観光課長からありましたように、これまでの和装業界に対しての、

織物業でいいますと、和装業界に対しての製品の提供だけではなく、提供先をある意味ふやして

いくというような取り組みが必要になってくると。そうした時代に入ってきているのではないか

と、私自身も思っております。 

先ほどの答弁の中におきましては、これから具体的な施策であったり、取り組みについて模索

をしていきたいというようなお話がありましたけれども、その模索を、どのようにされていくの

か、この点について、具体的なプランであったり、ビジョンがあるのでしたらお答えをいただき

たいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。ビジョンといいますか、今、考えておりますのは、先ほども

申し上げましたが、若手の方で組織されています「Ｔａｎｇｏ＋」ですとか、町内で頑張ってお

られます若手の織物業界の方々のグループというんでしょうか、お話を聞かせていただいて、そ

こでいろんな方向性というんでしようか、そういう部分を見出していきたいと思ってます。その

中では、丹後織物工業組合でしたり、織金センターでしたり、商工会の企機部の方でしたり、そ

ういう方々とお話というか、調整をしていきながら、方向性なりを見出していきたいというふう

に思っております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） 私は、この予算を提案されておりますけれども、その提案の大もとになるのは、

やはり常に方針だというふうに思っておりまして、商工観光課では、こうした方針を出していた

だきまして、それに伴う形で予算を計上していただいているというふうに思っておりますので、

この常任委員会の資料の１ページ、２ページ、３ページ、４ページにわたり何点か具体的に掘り

下げた質問を行っていきたいと思います。 

２ページの織物業の総合産地化、製造業から販売までという欄があります。この二つ目に織物

技術の伝承のために、商工会や織物業界との協働の中で担い手の確保であったり、育成の取り組

みを進めていくという欄がございますけれども、この担い手の確保、あるいは育成について、具

体的に来年度、予算で計上されている点がございましたらご紹介いただきたいのと、その具体的

な取り組みに対する思いを聞かせていただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。担い手という人材育成という部分でございます。これにつき

ましては、丹後ファッションウイーク事業の中で学生が、いわゆる美大生ですかね、そういうフ

ァッション関係の学生が、こちらへ来まして、実際に生地を選んだり、いろいろな機場等を見学

に行かれたりする中で、自分たちで、その生地を使い、そしてドレスなり、いろんなものをつく
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って、それをファッションショーというような形で発表しておられます。そういうような取り組

みの中で、また、次の展開として、私としては、その方々に、例えば織物を体験してもらう、実

際に織ってもらったり、そういうような取り組みができないかなと、この地域にしばらくの間、

泊まっていただいてというか、宿泊をされて、そのような体験ができたらなというような部分も

思っておりまして、ファッションウイークの中で取り組む事業として挙げておりますので、人材

育成という部分では、そこの部分での予算立てというのは別枠ではございません。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） ファッションウイークの取り組みの中で、担い手の確保についても模索をしてい

くと。その一つとして、大学生との交流の中から糸口をつかんでいきたいというようなお話だっ

たというふうに思うんですけれども、私もまさに、そのようなことを考えておりまして、これか

ら、先ほど申し上げたように、和装業界に対してだけではなくて、例えば洋装、インテリアに対

しての製品の提供を行っていこうという姿勢があるのでしたら、この地域には、これまでなかっ

た頭脳であったりとか、感性を入れていくことというのが非常に大切になってくるなと思ってお

りますので、この大学に焦点をおいた取り組みプラス、今現在、和装だけではなくて、ファッシ

ョンの業界であったり、インテリアの業界で活躍されている人たちにアドバイスをもらっていく

であったりとか、そういうような取り組みも必要になってくるのではないかというふうに思うん

ですけれども、この点についてはいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。そういう部分では、今回のヨーロッパというんですか、そこ

の出展といいますか、展示につきましても織物機械金属センターのほうのご紹介というんでしょ

うか、アドバイスがあったというふうに聞いています。そういう中では、そちらの織物機械金属

センターと連携しながら、そういうアドバイザーというんでしょうか、デザインであったり、カ

ラーであったり、いろいろな部分でのアドバイスをいただきながら、また、よりよい商品という

んでしょうか、そういうものができたらというふうに思っておりまして、この点も尐し各機関と

も尐し連携のほうを進めさせていただいてます。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） できるだけ成果を出していただきたいなというふうに思います。 

次に、午前中に杉上議員のほうからも議論がありましたように、観光交流について若干、お伺

いしておきたいというふうに思います。午前中の議論を思い返しておりますと、一人当たり、こ

の町に来られて７８０円程度のお金しか落としていかれないと、その大きな原因の一つとして、

この町には宿泊所が尐ないというようなお話がありました。この宿泊所が尐ないという現状を改

善していくために、各施設との連携を大切にしていきたいというご答弁もありましたけれども、

ここで一つ提案をさせていただきたいと思うんですけれども、これは２年ほど前の一般質問でも

提案をさせていただきました民泊の事業というのがいいのではないかというふうに思っています。 

この民泊という事業というのは、一般の方のお宅に、例えば織物体験をしながら、農家の体験

をしながら宿泊をされると、短期、中期にわたって宿泊をされていくというような取り組みなん

ですけれども、この先ほど午前中、課長がおっしゃったような取り組みの一つとして、この事業

を考えていくことはできないでしょうか。 
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議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。民泊の部分ですけれども、この地域、尐し民泊については、

まだ難しいのかなということを思っております。先進地といいますか、結構、その話、ちょっと、

この間、行きました椿サミットでも民泊の部分もございました。やっぱりそこの部分では、結構

きっちりとした組織というんでしょうか、取り組みの方法がございまして、非常にもうなれてお

られました。やっぱりそこら辺に関しては、本当にいいというふうには思いますし、その部分で

の活性化も、またできると思いますし、永住の方もできると思うんですが、そこの部分では、ま

だまだハードルが高く、頑張らなければならないというふうに思ってます。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 旧町のときに、野田川時代に宗田先生が、この野田川に入って来て、いろんな地

域のまちづくりにいろいろなアドバイスをいただいたりしたことがありました。ちょうどそのと

きに旅館業ですか、それでなくっても民宿のような形で、グリーン・ツーリズムという形で観光

といいますか、そういう体験も含めた、そうした人たちのグリーン・ツーリズムの取り組みをや

ってみてはということがありましたけれども、まだまだと言っておりますけど、その当時、もう

既に２０年もならないか、その当時でも、やはりもう農家の方たちが、もうそんなこと要らんと

いうような、そういう雰囲気ではなかったんです。ですから、そういういろんなことがあっても、

じゃあ誰がするのかというのが、いつも問題になるんですけども、そういうことをやろうと思う

人があることについては、我々も下支えというか、それを推し進める、いろんな手だては考えら

れると思うんですけれども、その辺のところの、まだ理解がなかなか難しいかなと、だけど、そ

ういうことをやってみようという、そういう気になっていただけるような、そういう仕掛けは必

要になってくるかなとは思っております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） この民泊の事業については、先ほど課長がおっしゃられたように、例えばＮＰＯ

の組織があり、その組織が母体となり事業を展開されている。そして成功されているといったケ

ースがほとんどでありますし、確かに誰がやるのかという部分は、非常に大切になってくる事業、

人と人とのつながりだと思っておりますので、この点については、私もできる限り協力させてい

ただきます。 

次に、質問を変えていきたいというふうに思うんですけれども、産業振興による雇用の拡大と

いう欄がございます。この欄の６個目に、工場から離れても作業は町内でできる仕事の誘致に努

めますという欄があるんですけれども、これは具体的に、どのようなことなんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。これにつきましては、以前、織物の場合ですと、お家の中で、

朝起きて、機が織れて、子供が育てれて、また、子供に御飯を食べさせて、また寝かせて、中に

は長時間お家のほうで仕事ができた。その後、家の中で、いろいろな内職が結構その後、出回っ

て、家の中でいろんな内職というんですか、手仕事というんですか、そういうようなことができ

た時代、家族で一つの家の中で生活をしながら、仕事をしながら、子育てができた時代だったと

思うんですが、そういう中で尐し今、そういう部分が大分離れてきておりまして、そんなような、

家の中でもできる仕事みたいなのが誘致できて、例えば、企業さんの下請というんですか、出機
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ではないですけども、そういうような家内労働のできるというか、そんなような仕事をちょっと

イメージをしておりまして、なかなか大規模な工場が来てというのは難しいと思うんですが、そ

ういう小さな仕事でもできるようなことをイメージをしております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） ただいま課長は、織物業のことを例に出されて話されたわけですけれども、もう

尐し具体的に、例えば織物業以外の職種についてでも、例えば、この仕事だけの誘致ができると

いうふうに思っていらっしゃるのであれば、その見解についてお伺いしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） ちょっと、あまりはっきり今は申し上げにくいところはあるんですけども、

仕事の内容として、完成品がありますけれども、これの一部の仕事の加工部分を外注に出されて、

そして、何工程か家を回られて、それが、また、工場へ返って完成品になるというようなイメー

ジなんですけど、ちょっと今、余り細かく申し上げにくくて申しわけございません。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） その案もあるでしょうけれども、以前、一般質問などで質疑をさせていただきま

したけれども、例えばインターネットを通じた仕事の誘致については、例えば、どこに本社があ

ろうともインターネットがつながっているところであれば、作業ができたりとかする環境が整っ

ております。こうした点を含めて、恐らくこの仕事の誘致というのは展開されたほうがいいので

はないかというふうに思うんですけれども、この点についてはいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 議員おっしゃるとおりで、インターネットのこともちょっと、私、抜けてお

りました。その部分での事業もできればというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） ありがとうございました。この施策の方針につきまして、幾つかの質疑をさせて

いただきましたけれども、今、答弁いただいた内容、比較的前向きなご答弁だったかなというふ

うには思うんですけども、この成果を来年度中、あるいは再来年度中には出せるように継続して

努力をしていただきたいというふうに思います。 

次に、この資料の１３ページなんですけれども、観光振興の欄で観光宣伝事業というものがあ

ります。この一番最後に観光意識調査実施の経費というものが上がってるんですけれども、この

観光調査、どのような調査なんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。これにつきましては、いわゆる観光のニーズ調査というんで

しょうか、この中では、例えば与謝野町をご存じですかと、来られたことがありますかとか、与

謝野町の中で何をご存じですかという部分であります。そういう中で、我々の思っているレベル

と、本当に、ほかの全国の方が、どんなようなイメージでおられるかというようなギャップの中

で、ニーズはどういう部分にあるんだとか、これが欠けているとか、そういう部分を実際に専門

家といいますか、観光業の専門的な部分で調査をいただくというような内容で、それをどう生か

していくかということでございます。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 
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１ ０ 番（山添藤真） ただいまのご答弁では、専門家の方の協力を得ながら、この調査については行っ

ていきたいということだったというふうに思うんですけれども、例えば誰を対象に調査をしてい

くのか、どういうようなアプローチで、その回答を得ていくのか、こうした調査の設計について

は、専門家の方に丸投げするわけではなくて、例えば、商工観光課のほうである程度の案がある

のでしたら、この点についてもお伺いしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。案といいますか、こちらのイメージとしましては、年齢層的

には結構幅広い年齢層になると思います。それから、これについてはインターネットなんかでの

やりとりでの調査なんかもできるのかなというふうに思ってますし、ある程度、こちらからの内

容提案をできる形になっておると思いますので、与謝野町に合うような形でしたり、京都府北部

のエリアのことであったりということで、考えております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） これは参考にしていただいたら結構だというふうに思うんですけれども、統計調

査を行う場合、幅広い年齢層を対象にするという方法もあるんですけれども、恐らくより効果が

高いのは、より限定した年齢層、あるいは職種の人たちに対しての調査を行っていくということ

だというふうに思います。 

こうした調査を行っていくことができるのは、一体どういった人たちが、この町に来てほしい

のか、どういった人たちに、観光でこの町に、この地域に来てほしいのかという明確なビジョン

がないと無理だというふうに思うんですけれども、この観点はいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。確かにそうだと思っております。ターゲットだったりという

ところの絞り込みも必要であるというふうには思っておりますので、そこら辺、また検討してい

きたいと思っております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） 検討していただくということなんですけれども、これは必ず限定されたほうがい

いというふうに申し上げておきますので、誰に、この地域に観光で来ていただきたいのか、どう

いった人たちが、この町に来てほしいのかということを明確にしていただきながら、この事業に

ついては進めていただきたいと思います。以上です。 

議  長（赤松孝一） 山添議員、ちょっと一つお願いしときますけど、山添議員は産業建設常任委員会

の副委員長でありますので、こういったことをより深く委員会で、もっともっと今みたいな熱心

な建設的な前向きな協議をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは、ここで５５分まで休憩いたします。 

（休憩 午後 ３時４２分） 

（再開 午後 ３時５５分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

質疑ございますか。 

井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） それでは、一般会計の２回目、２回目で終わりですので、やらせていただきます。
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山添議員のヨーロッパから、ちょっと与謝野町に戻って、与謝野町の質問をさせていただきます。

最初に糸井議員や勢旗議員の関連質問みたいになるんですけれども、橋立中学校の宮津市との関

係です。町長、これは２７日の新聞を見て、初めてということを言うておられましたね。本当に

全然初めてだったのかどうか。というのは、その前に委員会の中では、宮津市の室長が与謝野町

に来られて、こういうような格好で考えておるという程度、これ後でまた聞いたらいいんですけ

ど、そういうことがあったように聞いておるんですけども、町長は、そういうことは一切なしだ

ったということですか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そういうことがしたいんだという話は、統合をしたいんだという、そういう希望

はあるということはお聞きしましたけれども、じゃあ具体的に平成２６年だとか、全くそういう

こともないですし、そのことについてきっちりとお話を詰めて聞いた、そういう記憶はないんで

す。きのうも市長にお会いして、ちょうどほかのことで会いましたので、一度きちっと経過等を

説明してくださいということを言いましたら、さっそくきょう連絡が入りまして、４月に入った

ら、すぐそうした場を設けて、もう一度きちっと説明させていただくということでしたので、は

い。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 和田次長、どういうことが何日にあったか、ちょっと説明をお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 和田教育次長。 

教育次長（和田 茂） お答えをいたします。この件につきまして、宮津の尾﨑室長が見えたのが中学校

組合の開会日の前の週の金曜日だったというふうに思っておりますので、２月２２日ですか、

２２日にお見えになったようです。ちょっと私、そのとき同席してませんでしたので後で聞きま

したけども、２２日にお見えになって、その橋立ではなくて、養老とか日置中学校の橋立中学校

への再編についての地元への説明に入っているということで、宮津市の統廃合の考え方を一定、

説明を受けたということでございます。 

そのときには、２６年４月からとかいう話が出ておったかどうか、私もちょっと同席してませ

んので、わかりませんけれども、具体的に、その場でも、そういったことなら再度、以前にもち

ょっと申し上げとったようなんですけども、再度、管理者のほうへも正式に、そういう話をつな

いでほしいというふうに申し上げたところが、次の週の２５日の新聞に載ってしまったというふ

うなことで、我々も本心驚いたというのが実情でございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 今の話が教育委員会のほうから町長に行ってたかなということが、ちょっと気に

なったもんでお尋ねをしたということです。前にも宮津市の、いわゆる学校の統廃合というのか、

編成がえのことが新聞に出まして、そのときにも私は垣中教育長に聞いたら、全然、何も宮津市

からなかったということで、今回が二度目だということで、あのときに教育長のほうから宮津市

には要望されたと思うんです。そういうふうなことを勝手にやらないでくださいということ、今

度、また繰り返されたということで、このことについては、私は大変残念だなというふうに思っ

ております。 

そこで、この間、糸井議員の答弁に、町長はしっかりと打ち合わせをしながらということで言
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うておられたんで、早くやってほしいと思うんですが、私のほうから、ここでちょっとお願いし

たいのは、いわゆる私、いつも申し上げておりますように、学校は子供たちが为役であって、子

供たちのためにあるわけですね、それで、こういう記事が出て、養老地区については既にもう説

明がされておるわけですね、宮津市のほうで、橋立中学校で受け入れ体制が全然整わなければ別

にして、整えれるような状態であれば、ぜひとも子供たちのためにも、和田次長のほうから今は

ありませんでしたけども、子供の数も、もう大変な状態のようです。そやから、できるだけ早い

こと受け入れたってほしいなと、平成２６年度でもということが一つと。 

それからあと、やっぱりバスとかありますわね、その辺のことについてはしっかりと宮津市の

ほうの負担でやらせるということぐらいは町長の腹づもりとしては持っていただきたいなと思っ

ておるんですけれども、いかがでしようか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） まだ、はっきり申し上げて、一体、養老中学校の生徒さんが何名おられて、どう

いう状況でということ、全くわからない中で、ちょっとそのことについては、今回４月に入って

お聞かせいただく中で、きっちり確かめた上で判断がしたいと思います。ただ、立ち話的に、こ

ういうことを考えているんだということは市長からお聞きしましたけど、ただ、そのときには、

何年からだとか、どういう状況で地元へ説明に行くんだとか、そんなことは全く聞いておりませ

んでしたので、それらについても、やはり宮津市さんだけでできる話ではないんで、与謝野町に

もきちっとお話をしていただきたいということで、再度、申し入れをさせていただきました。 

今の段階では、人数的には多分受けられる状況でしょうということは申し上げましたけれども、

それで、もうオーケーが出たと思われたのか、それにはやはり、そんなトップ同士の話ではなし

に、議会もありますし、住民の方も当然ありますし、そうした方の理解を得た上でないと、それ

は無理ですので、そうしたことをちょっと苦言を申し上げました。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 教育長にお尋ねします。 

宮津の藤本教育長さんですか、そういう話を、その後、苦情を言われて、そういう話をされた

のかどうかということと。与謝野町の教育委員会として、そのことに対する会議をなされたのか

どうかについてお尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） 経過等につきましては、糸井議員の質問にお答えしたとおりでございます。先ほ

ど、また、次長のほうに質問がございましたけれど、次長、同席しておりませんでしたので、あ

のような答弁になりましたけど、中身は変わっておりません。つけ加えますのは、そのときに管

理者である町長には、この話を市長のほうから入れてくださいということは、いつも念を押して

言ってることでございます。しかしながら、それがなかったと、全く、それから期日等はござい

ません。したがいまして、新聞に出た、その後、事務局レベルで、次長のほうから向こうの室長

のほうに抗議と申しましょうか、苦言を呈してもらい、そして、やはり管理者の町長のほうに、

市長のほうから話を入れてほしいということの申し入れをさせていただきました。 

なお、組合議会の午後、私の教育委員の選任同意の議案がございましたので、それを受けまし

て組合の教育委員会を開きました。その席で、宮津の藤本教育長も組合の教育委員でございます
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ので、その統合の期日の問題についての考え方というのは聞きましたです。それが、今までの経

過でございます。以上です。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） できるだけ、うちのほうが急ぐことかどうかわからんですけれども、子供ものた

めにということで、できるだけ早く解決がしてあげていただきたいなということをお願いをして

おきます。 

次に、勢旗議員が質問をしておりました、先ほども出ておりましたけれども、大江山の体育館

の屋根の修理ですね、９，９００万円ですか、１億円、これについては、どうしても、私はなか

なか納得ができない数字だなというふうに思うんですが、勢旗議員の答弁にも、いわゆる全体を

いらうから、そうなるんだろうと思うんですけれども、ステンレスとか、そういうものは大丈夫

だと、いわゆるつなぎ目だとか、窓やとかということでしたけれども、そういうことで、なぜ

１億円もかかるのかなと、そして築後２８年ぐらいですね、ということは加悦の小学校が建てら

れたのが昭和５３年ですので、これも二十何年ですね、一緒ぐらいの年数ですね、大体一緒ぐら

い。 

そこで、なぜそんな大修理を、屋根を総がえするほど１億円も金がかかるんかなというあたり

についての説明をちょっとお願いをいたします。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。大江山の体育館につきましては、平成２４年９月に調査を

させていただいております。今回、改修させていただきたいと思っておりますのは、ちょうど体

育館の部分と、それから柔道場が入っております陸屋根、いわゆるコンクリートの打ちっ放しが

してある部分が、二つそういうふうな構造になっております。柔道場が入っておる部分につきま

しては、このコンクリートの打ちっ放しの上に防水シートを張ったような格好で、当時はできて

おります。今回、その部分がもう务化をしておりまして、再度、防水シートを張らせていただい

て、漏水をとめたいというふうに考えております。 

それから、この間、推進課長のほうが申し上げておりましたけれども、アリーナのほう側につ

きましては、いわゆる鉄骨のサッシュの部分が、それがガラスという型で一体的に設置をしてお

りまして、そこの部分が相当腐食しておるというふうなこともございまして、今回、その部分を

アルミサッシュに変更させていただきたいというふうに考えております。その部分が約

２，０００万円ぐらいかかるというふうに言われております。もちろん、言うたら今回の、それ

を一旦外してしまおうと思いますと、外部足場というのを設置しなければ、それを取り除くこと

ができません。したがいまして、その外部足場に約６００万円ぐらいかかるというふうに言われ

ております。 

今回、議員のほうからおっしゃっていただきました屋根の部分につきましては、これが大体、

今の、ほのアーチ式の屋根になっとるわけですけれども、アリーナのほうにつきましては、大体

約３５メートルぐらい幅があるというふうに言われておりまして、特に今回、そのアリーナの部

分のステンレスの部分が、いわゆる熱変形、いわゆる長い期間、熱が当たりますので、それによ

って変形が生じておりまして、ひずみが出ているというふうなことでございます。今回、今のス

テンレスの表面部分につきましては、先ほどから、ご指摘をいただいておりますように、問題は
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ありませんけれども、その部分が今後も、例えば１０年とかいうことになってきますと、やはり

また、ひずみが大きくなるだろうというふうなことでございましたので、この部分につきまして

は教育委員会、また、私どもと含めて調整をさせていただきました。 

今回、今の鉄骨のサッシュの部分をやり直すということで、外部足場を設置するということで

ございましたので、この際、今の外部足場がある間に、屋根の部分につきましてもカバーをさせ

ていただくほうが、今後２０年、そういった段階でも、それのほうがもう、例えば、屋根をまた

ふきかえるということになりますと、また、外部足場を設置せんなんというふうなことを、将来

的なことを見越す中で、今回、今のステンレスの屋根の部分につきましても、ガルバリウム鋼板

というものを張らせていただいて、やっぱり今後、その部分について補修はしなくてもよいと、

今後２０年、３０年、そういった段階でもつような補修をさせていただこうということで、今回

の部分につきまして、ステンレスの部分にもカバーをさせていただいて、長くもたせていこうと

いうふうなことで、このような予算を組ませていただいております。 

先ほどもありましたように、アリーナの部分以外にも、もう外部の部分につきましても、クラ

ックが入っているような状況が見られますので、その部分につきましては、Ｕカットだとか、そ

ういうふうなクラックの補修をさせていただくというふうなことも考えておりますし、それから、

アリーナの床の部分も漏水によって一部、どういうんですか、直さなければならないというふう

なところもございますので、その部分につきましても、今回、直させていただきたいというふう

に思っておりますし、それから、内部の照明の部分につきましても、今回、ＬＥＤに直させてい

ただこうと、そういうふうに思っておりまして、この部分につきましても内部足場が必要だとい

うふうなことから、このような事業費になってくるということでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） ステンレスを屋根に使うということは、私は５０年は大丈夫だということで設計

をされたと思うんですけれども、今回の、そういう状態になったときに、当時の設計事務所なり

施工業者に問い合わせ等なり、いずれかの連絡をとられましたか。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） 今回につきましては、町内の建築業者さんのほうに、建築業者さんというよりも、

そういった設計士さんのほうに調査をさせていただいておりまして、その結果に基づきまして、

このような改修の計画を立てさせていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 私が聞いたところでは、その当時の設計された方が大阪においでるというふうに

聞いております。そのことは、やっぱり念頭に置きながら、町内業者が優先でありましょうけれ

ども、３０年もたたん間に１億円も金をかけて修理をせんなんということの、やっぱり大きな問

題は、当時の設計の方にも、私はやっぱり聞いていただくべきではなかったかなということを申

し上げておきます。 

時間もたちますので、以上で終わりますけれども、今後の施工についてはしっかりと、どうい

うんか、検証をしながら、できるだけ安く上がるような方法でやっていただきたいなと。２０年

ぐらいもつ言われましたけど、２０年か３０年、また２０年、３０年先に１億円もかかったんで

はたまりませんので、その辺よろしくお願いしときます。 
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次に、副町長、お願いいたします。予算の中で、その他の町有、これは２８ページか３０ペー

ジですか。その他の町有財産の貸付料として６７万円ほどあるんですけれども、これについては

何筆で何平米の分でしょうか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 予算書３０ページ、土地建物貸付収入の説明欄、一番最後のところに、その他町

有地土地建物貸付料として６７万１，０００円ございます。これは土地と、それから建物、施設、

合わせて１３件の貸付収入でございます。土地が１２件、それから施設が１件で、土地について

は駐車場として複数の方が利用されている土地もありますので、対象の人数は１６名でございま

す。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） これについては、過日も申し上げました、遊休資産の部類に入る部分も入ってお

るということですか、それとも貸し付けの部分ですか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 以前申し上げましたが、公有財産の中で、いわゆるＥ区分、契約の継続という中

に入っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） その中に、以前の古い加悦の、いわゆるクリーンセンターが、今は、ほかのこと

で使用されとるわけですけども、クリーンセンターの関係で、去年の決算を見ますと

１，４００平米ですか、という土地が、どういうんですか、何か、そういう貸し付けの土地があ

るんですけど、その部分も含まれておるということなんですか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 予算書３０ページ、今、申し上げました、上から二つ目に旧クリーンセンターの

車庫の貸付料ということで、車庫の貸し付けを行っております。２１万６，０００円でございま

す。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 先ほど言いました６７万円の中に、田んぼの部分があるというふうに聞いておる

んですけれども、その分については、何か売却でもできるようなところではないかということで

ちょっと質問したんですけれども、その点についてはいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 今、議員が言われました土地につきましては、所在地は三河内なんですけども、

田んぼとして、現在、有償で貸し付けを行っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 遊休資産の有効活用ということで、売却も含めてということを、この間から申し

上げております。それを何とか買ってもらうというような話はされておるんですか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 現在、お貸ししてます方の田んぼが隣接にありますので、加悦の地域振興課が窓

口になりまして、毎年売却の話はさせていただいておるんですが、やはり値段が相当、お互いの

言い分が、値段の乖離がありまして、実際の売買には至っておりません。 
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議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） 私のほうからも尐し補足で説明をさせていただきたいと思います。 

ご指摘の土地につきましては、水田２筆１，６８０平米ほどございまして、現在、三河内の方

に耕作をお願いしております。年間１万３，４００円ほどで、１万３，４００円ほどの使用料を

いただきまして、管理をしていただいております。二、三年前に一度、鑑定士で依頼しまして、

交渉をしましたけども、実勢価格と鑑定価格とが、あまりにもかけ離れていたということで、売

買が成立しませんでした。最近も実勢価格に合わせた形で、一度お話をしたいということで声か

けはさせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） こういう財政のときですので、できれば、どういうんか、京都府の中でも北部に

ついては、どんどん地価が下がっております。そのことも考慮しながら、できるだけ田んぼとい

うのは町が持っておってもしゃあないということで、その辺のことは考慮しながら、できるだけ

処分するというのも一つの方法やないかなと思いますので、そのことだけ最後にお願いをしてお

きます。 

次に、都市計画の部分ですが、２３２ページに１，６８０万円、都市計画の予算が出ておりま

す。都市計画については、あまり前向きにやっていただけないという状態の中で、１９．３％も

増額になっとるんですけども、これについてはどういう意味ですか。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。都市計画総務費一般経費の部分だろうというふうに思って

おります。 

これは、今の報酬だとか、旅費だとか、需用費だとか、そういったものを上げさせていただい

ておりまして、昨年は、これ都市計画、委託料かなんかで５０万円みさせていただいとったとい

うふうに思っておりますので、昨年に比べますと、たしか経費の部分につきましては、ことしの

ほうが尐ないというふうに私は理解をさせていただいておるんですけれども。 

議  長（赤松孝一） 井田議員、質問ありませんか。 

井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） ２３１、２３２ページに都市計画費として都市計画総務費、人件費も含めて

１，６８０万円になっております。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。この部分につきましては、全体で、昨年よりも事業費をた

くさん使わさせていただいております。それにつきましては、街路整備事業の関係で８００万円

ほど今回、新たにさせていただいておりますので、その部分で費用がふえておるということでご

ざいます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 都市計画も８００万円はいいにしても、その１，６００万円ほど、なぜ余分にか

かるのかということと。 

それから、あともう一つ、ついでにお聞きしますけども、都市計画の審議会は開いてないとい

うことなんですけれども、４万５，０００円ついとるわけですね。これはどういう意味。 
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議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） これは、都市計画の審議会の報酬がついておるのはなぜかということでございま

すけれども、これは今、都市計画が入っておりますのが、岩滝の部分が都市計画の区域に入って

ございます。したがいまして、今、岩滝の部分につきましては、まだ、都市計画事業というのが

残っております。と申し上げますのも、例えば、弓木岩滝線だとか、そういった都市計画事業の

部分が残っております。この部分を変更しようというふうな話がございますと、当然、今の岩滝

地域の全部の部分が入っておりませんので、岩滝地域の部分で、そういった委員会を持って検討

していただかなければならないだろうというふうに思っておりますので、この委員さんの報酬を

上げさせていただいております。 

それから、もう１点、事業費がふえとるという、申しわけございません。この部分につきまし

て説明をさせていただきます。先ほども言いましたように、この部分につきましては、今の街路

整備の関係を、予算を上げさせていただいておりまして、これはどこかと申しますと、今、役場

の横からちょうど岩滝海岸線のほうに抜ける道路があると思いますけれども、あそこの部分に若

干、２メートルほどの余地が、両方残っております。この部分につきましては、浜町区さんのほ

うから、あそこの部分の歩行者の安全を確保してほしいというふうなことがございまして、今回、

平成２５年度で歩道の整備を予定をさせていただいておるということでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 審議会の細かい金額のことで私、申し上げておりましたのは、この間、質問した

ときに、最近は審議会が開かれてないということでした。だから、ことしは何で開く予定が頭か

らあるのかなと、もし予定があるなら、それでよろしいし、予定がないのに４万５，０００円と

いう金額が上がっておるのであれば、私は科目どりだけの１，０００円というので予算計上され

て、補正で組まれるというのが従来のパターンではなかったかなというふうに思ったので質問を

しております。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。この部分につきましては、いつも合併以来、今の報酬の部

分を上げさせていただいております。それは、先ほど議員がおっしゃったこともあるかもわかり

ませんけれども、我々としては、今の旧岩滝町の部分で、そういった事業が残っておりますので、

それらを、やはり変更しようだとかいうことになりますと、当然、その部分につきましては、今

の岩滝地域の部分でございますので、当然、その部分につきましては、地域の方から、そういっ

た変更する場合については、やはりそういった委員さんを選んで調整を図るべきだというふうに

思っておりますので、この部分につきましては、従来どおり上げさせていただいておるというこ

とでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） これまで、普通の年だったら私、何も言いませんけれども、今回、先ほどからと

いうんか、この間から出ております５％カットということで、できるだけ経費を落としてという

中で、使うか使わん経費をなぜ落とさなかったのかということで言わせていただいたということ

だけはちゃんと申し上げておきたいと思います。 

それから、町長お願いいたします。総合計画、基本計画のときに岩滝の保育所、幼稚園のこと
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を申し上げましたら、町長、ことし２５年度の頭にというような話もちらっとありました。今回、

幼稚園費を見ておりますと、去年とは変わらん予算なんですけれども、格好としては一応、進む

という計画をされておるのかどうか、この件をお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） せんだってもちょっと申し上げたかわかりませんが、平成２５年度に入ったらす

ぐにでも、そうした与謝野町の保育所、幼稚園、どういう形にしていくかということについて、

内部でも、もう一回、方針をきちっと立てたいと思っております。 

今までにも学識経験者の方たちに、保育所については一定の調べをしてもらって、中身的には、

もう今のままでいいという答申といいますか、そうした案をいただいたんですけれども、それか

らもう既に、やはり子供の人数等にもアンバランスが出てきてますし、もう一度、できるだけ早

い時期に、この平成２５年度中といいますか、早い時期に、そうした結論を出していきたいと思

ってます。そうしたことにつきましても、ことしの町政懇談会あたりは、それらの理解を得るた

めの町政懇談会にしたいなというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 私は、できるだけ早いことやっていただきたいというのは、この間、聞いたこと

もありますし、それから建築が４１年なんですね、もう４６年も７年のたっとるわけですね、そ

してもうＩｓ値が０．２４とか０．６、だから、これはもう大変危険な建物であるということで、

できるだけ早く急いでいただきたいなという思いが強かったもんで、そういうことで、できるだ

け平成２５年度に早く、どういうのか、調整していただけるような段取りがお願いしたいなとい

うことで、質問させていただいたということでお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ただ、今の段階でどうするというところまでいっておりませんので、どういう形

のものをどういう場所に、どういう年度にというようなことについては、全く白紙ですので、そ

れらも含めて真剣に考えたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） この間もモデル的なケースででもやりたいなということの町長も思いも聞かせて

いただいておりますので、期待をいたしております。よろしくお願いをいたします。 

次に、予算の件ですけど、今回、財政調整基金を４億２，０００万円入れられて、ほいで借金

のほうを４億３，０００万円減らされたというような財政で、いわゆるかなり厳しいという状態、

健全な、いわゆる財政計画を、財政の健全化を今後は目標にしなければならないということだろ

うというふうに思っております。 

そこで、歳出の件についてはきばって出てましたし、入りの部分についても出たんですけれど

も、私は、この財政の健全化をしようと思うと、やはり町民の皆さんの協力がなかったらできな

いん違うかなというふうに思っております。先ほども小池課長も、いわゆる体育館を含めた使用

料の見直しをということを言うておりました。そういう使用料について、町長としては町民負担

が尐々ふえても、やっていかなければならないという心づもりでおいでるのかどうか、その点に

ついてお尋ねをしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） まだ、それらも具体的には考えてはおりませんけれども、やはりアンバランスが

あるようなものについては、それを考えていく必要もあるというふうに思いますし、そのほかの

ことにつきましても、できるだけ、その痛みが余り大きくならない程度にと言うたら失礼なんで

すけども、辛抱していただける部分は。やはり受益者負担みたいな形を取らざるを得ないなとい

うふうには思っております。それらもやらなければならない大事な作業の一つだというふうに思

っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） あまり私も言いたくはないんですが、やはり町民の協力がなければ財政の健全化

というのは無理じゃないかなという思いが強いから、こうして申し上げとるんですが。 

例えば、先ほど言うた使用料のこともそうですし、体育館だけやなしに、全ての使用料につい

ても。それから、あとはごみ袋の有料化だとか、いろいろと町民の方々に、そのことを理解して

もらえる何かの、ぱっとインパクトのあるもんを、町民の方々に理解をしてもらうというのも大

切じゃないかなというふうに思っておりますので、その点も含めて。 

それから、前から出ております、いわゆるプラントの肥料ですね、これも５０円ということで

ずっといっとるわけで、１７万６，０００円という、ほんまに微々たるもんですけれども、

５０円では安いという意見が出ておりましたわね。そういうような全てのことについて見直しを

していただきたいなということで、私のほうは希望するんですけれども、その辺についてはどう

でしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） いろいろな角度から、それらについては見直しする必要があるというふうに思っ

ております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） もう時間がありませんので、あと、私のほうが一方的に言うだけになるかもわか

りませんけれども、指定管理の部分についても、やはり指定管理を続けるのか、それとも指定管

理者に、もう一任をするのか、どうしてもできない部分もあるんですけれども、その辺のところ

も見直しをしていただいたり、機構改革のほうも当然やっていただかねばならないと思うんです

けれども、機構改革をやっていただこうと思うと、そういう、いわゆるサービスをどこまで低下

をさせてでも、町の健全化を図るんかということになっていこうと思うんですけれども、その点

については、やっぱり機構改革とサービスの低下というのは一体だというふうに私は思うんです

けれども、町長の見解をちょっと伺って終わりたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） いろんな形での事業の見直し、あるいは、この議会でも議論させていただいた中

のことにつきましては、当然していく必要があると思うんですけど、ただ一つ、やはり町民の皆

さんの協力をお願いしたいという中で、例えば、前、ごみの焼却のことで町民の方にお願いした

んですけれども、ごみは全部重さで計量されますので、例えば、ごみを出すときに、可燃ごみで

も食べ物の残りくずでも、水気をよく切っていただいたら、それだけ軽くなるわけですから、そ

のひと絞りでも、積もり積もれば焼却施設の負担がなくなる。また、それの経費が安くなる、そ

ういう形で、やはり家庭の始末と一緒で、小さい積み重ねが大きなあれになりますので、そうい
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う協力も、これは町民の方にしていただく必要があるかなと思いますし、節電も、そうだという

ふうに思いますし、みんなでそうした、楽しく節電したり、楽しく減量したり、エコの取り組み

をする中で、無駄なお金を使わないという、そういう取り組みが町ぐるみでできれば、すばらし

いなと思っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） もう１点だけお願いいたします。最後に、舞鶴あたりで事業仕分けの審議会をつ

くられてやられましたわね。毎年、平成２６年、２７年に５億円とか落としていこうと思うと、

そういうことも必要ではないかなというふうに思いますけれども、町長、そういうことを、やっ

ぱり検討していただきたいという思いを込めて質問するんですけれどもいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） それらの皆さんの力をかりるということも一つだと思います。でき上がりました

総合計画にしましても、行政改革大綱にしましても、町民の皆さんでつくり上げてきたもんです

し、それを実行していこうと思うところには、どうしても始末が必要になってくる、それらにつ

いても皆さんに考えていただくというのも、一つの方法かと思いますので、それらも含めて検討

させていただきたいと思います。 

１ ３ 番（井田義之） 終わります。 

議  長（赤松孝一） 井田議員の質疑で、一般質疑を終わらせていただきまして、次に会派代表の方々

の質疑に入りますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） それでは、届け出順に従いまして、今から言いますが、最初に与謝野クラブ代表、

糸井議員、次に、民为みらいの会代表、杉上議員、次に、日本共産党与謝野町議員団代表、野村

議員、次に２１クラブ代表、谷口議員、与謝連峰クラブからは代表が、いわゆるご辞退をされて

いますのでございません。したがいまして、４会派の代表の方々、これより順次お受けいたしま

すので、よろしくお願いをいたします。 

それでは、与謝野クラブ代表、糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） それでは、与謝野クラブの代表質問ということで、代表させていただきまして、

若干質問をさせていただきます。２点ばかり質問させていただきます。 

まず、今回の行政大綱を見てみますと、いわゆる職員数の配置の問題が出ております。今まで

から大きく方針変換されました。今までは、類団まで持っていくんだということで、職員数

２３０人ということで言われておりましたけれども、今回の行政大綱を見ますとですね、地方分

権の推進、あるいは、そういったことで業務がふえていくと、あるいは与謝野町独自の、例えば

有線テレビ、こういったこと。あるいはまちづくりの方針に従って、今までの方針ではやってい

けないということだろうと思うんですが、実務に見合った正職員数に持っていきたいんだと、こ

ういうことでですね、大きく方針が変わりました。 

すなわち、今までの類団２３０名については、私は、これでは対応できんだろうというふうな

ことで今回の方針変更がされたんだろうというふうに思うんですが、こういう方針をとられまし

た背景はいいんですが、いわゆる最終目標とする職員数ですね、この辺はどの辺に設定されてお

るのか、今、考えておられることがありましたら、まずもって答弁していただきたいというふう
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に思います。 

これは企画財政さんがいいんですかな。企画財政課長、お願いできますか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。今、糸井議員が紹介をいただきましたように、今回、第

２次行政改革大綱の案をお示しをいたしております。間もなく、会議を持ちまして答申いただく

ような運びになろうとか思っております。この中で実施計画をつけております。その１３ページ

に職員数の適正化ということで上げさせていただいております。これまで、今、言われましたよ

うに、類団規模の２３０人を目標に合併当初の第１次の行革では説明させていただきまして、正

職員の数については目標を上回るような動きで削減はさせていただいてきました。 

しかしながら、ここに来まして合併以後７年、丸７年が経過をいたしまして、その調子でどん

どん減らしていくということにはなかなかならないというのが現実として見えてきたという状況

の変化がございます。そこで、この第２次の行革大綱の策定に当たりましては、軌道修正を若干

させていただいたということでございます。この実施計画にも上げておりますように、現在

２４年度で２６７人の正職員数の５％に当たります、おおむね１４人を今後、平成２５年度から

の５カ年で削減をしていこうということでございます。したがいまして、５年後の目標といたし

ましては、現在２６７人から２５３人を目指していくというのが当面の目標になろうかというふ

うに思っております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 今、いわゆる平成２４年度の職員数２６７人から５％、またここで５％が出てき

たんですけれども、５％減らしてですね、平成２５年が２人、平成２６年が４人、４人の２人、

２人の１４人ということで、最終的には２６７マイナス１４ということで、２５２人ですか、と

いうことなんですが、この方針を見てみますと、やはり地方分権の推進等により、逆に地方の事

務が増大する傾向にあると。 

それから、有線テレビなんかの独自の事業でですね、こういったことで、これを読んでみます

と職員数をふやさなければいかんというふうな印象を受けるわけですし、さらに実務に見合った

正職員数を見直していきたいと、こういうことでございますので、すなわち今の職員数よりもで

すね、適正配置ということになってきますと、ふえる可能性も私はあるんではないかなというふ

うに思うわけですが、逆に、この行政改革で５年間で５％の１４名を減らすと、こういう方針が

出されておるので、何か私は矛盾を感じておるんですけども、その辺はいかがですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。議員が言われますとおり、部署によりましては職員をふ

やさなければならないと、そういったところもあるのは事実でございます。また、一方で減らす

ことができる可能性のある考え方もできようかというふうに思っております。まずは機構改革、

これを行いまして、もう尐し職員の配置をかえていくことによって、削減効果も出てくるんでは

ないかということも思います。また、出先等につきましては、臨時職員さんの増加傾向にあると

いうことが懸念材料だというご意見もあるわけですけれども、将来的には施設の統廃合等を考え

ますと、正職員をどんどんふやしていくということにはなかなかならない、むしろ減らしていく

ということになろうかというふうに思っております。そのつなぎとして、臨時職員さんを採用さ
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せていただいて、子供たちの対応には当たっていくというような方針になろうかというふうに思

っております。 

その後、施設の統廃合も進めなければなりませんので、それに伴って減らしていくことも可能

ではないかというふうにも思っております。したがいまして、議員が言われますように、ふやし

て対応をしなければならないところと、それから、考え方次第で、進め方次第で減らすことので

きるところと、両方あるんじゃないかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 今、企画財政課長が言われましたように、私は、これからの施設の統廃合等も出

てくるんで、やはりそれは減らす場合も出てくるし、あるいは、ふやす場合もあるだろうと、ふ

やす部署もあるだろうというふうに思うので、私はこの場でですね、この時点でですね、正職員

数を、私は固定するんはいかがなもんかなというふうに思うんですよね。だけど行政改革では、

５年間で１４名減らしますと、こういうふうに言われておるので、そこら辺の矛盾を私は感じる

わけなんで、そういうふうに適正な見直しをするということならですね、行政改革の、この数字

は、私は外すべきだというふうに思うんですが、いかがですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えします。その件は内部でも、まず、いろいろと議論をさせていただき

まして、それを行革の委員会に諮らせていただいたわけですけれども、目標を定めることに意義

があるというのが一つあります。ただ、今、議員が言われますように、非常に今後を見通して、

数字として目標を定めていくことが非常に難しいということもあります。両方あると思いますが、

この行革という大綱の中で、その職員数の目標値も持たないというのはいかがなものかというふ

うに思いましたので、私どものほうで原案を考えまして、委員会にお諮りをしたということでご

ざいます。 

委員会のご意見は、職員の給与についてもそうですけれども、職員についても、減らすことだ

けが大事な行革ではないと、やはり職員個々が百以上の力を出すことでいいんだというようなご

意見もいただいておりますので、目標値としては定めさせていただきまして、それを有しながら、

できるだけそこに近づけるような努力をさせていただき、議員も言われますように、余りに無理

に削減を進めていくということもしない、そこのバランスをとりながら、今後の職員の採用に当

たっては理事者のほうがお考えになるんではないかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） また、先ほどの今田さんではないけども、ちょっと見解の相違があるようなんで

すけども、私は、この類団からですね、今回の、いわゆる実務に合った職員数を配置するという

のは、私は正しいと思っております。このほうが、私は正しい職員のあり方かなというふうに思

っております。 

したがってですね、そういうことで今後は、やはり住民の期待に応えるような事業推進をして

いくという上で、私はこれでいいんではないかというふうに思っておりますが、一方で行政大綱

の中でですね、５年間で１４名減らしますよということなんで、片一方では実態に合わせていき

ましょうということで、片一方では減らしましょうと、これはどうも合わんです、これね。そこ

ら辺は、もう一度ちょっと考え方を言ってください。 
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議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 一番初めにお答えをさせていただきましたように、あるべき職員数の姿に変

えていこうという考え方は、今いいというふうにおっしゃっていただきましたとおり、私どもも

そういう考え方に立たなきゃならないなということから、そういう表現でうたわせていただいた

と、それは、これまで他の自治体と比較して、つまり類団方式で進めてきたことに対しては、そ

れはもう、その方針は持たないということがございましたので、今後はあるべき町独自の考え方

で職員数を定めていくという立場に立つということが大事だと思いましたので、そういう表現を

とらせていただいたということでご理解いただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） この議論をしとったら、どこまでも進みませんので、このぐらいでやめますが、

私は、そういうふうに非常に大きな矛盾を感じておるということですが。 

もう一つ、私ちょっとこれ前から気になっとるんですけれども、与謝野町の職員にはですね、

職員定数というのがあります。職員定数条例、これは今３２６人のはずでございます。だから、

今の職員数が大幅に下回っておるんですけれども、条例との兹ね合いはですね、これどのように

考えておられますか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 糸井議員のご質問でございます。職員の定数は３２６人でございます。合併以来、

３２６人でやってまいりました。一方で、このようにして職員を、大まかに言いましたら合併か

ら６０人ほど削減をいたしております。それから、今、議論でございます。議論の中でも行政改

革の委員会というものがございます。その中の意見というものもございまして、さらに企画財政

課長が申しましたように何名かは減らしていくといったことでございます。 

今、ご指摘の定数との関係ということでございます。確かに、そのご指摘は当たっております。

当たっておりますけども、今の段階では、こういった中で削減に向けて取り組んでおります。一

定の時期になったら、その定数条例の削減ということも見直しをかけていかなければならないと

いうふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 定数条例がですね、制定されておって条例を守らないかんと、３２６人なんです

よね。それは下回っておるのでいいというのかもしれませんけども、私は早急に、この定数条例

はですね、正常な状態に戻すべきだというふうに思っております。いつまでも、この３２６人の

条例でおるということはですね、非常にこれは不自然ということを申し上げておきたいと、これ

早急に、やっぱり改正をしていただきたいというふうに思います。 

時間もだんだん過ぎますので、いわゆる行政大綱が定められて、先ほどから言われておるんで

すけれども、５年間で１４名ということなんで、平成２４年度が２６７名ということなんですね。

平成２５年度は２名の減員になっとるわけですね、ところが予算を見ますとですね、２６６名の

１名の減員なんですよ。２名の減員になってない。今、５％、５％で、通常経費の５％と言われ

ておるときにですね、なぜ２名の減員ができなかったのか、行政大綱に基づいてですね、予算計

上がされなかったのか、説明をお願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 
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企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。予算に計上しております職員の人数につきましては、一

般会計のほか簡易水道、下水道、農業集落排水、介護、国保、水道、これらの特別会計にも合わ

せて、職員数に伴う予算の計上をいたしております。この予算を組みました以後に、１名の退職

が見込まれるということになりましたので、予算上は１名の減ということでございましたが、実

質は２名の減になるということでございます。行革の大綱を策定する作業には、そのことが間に

合いましたので、２名の減とさせていただいているということでございます。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 一般会計、水道会計までですね、２６６人なんですね。減っておるんはどこだと

いうたらですね、下水です。下水が１名減っとるだけなんですよ。私は予算、組んだ後で１名減

りましたから２名減員ですよというのはですね、これは理解できません。予算上のことを私、申

し上げとるんです、予算上のことを。 

通常経費５％削減というのもですね、予算上でものを言うとりますんで、昨年度から比べての、

だから予算上でですね、それだけ５％、５％と言いながら、財政が厳しいと言いながら、しかも

職員の３％、特別職の５％、あるいは議会も５％をやったわけですよ。そうした中で、予算上で

ですね、職員数が２名を減にせんなんのが１名の減員で予算計上されていることに、私は理解が

できないと言うとるわけです。もう一度説明してください。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 確かに議員が言われますように、予算に反映をさせると、職員数の実態と合

わせるということは非常に大事なことであります。ましてや通常経費を削減をしていくというこ

ともありますし、予算の規模からいいまして人件費の削減をしていくという意向の中では、当然

そうであるべきだろうと思っておりますが、今回、たまたま新年度からの、３月３１日をもって

の退職の申し出が１名、２月になってあったということもございましたので、その時点でなかな

か予算に、そのまま反映させていただくことが、もう作業の進行上無理だったということがござ

いましたので、このような結果になったということです。 

行革の大綱については、まだ間に合いましたので、それは反映させていただいたということで

ございます。尐し変則的な格好になっておりますけれども、今後の補正予算で対応させていただ

きたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 今、聞いていますとね、２月の段階でわかったということなんですよね。予算は

もう１２月から組まれておるわけですよ。２月いうたら完成の時期に入っとるわけです、これ。

だから予算、組むときには１名の減で組まれておるわけですよね。全く行革の、この２名は無視

されとるわけですと、私は、そこの感覚がわからない、考え方ですよ、考え方。 

各課、あるいは住民にもですね、痛みを分かち合うんだということで５％削減してくださいと

言っておられる当局がですね、それを実行しないということに、私は疑問を感じとるわけです。

そう思われませんか、町長どうです。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今回、退職者が１３名、そして、新規を１１名で２名の減ということは、これは

変わりないわけですけども、おっしゃっている考え方の中で、当初から、その５％をカットされ
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たものを出すべきではないかということなのか、ちょっと私、その辺が理解できないんですけれ

ども、現実的には、ここの大綱に載せておりますように、現実の数字として１３名の退職者、新

規を１１名、そして差し引き２名の減ということは、これは変わりはございません。ですから、

ちょっとおっしゃる意味が、私自身もちょっと理解ができないんですけれども。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 町長、私の申し上げること、わからんでしょうか。私は、この予算はですね、

１２月ごろから入っておられますわね、作成に。予算をここでつくられるわけですけども、２名

減というのは私、予算上のことを言うとるんですよ、予算上の考え方、考え方を言うとるんです

よ。だから、行政改革で２名減をしなきゃいけないのを、予算上では１名しか減員がされてない

という、なぜ２名が減員ができなかったかなと、予算上では。 

結果、２月に１人やめることになったから、結局２名になりましたよということでは、これは

ちょっと、これはちょっとおかしいん違いますか。私は、そういう理解はできませんよ。私が間

違っとるんなら間違っとると言うてください。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 糸井議員のご質問にお答えいたします。予算編成は１１月ごろからかからせてい

ただきます。そういった関係で、今回の行政改革、まだ私は案だというふうに思っておりますけ

ども、３月に提案をされて、大綱案でございます。その中の実施計画でございます。 

そうした中で、申し上げたくないんですけども、緊急的に退職を余儀なくされた方が起きてき

たということが２月に起こりました。そうした中で、実施計画は、これからの案でございますか

ら、実施計画につきましては２人の、前年度と比べて減と、こういった実質的な数字を計上しよ

うかということになりました。したがいまして、これが当初の、それは２名も削減するという計

画はございませんでしたということでございます。突如、事情により１名が退職を余儀なくされ

たことによって、実施計画については実際の職員数の差を計上して大綱案に載せようということ

でございますので、ご理解のほどお願いします。 

糸井議員がおっしゃることは、すごくよく承知をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 結局、行革大綱は後になって出てきたから予算を組むときには、それはわからな

かったと、こういうことですか。だけど行革大綱というものは、やっぱり３月、平成２５年から

実施するということになっとるんですからね、その辺はちょっと私はいかがなもんかなというふ

うに、私、詭弁にほかとれんのですけども、それはそれで、それは理解せざるを得んでしょう。

それならそれで、初めからそういうことを言っていただいたら、私も理解したかもしれませんけ

ど。だけど、やっぱり行革はね、平成２５年から実施しますということになっとるんですからね、

その辺は素案も、やっぱり企画財政課でこしらえておられるわけですから、そんなもんわかっと

るはずなんですよ。まあまあよろしいわ。 

後４分ほかあらへんがな、弱ったな、これは、質問できへんわ。 

それでは、今回のですね、予算見てみますとですね、近隣５市１町の予算を見てみますと、ま

ず舞鶴市が２．４％の増の積極型、これは元気な町にしないと逆に活力が抜かれるということで

ですね、積極型を組んでおられます。それから、宮津市、実質３％の増、これも積極型の、いわ
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ゆる定住促進支援に重点を置いた予算が組まれました。綾部市、実質２．３％増、これも将来へ

種まく積極型予算として、人口減に対応する措置がとられました。さらに伊根町は何と

２２．２％の増、これは定住支援、こういったことで地域の活性化を含めた予算でございます。

京丹後市は２．５％の増、これもですね、いわゆる一番の基礎となる真の喜びと幸福、市民の総

幸福の限りない増進の発展と、それから、いわゆる大切な、人と人の絆を大切につなぐ大きな輪

と、こういうことをテーマに予算が積極的に組まれております。 

与謝野町を見ますと２．１％の減ですね、切り詰めた、いわゆる緊縮型の予算、今議会、初め

から削減だ、削減だという言葉ばっかり飛び込んできてですね、私も頭がおかしくなるほど、そ

ういうことを聞かされたわけですけれども、非常に私、これを見ましてですね、もう悲しいなと

いうふうに思いました。行政改革、あるいは無駄を排除していくということは私は大切なことだ

ろうというふうに思っております。 

しかしながら、やはり切り詰めて削減するだけではですね、私は地域に元気が出ないんではな

いかなと、尐子化、あるいは地域経済が疲弊しておる現状でですね、切り詰めるだけでは地域は

元気が出ないと、将来に芽をふくようにしむけて種をまく、そうした新しい事業は必要であろう

というふうに思いますが、平成２５年の予算を見ますと新規事業はほとんどありません。そうい

った中で、町長にお尋ねするんですが、町民の将来に夢と希望を与える、いわゆる与謝野町の将

来像である、「水・緑・空 笑顔かがやくふれあいのまち」このイメージがわく予算と、今回の

予算は思っておられますか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 一番初めの当初予算の説明で皆さんにしっかり訴えたつもりでした。今回の予算

は、緊縮予算としながらも、まずは町民の方たちの安心・安全を最優先にした予算にしたいとい

うことで、今回、これ組ませていただきました。防災対策、浸水対策、学校建築や通学路の安全

対策、ＤＶ被害者支援対策、自殺防止対策など、金額的にはかさばるものや、尐ないものもあり

ますけれども、まずは、この町民の方たちが安心・安全に暮らせる持続ある町をつくるために、

将来的なことも考えて、今、始末しましょうという提案をさせていただきました。 

しかし、始末しながらも、絶対譲れないところ、それはやはり安心・安全の対策をとっていく

という、それを最優先にした予算だというふうに思いますし、よそはよその考え方があるでしょ

うけれども、与謝野町は、そういうところを一番に置いた形をとらせていただきました。以上で

す。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） もちろん安心・安全なまちづくりは、やっぱり基本でございますので、それは大

切なことでございます。それは日常、常にそれは伴わなければならないというふうに思いますが、

やはりその中でもですね、やはり将来に、町民に夢と希望を与えるような、そうした予算も私は

必要だろうと、緊縮財政の中でも、そういうことも必要だろうというふうに思っております。残

念ながら、今回の予算は、そういうものが感じられないということだけ申し上げて質問を終わり

ます。 

議  長（赤松孝一） それでは、ただいまは与謝野クラブの代表でございました。 

次に、民为みらいの会代表、杉上議員。 
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４  番（杉上忠義） それでは、民为みらいの会派を代表いたしまして、当初予算につきまして質問い

たします。 

私たち、有吉議員と２人の会派でございます。よく話し合っておるのは、ともに助け合う社会

とは職場、ＮＰＯ、町内会が共生し重なり合うことによって、本当の意味で豊かな地域社会をつ

くることだと思っておるところでございます。厳しい経済情勢の中で、身を粉にして働く生活者

のために、私たちは与謝野町の施策が実現できるよう努力していくつもりでございます。よろし

くお願いいたします。 

それでは、非常に厳しい子供たちの環境が、今問題になっております。教育委員会にお尋ねい

たします。教育費の資料の４ページでございますけども、非常に地域社会がかかわりあって適応

指導教室事業が行われております。非常に重要だというふうに思うんですけども、この成果とい

いますか、進展ぐあいはどのようになっているか、まずお尋ねしておきたいと思います。 

２点目につきましては、新聞報道にもございました。 

適応指導教室の事業についてお尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えいたします。適応指導教室の実績、運営状況でございますが、平成

２４年度中で通所生としまして、中学生が実人数で４名ございます。いっときは小学生が多かっ

たんですけども、通所によりまして学校へ帰れると、ただ、クラスまでは、全てが行けておるわ

けではないですけども、学校登校への改善が図られておるということでございます。通所以外に

も、この適応指導教室では家庭訪問支援ですとか、それから学校訪問をする中で、その学校の状

況、それから、通所者等の状況を常に把握しながら事業を進めておりまして、２年目を迎えまし

て事業が、どういうんですか、進んでおるというんですか、学校等との連携も進められておりま

して、大分、社会というんですか、認識されてきておりまして、高成果が上がっておるんではな

いかというふうに考えております。 

平成２５年度につきましては、このトライアングルというのですか、適応指導教室の指導員に

加えまして、一緒に教育相談事業もやっております。その教育相談員につきまして、週２日体制

でありましたが、これを週３日体制に、さらにパワーアップというんですか、環境改善を図って

おります。今後とも厳しい財政状況ではございますけども、何とか子供たちのために続けてまい

りたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 子供たちを取り巻く厳しい現代社会でございます。社会全体で不登校、引きこも

りに取り組んでいくのが重要だというふうに思います。 

そこで、この間、京都府教育委員会からですね、昨年４月からことし２月の京都府内の公立学

校の緊急調査が行われましたと、京都市を除いてですけども、その中で６０件を、体罰を認定し

たという報道もされております。そこでですね、いじめとか体罰の、京都府の教育委員会の調査

が行われているんですけども、これに対してですね、本町の教育委員会としては、どのような公

表の仕方をしてですね、対策、取り組みがなされているのかお尋ねしたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） お答えいたします。いじめの調査につきましては、大津の中学校の事件を受けま
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して、７月の中旪から下旪にかけまして文部省の緊急調査がございました。それにつきましては、

新聞にも公表されておるとおり、その判定基準と申しますか、認定の基準が不統一でございます

ので、新聞に報道されたように、熊本県を筆頭にずっと、本当に、その都道府県によって、やは

り大きな差が出てきてたという、そういう状況がございました。それから、その後、京都府は、

この２月になりまして、その反省の上に立ちまして、いじめ、子供たちに調査するわけでござい

ますけれど、その調査の結果を３段階に分けて、そして、集約をしていきました。 

一つは軽微と申しましょうか、指導によって解決が図られるような、例えば、あだ名を言われ

て困っているとか、そのような類いからです。それから、ある程度、継続的な解決のためには、

継続的な指導期間が要るという、それを第二段階としております。それから、第三段階は、もう

これは刑法と犯罪に当たるような深刻な、生命の危険も案じられる、そうしたいじめと、その三

つに分けて本年は試行という形で実施させていただきました。それらについては、今までも、こ

の議会でお答えをさせてもらったとおりでございます。 

それから、また体罰につきましても、時期は２月の下旪から３月のかかりまでで小学校におき

ましては子供たちの話しやすい先生に申告する。それから、保護者のほうにも、相談窓口を学校

に設けまして、そして申告を受け付ける。それからまた、京都府としましては電話相談という形

で受け付けます。そのような形をとりまして、調査をさせてもらったところでございます。それ

らにつきましては、今、新聞に報道されましたように、今のところ６０件、それを京都府のほう

は、さらにそれを審査していくという形でございます。 

既に議員さんの、本町につきましての体罰につきましては、宮﨑議員の一般質問のご質問でご

ざいましたように、調査結果につきましては、この議会で公表をさせていただきました。我々と

しましては、公表につきましては、それぞれの教育委員会の判断に任されております。これは新

聞に対してもそうなんですけれど、その意味で、まず、私どもにつきましては、この議会で質問

がございましたので、それに便乗と申しましょうか、それを機会として公表をさせてもらったと。

また、今後とも同じようなことが続かないかと、そのように思っております。以上です。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 議会の答弁を通じて公表したということですけども、もう尐し踏み込みまして、

教育委員会の透明性の確保の点からもですね、ホームページを利用するとか、いろんな方法があ

るんですけども、新聞報道は京都府全体の調査結果が出るんですけども、今、教育長おっしゃい

ましたように、市町村卖位の結果報告ですね、これが一番重要だと思うんですけども、もう尐し

踏み込んだ公表の仕方があると思うんですけども、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 垣中教育長。簡潔にお願いします。 

教 育 長（垣中 均） 確かに、広く町民の方に知っていただくということは、これはもう大切なことで

ございまして、当町の教育委員会の広報という点につきまして、若干弱かったものですので、今

年度からホームページも開設させていただきました。そういう中で、また、教育委員会で検討し

て、また、それらの公表についても考えていきたいと、そのように思っております。以上です。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） ぜひともですね、開かれた学校づくりの第一歩だというふうに思います。 

それでは、与謝野町の利益を重要視いたしまして、農業の施策につきまして、随分質疑が行わ
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れました。地産地消であり、６次産業化であり、循環型農業であり、体験型観光農業、いろいろ

出ました。しかしながら、ここに来ましてトランス・パシフィック・パートナーズ、環太平洋経

済連携協定を視野に入れた施策が重要になってきたというふうに思います。報道によりますと、

農業関連でですね、３兆円の生産額の減尐が起こるという試算も出ております。前回、思い出し

ますのは、最近よく報道されますウルグアイラウンドについてでございます。正式名称は、関税

貿易一般協定多角的貿易交渉ＧＡＴＴウルグアイラウンド、こういうふうになっております。永

島課長も旧加悦町の時代ですね、そのときに活躍されていたと思います。加悦町におきましては、

農林土木なる担当もできまして、農道とか土地改良事業、あるいは農村施設事業、あるいは温泉、

全国的には温泉施設もできました。しかしながら、本当に農業の基盤の強化につながったかとい

う、今、批判もされているところでございます。 

今回も、そういった対策を視野に入れながら、本当に今、先ほど申し上げました、いろんな施

策の中で、一体全体、本町は法人化と成功例もございますけども、どちらの方向へ行政として指

導していったらいいのか、課長のお考えをお尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをします。まず、ＴＰＰの問題でございますが、杉上議員さんは、もう既

に参加が決まって、外国からの輸入がどんどんふえるというようなことを想定をされて質問をさ

れておるようですが、まだ、この問題につきましては、非常に流動的だというふうに、私は思っ

ております。まず、参加をしないということで、意見をやっぱり上げていくべきでしょうし、ま

た、参加をするということになったとしても、農業品目を関税化から外すということについては、

もうしないという担保をきちっととっていくという取り組みが、今後、必要になるだろうという

ふうに思っておりますので、そういうことは、私は、今の時点では想定すべきではないというふ

うに思っております。 

将来的にどういう、ＧＡＴＴウルグアイラウンドのような予算がついた場合、どういう農業を

目指すんかということだというふうに思いますが、与謝野町の農業につきましては、一応、その

当時やられておりました基盤整備、いわゆる圃場整備等の事業については、ほぼ完了がしたとい

うふうに思っております。この完了した農地をどう守っていくかということだというふうに思い

ますが、それが今現在、何回も申し上げておりますように、地域の皆さんで、どう地域の農業を

つくっていくんかという議論を今やっていただきたいと。そのことによって活力も生まれるし、

新しい事業展開も出てくるだろうというふうに思ってますので、それがまず基本であると、そう

いう今は種まきの時期なんだということで、私は考えておりますので、よろしくお願いがしたい

というふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 現在、種まきの時期だと、いろんな施策に取り組んで、いろんな方向性を探って

いるという時期だという答弁だったと思います。しかしながら、最初に課長の答弁にありました

ＴＰＰにつきまして、反対することが大前提なように聞こえましたけどですね、果たして、そう

いう方向に行くかどうか、非常に微妙なときだと思うんですけども、そういったことを視野に入

れて、やはり行政施策を打ち出していくのは重要だと思うんですけども、この点、もう一度お尋

ねしておきたいと思います。 
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議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをします。まず、そのＴＰＰですが、米の場合、与謝野町の为力品目であ

ります米の場合で、ＴＰＰに参加をして、何も対策を講じないとした場合、政府の試算では

３２％が外国産米に置きかわるという試算が出ております。ただ、これは与謝野町に当てはめた

場合３２％の米が外国産になるかといいますと、それだけではなくて、必ず米価は、これに連動

して下がってくるということになりますので、その影響額というのは、この試算ではあらわれな

い大きなものになってくるだろうというふうに思います。 

そうなった場合、果たして政府がどんな対策を講じるかということは、今後、十分見きわめる

必要があるだろうというふうに思いますが、日本全国の課題になりますので、果たして、それだ

けの対策を打つ予算が講じれるのかどうかというあたりは、今後、重要になってくるでしょうし、

その辺の見きわめは、影響が大き過ぎて、今の段階でどういった手だてを打つかということは考

えられないというのが今の実態だというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 先ほど申しましたように、本町では、その法人化の成功例もございます。しかし

ながら兹業農家によって、よく言われます多面的機能が維持されて、景観とか水が確保されてき

たというのが、また、重要だというふうに思っております。非常に国の施策を見きわめるのが難

しい時期でございますけども、しっかりした対応をお願いするというか、継続して今の予算を執

行していただきたいというふうに思います。 

続きまして、もう１点、小売商業とまちづくりの観点で、やはりこれも大きな与謝野町の利益

がかかっておる点でございます。先ほど１回目の質疑の中で、大店立地法につきまして質疑いた

しました。商工観光課長からは、かなり踏み込んだ答弁もいただいております。 

一つだけ、抜けたというか。そこまでいかなったんが、現在、非常に法律で重要視されてます

のは、まちづくり三法、ご存じのようにまちづくり三法が１９９８年に制定されまして、これが

どのように生かされているかが重要だというふうに思っているところでございます。流れといた

しましては、消費者というよりは、小売業者が事業活動を行う機会についての法律でありました

大店法ですね、大規模小売店舗における小売業の事業活動に調整する法律、それが消費者重視に

変わりまして、大規模小売店立地法、これが平成１２年６月１日に制定されました。これにより

まして。皆さんご存じように中心市街地が寂れ、シャッター通りが全国で多く見られるようにな

りまして、国のほうもびっくりいたしまして、まちづくり三法が制定されたところでございます。

この成功例は、雪が多い国、富山県とか青森県で成功例が報告されております。これはなぜなら

ば、下水道工事が行政にとりまして非常に大きな負担にもなるんですけれども、何よりも除雪、

除雪作業が大変な費用がかかるということで、コンパクトシティを実現させたのが、こういった

雪国で成功例が出ております。公共施設、病院、役場、学校などを中心市街地に集め、高齢者に

優しい、誰もが歩いて暮らせるまちづくりに転換していったところでございます。 

ぜひともですね、商工観光課におきましても、本町のまちづくりの基本をコンパクトシティ、

まちづくり三法を重視していただいて、まちづくりに取り組んでいただきたいと、かように思う

わけでございますけども、商工観光課長の見解をお尋ねしときたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 
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商工観光課長（長島栄作） お答えします。議員ご指摘のとおり、そのような形で与謝野町らしい取り組

み、計画を進めていきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） ぜひともですね、まちづくり三法、難しい法律ではありません。土地の利用を促

進する改正都市計画法、大型店の新たな調整の仕組みを定めた大規模小売店舗法、それから中心

市街地を空洞化をさせないように活性化させる中心市街地活性化、この三つの法律をまちづくり

三法と、皆さんご存じのように制定されたところでございます。今、答弁にありましたように、

ぜひともですね、この法律をよく研究していただきまして、ぜひとも与謝野町のまちづくりに生

かしていただきたいというふうに思っております。何より、これが重要だと私は思うんですけど

も、もう一度だけ答弁をお願いします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。議員のおっしゃるとおりでございますので、また、議員のご

指導もよろしくお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） ぜひとも、私どもも研究してまいります。商工観光課におかれましてもですね、

ぜひ調査研究を進めていただきたいと思います。また、産業建設常任委員会で議論をしていきた

いと思います。 

民为みらいの会を代表いたしまして、３回目の質疑といたします。ありがとうございました。 

議  長（赤松孝一） それでは、ここで５０分まで休憩をさせていただきます。 

（休憩 午後 ５時３６分） 

（再開 午後 ５時５０分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして会議を再開いたします 

次に、日本共産党与謝野町議員団を代表しまして、野村議員。 

野村議員。 

１  番（野村生八） 日本共産党与謝野町議員団を代表して、会派代表総括質疑を行います。テーマは

二つです。 

一つ目のテーマは、縦割りの壁をなくす、できるだけ低くする。このことについてです。新し

いことで言えば阿蘇シーサイドパークでのグラウンドゴルフ場ができます。所管は建設課ですけ

ども、商工観光課長と、そして保健課長としては、これをどのように捉えておられますか、質問

いたします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。グラウンドゴルフ場ができまして、間もなく完成するという

ことでございます。そういう中では、いろいろな、これまでの議論等もございましたり、要望等

もございましたけれども、グラウンドゴルフ場になりまして、阿蘇シーサイドパーク全体がグラ

ウンドゴルフができたり、公園が整備され、施設ができました。そういう中で、いろいろな仕掛

けができたらいいなと思っております。物販等につきましては、建物を建てて、あそこで常時、

物販するということは、非常に今、ハードルが高くて難しいのかなと思っています。そういう中

では、月一ですとか、そんなような取り組みをしていきながら、今後の方向性等を見出していき、
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より効果のある取り組みができたらというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 泉谷保健課長。 

保健課長（泉谷貞行） お答えをいたします。私に対しては、健康づくりの観点からのご質問かと思って

おります。自身の健康づくり、また、健康増進、体力づくり等につきましては、自分の体は自分

で守るというのが基本でございまして、その中で運動等に関しましては、それぞれの個々の体力

や趣味に合わせて、それぞれの趣味や価値観で取り組んでおられるというふうに思っております。

お話が出ておりますように、グラウンドゴルフしかり、体協参加のクラブでありますとか、スポ

ーツクラブ、個人ではサイクリング、ジョギング、ウオーキングなど、さまざまな取り組みが、

ご自身で取り組んでおられるというふうに思っております。 

その中で、保健課のスタンスとしましては健康づくり、健康増進につきましては、健康増進法

によります各種がん検診、それから、健康教育としまして昨日の山添議員の答弁とダブるところ

もあるんですが、現在、行っております運動教室、これは元気館を使用しましたり、クアハウス

も活用してやっております。そういった中で、新しい取り組みとしてグラウンドゴルフの件をご

質問されたかと思いますが、今の段階では、すぐにどういった取り組みができるのかなというこ

とについては、考えを持っておりません。グラウンドゴルフを含めて、それぞれ取り組んでおら

れる体力づくりや健康づくり、どのようなものがあるのかというふうなことを情報収集はさせて

いただいて、今後の保健事業の参考にさせていただきたいというふうには思っておりますが、現

在は、そのような考えでおります。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 所管は建設課ですけども、他課ではありますが、商工課は他町から来られる方を

産業振興として、また、保健課は健康づくりとして、どう捉えるかということが、例えば、この

問題でもあるだろうと思っています。横浜市では、中小企業振興基本条例の制定を受けて、全て

の行政区と部局が市内の中小企業への発注、実績額と発注率を毎年議会に報告しています。与謝

野町であれば、商工観光課が所管する仕事を、それぞれの課が独自に率先して行っているという

やり方をされています。そこで住民環境課長に質問しますが、地球温暖化対策を所管されていま

す毎年の各課の取り組みをまとめられていると思いますが、この取り組みの内容は、住民環境課

が業務として行っておられますか。各課が業務として行っておられますか。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） この地球温暖化対策の関係で、与謝野町という団体としての取り組みでござ

いますけれども、各課から地球温暖化の対策委員を出していただいております中で、各課が所管

される電気ですとかガス、水道だとかいうふうな、水道はあったかどうか、ちょっとあれですけ

ど。そういうふうな地球温暖化といいますか、ＣＯ２の排出量にかかわるいろいろな数値を毎年

一度出していただいておりますし、あと地球温暖化防止、ＣＯ２の削減のために、どういった施

策が考えられるかなということで、その知恵を出していただいたりというふうなことは全庁的に

お世話になっておる。その所管は、私どもがやっておるということでございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 教育委員会所管の公民館活動は、社会教育としても、また、生涯学習としても大

事な事業だと考えています。それに、今では地域を支える人材を育てると、こういうことが期待
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されているというふうに思います。 

そこで、小池推進課長に質問いたします。環境、あるいは地域経済、農業、福祉、防災など、

この与謝野町では、より地域密着の課題がふえてですね、取り組みが、地域での取り組みが進め

られております。こういう内容を意識して、公民館活動を進めておられるでしょうか、反映をさ

れておられるでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えいたします。公民館活動につきましては、これまでから公民館事業を

中心に行ってきておりますが、総合計画等でも掲げておりますように、これからいろんな、従来

の公民館活動に加えまして、いろんな地域課題を解消する場として、公民館というのが地域コミ

ュニティの拠点としてあるのかなという中で、そうした地域課題に、どういった形で取り組んで

いったらいいのか、この平成２５年度で大学連携を考えておりまして、具体的には同志社大学さ

んと連携を図りながら、その地域課題解消に向けて公民館、また地域コミュニティがどうあるべ

きか一定の調査、そして提案をいただこうというように考えております。これからの大きな課題

であるというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 自治区は総務課の所管です。与謝野町では、このように区の果たすべき役割はで

すね、どんどん大きくなっていっているし、期待も大きいというふうに思っています。それで、

区の所管は総務なんですが、そういう意味で、この取り組みについて、ほかの課との連携なり、

あるいは協働なり、先ほど言いましたような、ほかの課で独自に、総務課がしなくても課で独自

にしていただくと、そういう仕組みというのは、どのような状況になっていますか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 野村議員のご質問にお答えいたします。今、ご承知のとおり、各区の取り組みに

つきましては、各課に関係をいたしております。そういったこともありまして、申されたとおり、

地区と各課との連携というのは、できるだけとるようにしておりますし、地区の地域別の区長会

におきましても、各課から、その開催案内をいたしましたら、積極的に協議事項等も吸い上げる

ようにしております。そういった中で、全体的な連携を図るということは、日ごろから務めてお

りますし、今後も、そのようにしたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） ２０年前に全くの縦割り行政で問題なく町の行政は進められたわけですが、私が

議員になったころには、縦割り行政の弊害あるいは打破という、そういう言葉が言われていまし

た。今や、この議会でもありましたが、所管の課の中だけでは業務が済ませられないと、そうい

うところまで来ています。各課の壁をもっと低くする、あるいは全くなくす業務も必要だという

ふうな状態だと思っています。 

副町長に質問しますが、こういう意味でですね、明確なシステムとして、こういう問題を機構

としてですね、与謝野町にふさわしい機構として隔離していく、このことが大事ではないかと思

っていますが、お考えをお聞きします。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 与謝野町は、平成１８年に合併をいたしまして、この間、保育所をはじめとした
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出先、それから三つの庁舎にあります、各課一つも全く機構改革を行っておりません。現在、野

田川庁舎の閉鎖に向けて、準備検討を進めておるところでありますが、この野田川庁舎の閉鎖、

このタイミングを逃すことなく、機構改革を進めていきたいと。 

確かに財政的には非常に厳しい状況がありますし、町民の方々にも受益者負担の原則でありま

すとか、事務事業の大幅な見直しで、いろいろとご協力をいただかなければならないと思います

けれども、卖に経費の削減だけでなく、そういった厳しい状況の中、また、職員も減ってはおり

ますけども、できるだけ行政サービスが低下することがなく、そして今、議員が言われましたよ

うに、従来の課の垣根を飛び越えたような、そんな柔軟な、そして、なおかつ大胆な機構改革が

必要だろうというふうに考えております。そして、このことによって、第２次の行革の最大の目

標であります財政の黒字化を展望していきたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） こういう機構システムを隔離して、それを運営する上でですね、大事なことが、

専門家を育てることが、今までは盛んに言われてきましたけども、こういう機構には総合的な知

識と視野を持った職員を育てることが大事だというふうに思っています。この総合化は時代の流

れになっていまして、世界の流れにもなっています。 

例えば、与謝の海病院でも専門医だけではだめということで、総合医が今、求められていると

いうことで総合科講座が新設されると、こういうふうな状況だと思います。こういう点について、

副町長として、こういう職員を、人材を育てていくという点については、どのようにお考えでし

ょうか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 議員が言われるような、そういった人材の育成、これは、今後ますます重要にな

ってくると思います。そもそも合併をいたしました理由の一つに、そういった職員の育成を通じ

て役場機能を高めていくということがありましたので、それは非常に大事なことだというふうに

認識をいたしております。それを担保する方法として、例えば一定の年数がたてば、職員の人事

異動によって、幅広くいろんな知識、経験を積ませるということ。それから、この４月にも京都

府へ職員を１年間、派遣研修に行かせます。こういったことを通じて、より対極的な視野に立っ

た柔軟な発想ができる職員を育成してまいりたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、二つ目のテーマ、行政改革について町長に質問します。 

財政危機に直面しているのは事実です。大事なのは、なぜ、危機に直面しているのか、ここの

掘り下げが大事だと思っています。そこでお聞きしますが、大きくいって二つの面があります。

一つは、合併してもしなくても通常の財政運営上で直面する、こういう問題があります。もう一

つは、合併したことによって起こる、いわゆる一本算定の問題があります。なぜ起こっているの

か、無駄遣いをしたから財政危機になったのか、過剰な住民サービスをしたからなったのか。職

員に多額の給与を払い、多くの職員を抱えているからなったのか、ほかにもいろんな問題がある

と思いますが、町長としてはですね、こういう問題について、どのように捉えておられるでしょ

うか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） 今、述べられたのも一つの原因かもわかりません。しかし、それだけではない、

やはり合併をせざるを得なかった、また、しなくてもいいわけですけれども、与謝野町にとって

は、そうした自分たちの身の丈に合った合併を選んだわけですけれども、そうしたことに取り組

んでいかざるを得なかったという根本的なところが、大きな原因だというふうに思ってます。 

それはやはり国の施策の中で、一つは、そういう誘導があったということも事実ですし、それ

らについて、我々は我々なりに考えた選択肢が今回、こうした合併を成り立たせた一つの大きな

原因であったかというふうに思います。他人のせいにするつもりはありませんけれども、現実、

そうした形が推し進められてきているというのは事実だろうというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 合併の準備の中でも、合併後の取り組みの中でも身の丈に合った、そういう形で

ですね、地道に財政運営をされてきたというふうに私は確信を持っています。問題は、やはり地

方分権で、地方の仕事をどんどんふやしながら、財源を委譲してこない。あるいは介護保険や国

保や後期高齢者医療制度や、保育所等ですね、地方自治体の仕事は、ますます大きくなる、責任

がふえる、そういう中で国の地方財政計画、これが、そのふさわしい形でですね、しっかりとさ

れない。こういうことに最大の原因があるというふうに思います。 

しかし、一方でこういう、国が悪いと言っていてもですね、この危機が乗り越えられるわけで

はありません。そういう点ではですね、しっかりと、そういう、どこに問題があったのかという

ことは、ただ、数字の上で、どうやって削減するかというだけではなくて、そういう当町のまち

づくりにふさわしい、そういう内容の財政運営を含めて、しっかりと、その辺を検証しながら取

り組みを進めることが大事だというふうに私は思っています。 

それでですね、そういう意味では正職員と臨時職員を合わせた賃金を適正に管理し、また公債

費に基準内に抑える、前回、言ったこと、こういうことをきっちりと進めていく、自信を持って

進めていく、このことと機構改革ですね、このことが必要だというふうに思っています。とりわ

け庁舎内の改革とですね、住民とともに地域密着の行政を進める、この区での新しい機構をつく

らないと、なかなかこれなしに目標の、前回、言いました人件費の削減というのは、後でもう一

回言いますが、難しいというふうに思っています。この１次でも２次行革でも、この本格的な財

政改革の、行政改革もですね、機構改革等はですね、十分な論議とか打ち出しができてないとい

う答弁があったというふうに思います。 

町長にお聞きしますが、そういう意味では行政改革の論議の中というよりも、このまちづくり

基本条例の取り組みの中で、こういう方向をですね、しっかりと議論する場をつくるべきではな

いかと、そういうときに今、来ているのではないかと。以前、町長が、以前、まだ最近ですが、

まだ時期尚早ということを言われましたが、私は今が、その時期ではないかというふうに思って

いますが、町長は、これどのようにお考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 府でも、そうでしたけれども、国は、そうした一つの憲法というものがあります

けれども、特に地方団体の、そうした憲法に当たるものがないと、そうした中で、やはり基本的

な考え方をまとめたものが必要だということで、府も、そうした基本条例と言えるような、ちょ

っと名前が長かったんで思い出せませんけれども、そうしたものをつくられた。そういう経過の
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中で、せんだって時期尚早だと言いましたのは、中小企業振興基本条例をつくるときに、その名

前をどうしようかというときに、まちづくり条例というような名前をつけようという、そういう

案もあったんです。 

まちづくり条例の中の中小企業振興条例というふうな、そういう考え方からすれば、あそこに

上がっている考え方というのは、まさしくそうした自助、共助、商助、公助という、そうした形

の協働と、それから住民参画で町をつくっていくという考え方そのものが、あの条例の中には盛

り込まれているというふうに私は感じております。ですから、それをもう尐し全体の広げた中で、

将来的な、今後の将来も見据えた中で、まず、具体的な条例ができましたけれども、それのもと

になるものを、やはり総合計画の中での考え方等々を折り込んだ、そうしたまちづくりの基本条

例は必要であるというふうに、最近は考えるようになりました。 

しかし、そのつくる時期がいつかということについては、もう尐し時間が必要かなというふう

には思っております。と言いますのは、なかなか今の状況の中でも中小企業振興基本条例という

ことが、皆さんの気持ちの中に若干、理解がされていない部分があると思いますから、そうした

ことの啓発やら、あるいは、その考え方をもう尐し掘り下げて、みんなで論議をしていく中で、

そのもととなるものをつくっていくという、そういう、もう一作業が必要ではないかというふう

に思うので、そういう時期については、もう尐し考えさせていただきたいというふうに思ってい

ます。 

それにつきましても、やはり町民の皆さんからそういうものをつくろうと、もっと早くつくろ

うという議会でのお声もありましたし、そうしたものを受けて、どういう形で進めていくかとい

うことの検討には入るべきかなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 私は、合併による財政危機、平成２８年からの。これに備えるためにもですね、

こういうことが必要ではないかということを思ってますので、ぜひ、それは、そういう意味での

ご検討をいただきたいなというふうに思っています。それで、財政危機の合併による時期ですけ

ども、当町では住民サービスを維持し、そして、地域の特性を大事にしながら、それぞれの施設

を、きょうまで維持しながら進めてきました。このことが合併による財政危機の原因であればで

すね、いわゆる当町が目指している内容が、合併によってできないと、そういうことになります。

これはですね、当町の、その合併の内容が間違っているのではなくて、やっぱりそもそもの国が

強行に進めた合併の押しつけ、今回の。この財政基盤が強くなると、合併がということを盛んに

言われてましたが、このことが、根拠がなかったということが明らかだったと思います。 

今では、だから合併推進という言葉を国は全く言えなくなっているというふうに思っています。

住民サービスを維持して、地域の特性を大事にし、みずから決めた与謝野町のまちづくり計画で

すね、合併の。そして、その後の総合計画、これをもとに進めている、この与謝野町というのは、

合併による財政危機だからといって、これを潰したのではですね、これは大変なことになるとい

うふうに思っています。だから、財政危機に挑戦する、その旧町の施設を残していく、これ等も

含めてですね、前向きに、この危機に挑戦するということが大事だろうというふうに思っていま

すが、町長にお聞きをいたします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） それらも含めて、やはり論議していくことが、まちづくりの基本ではないかなと

いうふうに思ってます。けさもありましたけど、三つあるもんを一つにするということもですし、

今あるものを、また有効に使っていく、施設については、そういうこともあるでしょうし、また、

そのサービスにつきましても、あまりどういうんですかね、費用対効果じゃないですけれども、

効果のないものについては、やはり若干見直す必要が、全くやめるとか、そういう意味ではなく

て、やはりある程度、見直していくという、そういう、どちらにしましても、そういうことであ

っても、現実は、そこら辺をやはり理解していただくような、そうした取り組みも含めて考えて

いく必要があるかというふうに思います。 

今までどおりのサービスを、そのまんま、今までは何とか踏ん張ってきましたけれども、こと

今回であっても国保税の値上げを、まず抑えてやってきました。水道料金の値上げも抑えてやっ

てきました。しかし、どこかに、それはしわ寄せが来るわけで、今あるお金といいますか、財源

をどううまく活用していくかということは、将来的なことも展望しながら、やはり尐しずつでも

始末をして、ためていく方法、あるいは若干なりとも積み上げに町民の方たちも協力してもらう、

そうしたコミュニケーションといいますか、そうしたやりとりも必要になってくるというふうに

思ってます。必ずそうしたものをキープしていくというだけでは、とても難しいんではないかと

いうふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） それでですね、企画財政課長に質問をいたします。さきに指摘しましたように、

１８年度の人件費と賃金は２６億円でした。平成３３年の財政見通しの人件費と賃金を合わせる

と１９億円、これがもし実現すればですね、これだけで７億円の削減になっています。私が指摘

した、ほぼ一本算定の減額に対応できることになります。それほど、この人件費の額というのは、

前回よりはふえたにしても、大変厳しい額です。これを実現するためには、やはり指摘したよう

な庁舎内の機構の改革、あるいは地域との協働の機構づくり、これが必要だというふうに思って

ます。また、公債費はですね、今の取り組みでは一本算定に対応できない、前回、指摘したとお

りという状況にあります。私は、この減債基金を使うことと、いざとなれば、この公債費は返済

額の繰り延べですね、宮津市でもやっていますが、こういう形で、サービスを減らさなくても公

債費の中で、平成３３年、通常の町にふさわしい公債費に減額していくという計画づくりができ

るというふうに思っているんですが、企画財政課長の考えをお聞きします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えします。まず１点は、今後の平成３３年度の一本算定に向けての予算

の見込みをどう見るかという点におきましては、今、申し上げられましたように、合併当初の一

本算定と、算定がえの７億円の差、現在は、それが１０億円の差、これらが目標だという議員の

ご指摘につきましては、私どもはまだ、そのことは理解ができておりません。私どもとしまして

は、けさ訂正をさせていただきました、平成３３年度の一本算定の額、３８億円、現在５０億円、

この差の１２億円を何とかクリアしていくようなまちづくりをしていかなきゃならないというふ

うに、改めて思っております。 

そういう中で、今言われました人件費は、これは非常に大きな部分を占めると思います。これ

までも職員数を減らし、その分、臨職さんで対応をしながら、総人件費としては抑制をさせてい
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ただきましたのと同様に、今後も、そういった考え方は踏襲していかなきゃならないというふう

に思っております。 

それから、公債費のお話もございましたが、これも常々、できるだけ、それが尐なくて済むよ

うに、借換債なり何なり活用しながら運営をさせていただいておりますので、それもしていかな

きゃならないというふうに思っております。 

それから、役場の組織機構の見直し、これも副町長等が述べておりますように、やっていかな

ければならない大きな課題だというふうに思っておりますし、地域の皆さん、自治区をはじめ地

域の皆さん方とのまちづくりを一緒にやっていくという方向性を強めていくということの体制づ

くりも非常に財政効果を高める上で大事な要素ではないかというふうにも思っております。おっ

しゃいますことは、私どももそのとおりだろうというふうに思っておりますけれども、なかなか

大きな目標、減額の目標値を持たざるを得ない状況ですので、町も頑張らなければなりませんけ

れども、議員の皆さんも一定、ご理解をいただいて、一緒に、そういった時代を乗り越えていけ

れるように頑張ってまいりたいというふうに思っているところでございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 一本算定が始まる平成２８年から、問題は基金を、どう使うかということを次に

質問しますが、今の状況は赤字になる分を補塡するという財政見通しになっています。一本算定

が始まる平成２８年から、私は、この地域振興基金を使って、先ほど言いました与謝野町の住民

参加、地域密着にふさわしい財政運営に切りかえてはどうかというふうに思います。基金の総額

が１７億６，０００万円にプラス利子だと思いますが、積み立てが終わり一本算定が始まる平成

２８年から、この基金を、地域にかかわる予算、例えば、公民館活動にかかわる事業、自治振興

補助金、コミュニティ補助金、地域要望の尐額なハード事業、あるいはほかの地域にかかわるい

ろんな予算を、この基金から出すように組みかえる。毎年、例えば１．７億円、１億

７，０００万円を１０年間使えばですね、その分の財政負担が減り、そして地域での取り組みが

大幅に、これによって強めることができるだろうというふうに思っています。 

１０年間でなくなりますけども、１０年間続ければ地域の中に地域を支える大きな力が生まれ

ているというふうに思います。そのことが財政危機を乗り越える最大の人材をつくる力になると

いうふうに思いますが、こういう考え方についての企画財政課長のお考えをお聞きします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。おっしゃいますように合併メリットとして、合併特例債

を活用した基金の積み立てを毎年、行っており、１億７，６００万円ずつの１０年間、積み立て

を行っているということでございます。この活用については、まだ、ためるばかりで、決めてお

りませんので、確かにおっしゃるとおり今後に十分活用できるものではあろうかというふうには

思っております。 

ただ、今回の財政見通しでもお示しをさせていただきましたように、今後の財政状況としては、

赤字財政が見込まれると、それを基金だけに頼ると赤字になって、それを埋めていくと、基金も、

その合併特例基金も含めて枯渇してしまうという見通しが、今ありますので、まずは、今後の見

通しとしては、年度の収支を黒字にしていくということが今後につながることになるというふう

に思っておりますので、まずは、そこのところを努力させていただきたいというふうに考えてお
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ります。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） これは合併のために積み立てている基金ですし、合併をしたことによって、ここ

で使うこと、この時期に使うことは非常にふさわしいというふうに思っています。この合併の一

本算定に向けた思いが、どういう方向に向いているかによってですね、この年の財政、来年の財

政をどういうふうに進めるかという方向が、大きく変わっていく、もう時期に入ってきていると

いうふうに思います。そういう意味では、いよいよ現実的な財政見通しですね、そして合併での

財政危機を乗り越えれる財政計画、起債の抑制計画がきていましたが、さらに全体の財政計画を

持つことが大事ではないかなと、いよいよそういう時期ではないかと、いわゆる夢が持てる、よ

り現実的な財政計画づくりに取り組んでいただきたいというふうに思っていますが、いかがでし

ょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。野村議員、言われるご意見は、ある程度、バラ色のご意

見の部分もあるように聞こえます。私どもといたしましては、住民サービスをおとしていくとい

うことは、非常に心の痛むことではございますけれども、そういったことも住民の皆さんにお願

いをしていかない限りは、乗り越えていかれない、いけないというふうに思っておりますので、

明るい材料がいっぱいはないわけですけれども、やはり自治体が破綻をしていくということには

絶対になってはならないわけでございますので、そこはちょっと今のご意見とは若干違いを感じ

るところでございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今のは、ほんの一例ですけどもね、こういうさまざまな取り組みで、財政危機を

乗り越える、このことをぜひお願いしたいと思います。無駄な経費の削減には取り組まなければ

なりませんけども、与謝野町流のまちづくりを削減してはならないというふうに思っています。 

平成３３年に普通の町として財政危機を乗り越えるためにもですね、今から機構改革、庁舎内

の業務が一体的に効率よく行われて、地域とともに、住民とともに業務が行われるようになれば、

与謝野町のまちづくりは、さらに前進できると、そのように確信を持っています。一方で、行政

というのは生き物ですから、無理やり枠におさめることはできません。そのことを大事にしなが

ら、夢と希望に向かって財政問題に取り組んでいただくよう期待を表明して、会派代表の総括質

疑を終わります。ありがとうございました。 

議  長（赤松孝一） ご苦労さんでした。 

それでは、最後になりましたが、２１クラブを代表しまして、谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） それでは、２１クラブを代表しまして、第３回目の質問をさせていただきます。

もう数多くの議員の方々から質問がありまして、皆さん、お疲れのことだと思いますけども、よ

ろしくご答弁をお願いしたいと、このように思っております。 

さて、昨年、総選挙が行われました。きのうは新聞によりますと、１票の格差で総選挙が無効

だというような判決が下されましたけども、とりわけ選挙の結果としましては、自由民为党と公

明党ですね、これの連立政権が誕生をいたしました。その中で、安倍内閣総理大臣が誕生いたし

ました。安倍政権はですね、強いリーダーシップを発揮されまして、まだ、選挙から３カ月とい
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う短い期間でございますけども、内政面ではですね、長くつづいているデフレからの脱却、これ

をしようと、また強い経済を取り戻すべき３本の矢を次々に放たれ実行されておられます。これ

によりまして、間違いなく国民全体の空気が明るくなり、実体経済を上向いたというような感じ

が、私だけではなく大方の方がされているんではないかなというぐあいに思っております。また、

外交面でも、各国との関係強化を努められ、とりわけ先般のオバマ大統領との首脳会談では、日

米間の信頼と強い絆を完全なものとされました。こういった決められる政治、結果を出し、その

結果に責任を持つ政治を強く推し進められ、国民からの信頼を得られまして、今や内閣支持率は

７０％を超えるという大変高い支持率になっているところであります。 

町長もですね、この与謝野町のトップリーダーとしてですね、あと１年余りで２期目の任期を

終えられるわけですね。実質、今年度の予算が最終の予算と、こうなるんだろうというぐあいに

認識をいたしております。こういった２期目の最終年度の予算に当たりまして、町長ご自身が思

っておられる十分な予算づくりができたのか。また、この２期、７年を振り返られてまして、最

終年度という思いの中で、この予算の位置づけですね、その辺をお聞かせをいただければなとい

うぐあいに思っております。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほど来も尐し出ておりましたけれども、新しい町になりまして、「水・緑・

空・笑顔 かがやくふれあいのまち」ということで、そうしたキャッチフレーズをもとに、参画

と協働のまちづくりということで、皆さんの思いを受けて、夢を託していただいて走り続けてき

たというふうに思っております。 

その中で、まず、一体感の醸成に取り組むということで、１期目は光ファイバー網の整備等と

いうことで、大きくそれぞれの町のいいところ、また、いろんな特性をテレビ等によって知るこ

とができ、一つの放送、それから通信、また、防災無線ということで、一つの情報を共有するこ

とができる、そうした環境整備ができたというのも、私にとっては非常に大きなことだったとい

うふうに思ってます。その後の２期目につきましては、皆さんでつくっていただいた、いろいろ

な計画を具体的に進めていく、そうしたところではなかったかなと、その中では皆さんとお約束

した、将来につながることとして１０項目のお約束をさせていただいて、それらを一つ一つやっ

てまいりましたけれども、あと１年という中では、全てがやり切れておりませんが、何とか一つ

一つ緒につくような形で、次につなげていけるような形を、この後１年の中でやって、次につな

げていきたいというふうに思っております。 

そういう意味で、私自身の思いの中では、当初、なかなか難しかったであろう、そうした中小

企業振興基本条例のように自助、共助、公助、商助という、そうした共同の考え方が多く住民の

皆さんに広がったのではないかなと、先ほど来、出てますように、行政だけではだめだと、今後、

やはりそうしたおのおのの皆さんの協力があって、協働で進めることによって、まちづくりがで

き上がっていくんだという、そういった考え方、また、そうした素地が今までにつくり上げられ

てきたんではないかなというふうに思っております。 

そうしたものを与謝野町流のまちづくりと言っておりますが、それらが今後も持続していくよ

うなまちづくりを進めていきたいと思っております。そうした中での、ことしの予算編成、残さ

れておりました加悦中学校、あるいはまた、新たな問題として出てきました、ごみの処理施設の
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建設、そのほかにも小学校、それから、幼稚園等のあり方、委員会のほうから出てまいりました、

そうしたものの今後の位置づけ、また、行政の、そうした機構の考え方、そうしたもの、残され

てるものにつきましては、やはりこの１年の中で何とか方向づけをしていきたいというふうに考

えております。ですから、金額的には緊縮という、形的には、そうですけれども、中身的には大

変濃い１年になるんではないかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 来年はですね、私どももそうですけども、選挙がございます。当然、来年はです

ね、骨格予算ということになるというぐあいに思います。先ほど申し上げたように本年度が、実

質的にですね、最終年度の、町長のご意思が含まれた予算であると、こういうぐあいに認識して

いるわけですね。私もですね、何も予算が大きくなったから積極的だとか、尐なくなったら消極

的だとかいう感じはないんですけども、ただですね、財政が厳しい厳しいと言ってるのが昨今の、

シミュレーションを見てもそうですけども、そういう状況の中で、これまた蒸し返すようで申し

わけないんですけども、私は実はですね、５％削減目標を掲げられたと聞いたときにですね、心

の中では拍手を送っとったんですね。これはぜひ実現してほしいと、こう思ってたわけなんです。 

だから非常に、そういう意味ではですね、結果的には非常に残念な結果に終わったなと、これ

は町民にとってですね、いいことだったのか、悪いことだったのかはわかりませんけれども、こ

れは町長のご意思で決められることですから、その辺が非常に、私としてはちょっと残念だった

なというぐあいな思いがあるんですけども、町長、今、振り返ってですね、この予算を見られて、

ずっとご感想を述べられておられますけど、いま一度ちょっと聞かせていただければなと思いま

す。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 特に、先ほども述べましたように安心・安全という中で、加悦中学校の改築につ

きましては、悲しいかな、昨年ああいうことがございましたので、本来でしたら、もう尐し前へ

進んでいたのが、おくれてきているという、そうした事実があるんで、そのことについては申し

わけないと思っておりますけれども、それらも含んだ見通しがたってきた、それからもう懸案事

項でありましたごみの問題も、何とか、ここまでこぎつけてきたというような、避けて通れない、

そうしたことについて、５％を守ろうと思えばと言ったらおかしいですけど、それにこだわれば、

そうした事業だったって来年度に延ばすなんてことになるかもわかりませんけど、そうではなし

に、やはり今できることを、やはりできるときに、きっちりとやり遂げていく、それには大変厳

しい状況だけれども、しなければならないときにはやるということが必要かなと。そのためには

ある程度、貯金をおろしてやる、家の会計と一緒で、子供が大学へ行く、上の学校へ行く、その

ためにためてきたものを、あるいは、そうしたものを貯金をおろして、それを支えていく、そう

いう時期が必要なときには、やはりそれにつぎ込むという、そうでないと、いろんなことが成り

立っていかないと思います。それの選択をどうするかということで、皆さんに今、必要なことを

今、予算の中に明らかにしてお示しをさせていただいたということですので、私自身は確かに、

それは５％緊縮というか、圧縮ができませんでしたけれども、やろうと思っていることが、これ

で一定の方向ができたということで、私自身は満足しております。それに、そのまま喜んでるわ

けじゃなしに、将来のことを含めれば当然、今後も、きちんと決めていく必要があるかと思って



－505－ 

ます。 

私が町長にならせていただいたときの状況に非常によく似てるなと、それは旧町のときも含め

まして、あのときも割合バブルのはじけるといいますか、行け行けどんどんのときでしたから、

いろんなものができ上がってきましたけれども、結局、その後、財政が非常に厳しくなった、そ

の後は、やはり我慢、我慢の、そうした時期もありました。ですから、それのことも頭に置きな

がら、将来的なことを考えれば、ある程度、我慢しなければならないことも今、あわせてやって

いく必要があるというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 私は、先ほどですね、安倍政権の成果をちょっと述べさせていただきました。こ

の順風満帄と言えるかどうかわかりませんけども、この安倍政権にとってもですね、今後の課題

がないわけではないわけでしてね、この上向き始めた景気を本格的かつ持続的な経済成長につな

げなくては何の意味もありませんし、また、すぐれた技術力とか人材力の発揮とか、イノベーシ

ョンの加速を通じて、民为導の経済成長を実現せねばなりません。景気回復と経済成長のためで

すね、雇用や勤労者の所得の増大、これにもつなげていかないと何の意味もありません。そうい

う意味では、山積が課題だと思うんですね。だけども一つ一つずつ、これを克服していかなけれ

ばなりません。そういう意味で、安倍総理は経済団体首脳にですね、民間企業に対して給料のア

ップを要請されました。その要請に応える企業が最近ぞくぞくとふえてきていると、こういうぐ

あいに聞いております。 

またですね、特に一部の円安効果が出た輸出産業ですね、特に自動車業界についてはですね、

大幅な利益回復に向かい、春闘では各社満額回答と、こういう近年になかったような状況が生ま

れてきています。 

私は、こういうことで何か言いたいかといいますとですね、町長は福祉の関係でですね、一定

の、任期中ですね、成果は上げられたんではないかなと私は思っております。もう一方、産業振

興という側面を考えたら、今、振興会議でいろいろやっていただいておりますけども、ここが尐

し弱かったのではないかなというぐあいに感じておりまして、私は、このように直接、経営者に

会話といいますかね、働きかけといいますか、そういうものを、ぜひしていただいてですね、ど

ういう施策が望まれておるのか、要するに会社側でしなくてはならないことはありますけども、

行政側としてもやるべきことは必ずあると思うんですね。それは確かに限界はありますよ。限界

はありますけども、そういったニーズをくみ取る、直接ニーズをくみ取るいう作業がですね、こ

れが必要ではないかなというぐあいに思うんですね。そういう働きかけを、ぜひやる必要がある

のではないかなと、私は感じております。 

そういう面で、直接こうした経営者の皆さん方や金融機関のトップとかですね、こういう方と

会われて、こういうお話をされたことがあるのか、どうか。その点、お伺いしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） いろんな会議の中で、具体的に何をどう話したということは、きちっとしたそう

いうものは残っておりませんけれども、しかし、町内の企業の方たちのところも、わずか年に

１回、回れるときや、回れないときもありますけれども、そうした形で回っておりますし、まさ

しくその人たちの思いのニーズを聞く場所として産業振興会議がつくられて、その中で、いろん
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な形の方々の意見を聞かせていただき、その中から、それを推進していく、いろんな考えが、こ

れからますます出てくるんだというふうに思っております。ですから、それは人のやり方で、安

倍さんのやり方も、そういうやり方でしょうし、私は私流のやり方があるというふうに思ってま

すし、具体的に、あそこへ行って、こう話したとかいうことではなしに、やはり行政として、そ

のトップとして、やはり住民の人たちが望んでおられることを、行政がやっぱり下支えをしてい

くという、そういう仕組みをつくることが、私の一定の役割かなというふうに思っております。 

確かにトップダウンのような形のリーダーもあれば、そうでないリーダーもあるというふうに

思いますし、皆さんの望んでおられるのが、どういう方なのかというのは、今後また、いろんな

形で選択があろうかと思いますけれども、しかし、私は皆さんの力をできるだけ発揮していただ

けるような、そして、その中のニーズを聞く機会というのは結構たくさん持たせていただいてる

というふうに思ってはおりますけれども、それこそ大きな経済界といいますか、そういう企業も

ございませんので、割合小さいところのお話を、身近なところのお話を聞かせてもらう機会のほ

うが多いということでございますけれども、いろんな形での、そういう町民の方との接点という

のは持たせていただいているというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） これはですね、町長の責任も何でもないんですけども、私も経験あるんですけど

ね。この大勢の会議では、特に経営とか、そういう話になってくるとですね、本音が出てこない

んですよ、基本的に。基本的に出てこないんです。当たりさわりのない話ばっかりで、私はいか

にもお金には困ってませんよというような顔をしてですね、みんな会議に出席しておられるんで

すね。実際、資金繰りがえらいとかですね、そういう話は出てくるんですよ、個別に話しすると。 

だから、私が言いたいのはですね、できれば、膝を突き合わせてお話をしていただいてですね、

ニーズをくみ取っていくと、こういうことが非常に大事ではないかなというぐあいに思うんです

ね。ぜひこれは、私も経験しておりますんでですね、そういう気構えで思っていただければ、ほ

とんど間違いないかなというぐあいに思っております。 

それとですね、もう一つ、これは商工観光課長にちょっとお伺いしたいなというふうに思うん

ですけども。先ほど申しましたように、アベノミクスの影響で、日本経済が上向きかげんにある

と、これは日本国中、誰もが認めるとこだというぐあいに思うんですね。この効果を当町も受け

ているかというと、私はその恩恵が全然ないように感じているんですね。 

やっぱり国の政策、国が景気回復ということが、やはり当町に連動していかないと、やっぱり

なかなか難しいんではないかなと、その経済を立ち直せるということはですね、しかしそういう

ふうな状況では、若干あるかもわかりませんけど、非常に薄いんだろうと思うんですね。この間

の日経新聞には地域経済ですね、アベノミクスで非常に地域経済も恩恵をこうむっておると、東

海、近畿には、かなりの影響が出ておって、プラスの材料があると、今までマイナスの、ＤＩで

すね、要するに改善の割合から悪化の割合を引いた、この値ですけども、これは改善したという

ところがほとんどなんですね、地域で。これは日経に載っておりました。そやけど、先ほど申し

ましたように、当町はなかなかそういうわけにはいってないということであります。 

そこで私は、ちょっと思ったんですけども、私は、いろんな施策が、いつも例のパンフレット

ですね、この予算が通ったら、平成２５年度版が多分出されるんだろうというぐあいに思います。
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思いますけども、こういうやつですね。これが出されるんだろうと思うんですけども、いつも私、

思うのは、この創業者に対しての支援が非常に、これ乏しいんではないかなというぐあいに感じ

ておりまして、今までこれずっとやってこられましたけども、この１５のメニューですか、この

豊富なメニューですけども、活用状況が非常に芳しくないというのは毎年、毎年、聞いておりま

すけども、平成２３年度でしたかね、平成２４年度ですね、状況はどうだったか、その点につい

て、まずお聞かせをいただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 平成２４年度での創業というところでございましたですね。平成２４年度に

つきましては、現在のところ、２月末現在のところ、創業、いわゆる企業を起こされたところに

つきましては、２業者ございました。以上でございます。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） この創業支援事業ですね、これもですね、ちょっと後で申しますけども、非常に

卖発的といいますかね、これ一本に絞って、こういう支援事業があるということなんですけど、

それではですね、ちょっと一つ設問をしますので、これについてですね、どんな支援が受けれる

のか、商工観光課長にお答えをいただきたいと思います。 

例えばですね、地元の方が新しい会社をつくられまして、新しい事業を起こされました。これ

も空き店舗を利用されまして、新しい事業を起こされました。事業費が１，５００万円、

１，０００万円銀行から借り入れされまして５００万円を自己資金で調達されました。従業員、

社員二人で雇用されてスタートを切られます。これに該当する補助政策はどんなものがあるのか、

また、補助金は総額で幾らになるのか、その点について、これは事前にお話ししてるんで、お答

えいただけると思うんですけども、お答えください。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。自己資金が、いわゆる１，０００万円の借り入れと５００万

の自己資金ということでございます。事業費１，０００万円以上の場合で業を新設される場合、

１００万円の補助がございます。これにつきましては、先ほどおっしゃいました町内従業員の方

が、１名以上雇用ということが条件でございます。そしてまた、１００万円以上１，０００万円

未満の場合ですと３０万円の補助という、創業の支援の補助がございます。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 創業支援だけなんですか、これ。例えば、雇用奨励助成金とかですね、地元の方

を雇ったら、１年間で１８万円とかいうような金額が、ハローワーク通じてですよ、もちろん。

そういうのがあるんですけど、これは重複はできないという政策になっておるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 今のお話だと、従業員の方２名雇用ということでしたでしょうか。まず条件、

創業の場合の１，０００万円以上の事業費の場合の部分が、一人雇用が条件なので１００万円の

部分でございます。それで、もう一人町内雇用でしたら、１年後に１８万円という雇用促進奨励

補助金がございます。そしてまた、その１，０００万円以上で、１，０００万円が、いわゆる借

り入れという部分のようでございますので、その部分については、また、利子補給等がございま

すけども。 
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議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） いや私はね、事前に、なぜお伝えしたかというとね、そういうパッケージでどん

な補助政策が、これに該当しますか、それについてどんだけの補助金が出ますかというのは当然

ですね。１，０００万円借り入れということをはっきり言ってるんですから、利子補給はどれぐ

らいあるのかとかですね、先ほど言った雇用奨励助成金がどれぐらいいただけるのか、創業支援

がどれぐらいあるのか、全部網羅して、この企業に対して、どんな補助金が、手当があるんです

かと、こういうぐあいに聞きたかったわけです。 

だから、個別にこれがあります、これがありますということじゃなしに、パッケージとして創

業された方にですね、どんな支援が、総体的に全部いくんですかということを聞きたかったわけ

なんです。それは計算はされてませんか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） １，０００万円以上で１００万円の補助の部分と、それから雇用につきまし

て、その１，０００万円以上で町内雇用者一人の部分が条件なので１００万円と、それから、も

う一人雇用でしたので、雇用促進奨励補助金の１８万円、ですから１１８万円でございます。そ

れで保証料でありましたり、利子補給につきましては、金利の部分とかございますので、その部

分は、はっきりとした金額が申し上げれません。申しわけございません。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 今、お聞きしたら、かなりいろんなものが重複して受けれるということでありま

す。私はそういうぐあいにですね、やっぱりパッケージ化をする必要があるんじゃないかなと思

うんですね。創業というのはですね、大変しにくい条件ですよ、この辺は。だけども、あえてチ

ャレンジして、若い方がですね、業を起こそうかということに関してはですね、そういうパッケ

ージ化を図ると、そういう提案をして、こういう形で受けれますよというね、そういう提案をし

ていただいたら非常にありがたいなと。わずか２件しかないというのはですね、これはやっぱり

使い勝手が悪いのか、ハードルが高いのか、宣伝不足か、それはよくわかりませんけど、もっと

やっぱり利用していただくような形でお願いしたいなと思うんです。そうでなくてもですね、商

工費の予算が、どんどんどんどん減尐してますよね。経営安定振興資金ですか。経営安定じゃな

しに、借りかえじゃなしに、借りたときに返すやつですね、これが大幅に減額になってますから、

商工費の予算がですね、去年に比べて３６％ぐらい下がっているんですかね。やはりこういうも

のにね、もっと手厚くですね、業を起こされる方にもっと手厚くいろんな形で支援していただく

ということが非常に大事ではないかなというぐあいに思っておりますので、ぜひですね、そうい

う支援をしていただいて、産業起こしにつなげていただきたいなというふうに思っております。 

まだ、質問したいやつが二つほどあるんですけど、もう１分ですので、もうこれで終わります。

ありがとうございました。 

議  長（赤松孝一） ご苦労さんでした。 

これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 
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次に、本案に対する賛成意見の発言を許します。 

７番、伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは、私は日本共産党与謝野町議員団を代表して、２０１３年度一般会計予

算案の賛成討論を行います。 

当年度は、総合計画後期基本計画の最初の年であり、後期計画に掲げられた与謝野町流のまち

づくりを進める新たな前進の第一歩として、重要な予算となっています。一方、第２次行政改革

の初年度でもあり、どう行財政を見直し財政危機に立ち向かうのだという予算でもあります。つ

まり相反する二つの課題を調和させ、町民の安心・安全のまちづくりを前進させることが求めら

れているわけであります。 

新年度予算の内容は、通常経費の削減のため５％カットを目指しましたが、目標どおり達成せ

ず、全ての職員給与の一律３％減額、特別職は５％減額を行い予算編成が行われました。国の大

型補正事業については、事業内容が確定した時点で、補正予算で対応するとされています。防災

対策、浸水対策、学校施設や通学路の整備、ＤＶ被害者支援者対策、自殺の防止対策、子宮けい

がんワクチンの無料化、広域ごみ処理施設整備、命の里事業でのＸキャンプ事業と与謝野町産品

の宣伝施設づくり、また地域ぐるみでの地域資源を活用した元気な村づくりと集落営農組織の立

ち上げと拠点づくりの支援、原発事故の防災計画見直し、不登校や引きこもり対策、学校プール

の整備、そして、明石公民館の新築、大江山運動公園体育館の改修等々が計上され、住民の安

心・安全を最優先とする予算として評価しています。また、特別会計ですが、国保税を引き上げ

させないため、一般会計から繰り出している点も評価するものであります。その上で、以下の点

について指摘をしたいと思っています。 

まず、防災計画の取り組みについてです。原子力災害から町民の命を守るためには、３０キロ

圏外であっても、全町民を避難させる計画をつくることは大事なことです。避難先は尐なくとも

８０キロ圏外に求めるべきです。まず、このことを町として明確にすることを求めます。この立

場に立てば、宮津市民が避難するときは、同時に与謝野町民も避難することになります。国や府

の指導に基づき、まず、宮津市からの受入計画をつくることは、法に基づく仕事を行う自治体と

しては必要なことであります。しかし、この立場に立てば、宮津市からの避難受け入れは実行さ

れない計画をつくることになります。国が原発事故の安全圏を３０キロ圏に決めたことが、この

３０キロ圏外と圏内の矛盾を生む原因であります。 

外国並みの８０キロ圏を安全基準にすれば、こうした問題は起こりません。与謝野町が避難す

るときには、舞鶴市も宮津市も京丹後市も豊岡も避難することになります。琵琶湖の汚染で京都

市も大阪市でさえも避難を余儀なくされてしまいます。このような避難計画は、つくれても実行

は困難です。本気で原発事故から町民の命を守るためには原発停止、廃炉以外にありません。町

長として、このことを明確にして、町政運営に取り組まれることを求めます。 

次に、行財政計画についてです。与謝野町をはじめ全国の多くの自治体の財政危機の原因は、

国の地方財政計画にあります。このことをまず明確にしておきたいと思います。よって、総合計

画に基づく与謝野町流のまちづくり、町政運営を今後も自信を持って前進させていただきたいと

思います。この立場で、合併による財政危機に立ち向かい、与謝野町流のまちづくりを後退させ

ない決意で挑んでいただきたく思います。そのためには、この町に合った行政機構への改革が必
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要であり、それなくして財政危機を乗り越えることはできません。 

与謝野町の行政運営に合った行政内部の機構改革と地域住民の力で、地域密着のまちづくりを

進めるための自治区への支援など、新たな機構の構築が必要になってきます。この議論を中小企

業振興基本条例に続き、まちづくり基本条例を制定する論議の中で、本年度から始めていただき

たいと思います。中小企業振興基本条例が、そうであったように、住民の中でしっかりとじっく

りと議論して進めるためには時間が必要です。ぜひ合併による財政危機が始まる平成２８年を目

指して取り組んでいただくよう求めます。また、現実的な財政見通しをつくることも大変重要で

す。目標が定まらないのに、財政危機だからといって、とにかく削減をすることは、まちづくり

を台なしにします。どこまで削減すればよいのか、どのような方法があるのか、このぎりぎりの

ところを今から明確にして取り組むことを求めます。 

さて、消費税の増税は、町民の暮らしと経済を破壊するだけでなく、地方財政を東京一極集中

を強め、地方の財政危機を一層強めることにもなります。ＴＰＰは農業だけでなく、医療も循環

型の地域経済も、地域密着の福祉も地域に合った仕組みを、全てを覆すことになります。社会保

障推進法が８月から始まります。医療では医療費の引き上げや混合医療の解禁、終末期医療を病

院からなくし、在宅に変えること、介護保険は必要なサービスが受けられず、利用料が倍に、ケ

アプランの有料化、保険料の引き上げが行われます。生活保護基準の削減で、就学援助や住民税

非課税限度の上昇、保育料の引き上げ等、さまざまな最低生活を保障する制度が壊されてしまい

ます。 

尐子化対策では、保育所の法的責任が放棄されます。年金は給付額の引き下げ、このように民

为党政権の社会保障改悪の法律が自公政権で小泉構造改革以来、最悪の総仕上げとして行われよ

うとしています。あらゆる社会保障の改悪が町民の暮らしと健康を破壊します。このような政治

情勢のもとで、昨年以上に厳しい状況になると思われます。理事者と職員集団との信頼と協働を

しっかり強め、全職員一丸となって町民の命と暮らしを支え、町民参加の与謝野町をさらに前進

させるためにご奮闘いただくよう期待し、賛成討論といたします。ありがとうございました。 

議  長（赤松孝一） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより、議案第３４号を採決します。 

本案について、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（赤松孝一） 起立全員であります。 

よって、議案第３４号 平成２５年度与謝野町一般会計は、原案のとおり可決することに決定

しました。 

お諮りいたします。 

本日の会議は、この程度にとどめ、延会としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） ご異議なしと認めます。 

本日は、これにて延会することに決定しました。 
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この続きは、あす３月２７日、午前９時３０分から開議しますのでご参集ください。 

本当に長時間ご苦労さんでございました。 

（延会 午後 ７時０８分） 


